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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ライセの眼前で、兵士は胴どう体たいを斜ななめに引き裂さかれた。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。ソールド──サーフボードのような形をした重さ六十キロの金属塊かいが、空中で兵士と交こう錯さくして、腰こし骨ぼねをやすやすと粉ふん砕さいする。

「…………!!」

　ライセは息を吞のむことしかできなかった。

「ライセ！」

　呼ぶ声に、はっと我に返ってライセは身を震ふるわせる。

「ぼーっとしているんじゃない！　死ぬぞ！」

　羽は佐ざ間ま彰あき彦ひこの鋭するどい声に、ライセはやっと何が起きたのか理解した。ライセの死角から迫せまってきた兵士に対し、彰彦がソールドを投げ込んで助けてくれたのだ。

「ご……ごめんなさいぃ！」

　謝りながら、ライセは空を真横へと泳ぐように墜おちた。

　彰彦とライセを追う兵士達は、数こそ少ないものの、蚊かや蠅はえのようにつきまとっている。たった今、仲間が両断され、地へと落ちていく様を目まの当たりにしたにもかかわらず、怯ひるむどころかますますしつこく食い下がる。

「こっちに来るんだ！　ライセ！」

　手招きしながら、彰彦は進路をねじ曲げた。その先には、空に浮うかぶ島がある。無人の島だが、そこそこ大きく、表面は森で覆おおわれている。背の高い木が、厚い層をなしていた。

「は、はいぃ～！」

　返事をして、ライセは彰彦との距きよ離りを詰つめた。引導士ハイダイバーとしての能力を発揮して、斜めに墜つい落らくしていく。

　応じて、兵士達は二人のあとを追いかけた。ソールドを先回りさせ、二人の進路を塞ふさぐように放り込む。

「邪じや魔まをするな！」

　己おのれの身に添わせていた二枚のソールドを、彰彦は両手で押し出した。一枚は盾たてとなって彰彦を守り、一枚は迫り来るソールドを進路からはじき飛ばす。

　そしてそのまま、彰彦とライセは森の中へと突とつ入にゆうした。

「うひゃあああああ」

　森の枝葉が、次から次へとものすごい勢いでライセの身体からだを打つ。身体を丸め、腕うでを眼前で交差させ、どうにか身を守っていると、

「ソールドを前に立てるんだ！」

　彰彦が叫さけんだ。彰彦は、ソールドに乗るような格好で墜落を続けていた。

「あ、そっか！」

　ライセもソールドを一枚、自分の前に回り込ませる。が、途と端たんに枝葉が途と切ぎれ、浮うき島しまの地面が現れた。

「ふああああッ」

　墜落方向を全力で曲げた。地面に激げき突とつする──が、うまいことバウンドした。そのままライセはソールドに乗り、水平飛行へと移行する。

「ちゃんとついてこいよ！」

　彰彦はあらかじめ軌き道どうを曲げて、スムーズに水平飛行に移行していた。その進む先には、林立する大木の群れ。幹の直径一メートル以上の大物が立ち並んでいる。この速度で激突すれば、大おお怪け我がは免まぬかれ得ない。

　だが、追われる身である以上、速度をゆるめるわけにはいかなかった。

「ちゃんと前を見るんだぞ！」

　ライセに忠告しつつ、彰彦はゆらりゆらりと進路を右へ左へ曲げた。己の身とソールド二枚、木と木の間を縫ぬうように進ませる。

「やってみます！」

　かっと目を見開いて、ライセも森へと突とつ撃げきした。なんだかんだ言っても彼女も異邦人オーバージー、引導士ハイダイバーとしての才能は申し分なく、十分な訓練も受けている。彰彦に比べれば少々ふらついているものの、するすると幹を回かい避ひしながら墜ちていく。

　しかし兵士達は、そうもいかなかった。軌道を曲げきれず地面に激突する者、あるいは幹にぶつかる者。悲鳴を上げるいとますら与あたえられない。後続の面々は、同じ速度で追うのは不可能だと悟さとり、コントロール重視の墜落に切り替かえた。追つい跡せき対象から、あっという間に引き離はなされていく。

　彰彦はたびたび後方を確かく認にんし、追跡者をあらかた振ふり払はらったことを確信する。やがて前方に、森の終わりが見えてきた。月明かりが、前ぜん途とをまばゆく照らし出している。

　どこに身を隠かくすべきか、と考えながら森を飛び出したその瞬しゆん間かん──

　いきなり、彰彦の視界はソールドに覆われた。

「しまっ……!?」

　咄とつ嗟さに身体を丸めつつ、進路を曲げた。が、避よけきれない。

　ゴスン、と鈍にぶい衝しよう撃げきが彰彦の全身を突つき抜ぬけて──

「ぬぐあッ」

　視界が乱転した。すぐ自分のそばにソールドを引き寄せ、追つい撃げきを防ぎつつ体勢を立て直す。

　回転する視界の隅すみに、彰彦は敵の姿を見み出いだした。

「……兎と々と木ぎ！」

　彰彦、ライセとともに、同じタイミングでイセス・メリアへと墜ちてきた、もう一人の異邦人オーバージー。兎々木周しゆう人とが、彰彦の進路を塞いでいた。

「逃にがすものかよ、彰彦よぉ！」

　イセス・メリアの母なる月の光の下で、周人は口角を吊つり上げた。整った顔立ちを歪ゆがめ、挑ちよう発はつするような表情を形作る。

「いい加減諦あきらめろって。おとなしく戻もどってこいよ。弁護くらいはしてやるぜ？」

「そんな言葉、信じられるか！」

　鋭するどい声で彰彦は言い返す。

　周人は頭をかいた。

「おいおい、冷たいな。一いつ緒しよにイセス・メリアに墜ちてきた仲じゃないか。俺はそういう縁えんを大事にする男だぜ？」

「そうそう、周人君の言う通りだ……」

　あらぬ方向からの声。彰彦とライセは同時に振り向いて、

「戻ってきてくれないかね。君達にいなくなられると、色々と不都合が発生するのでね」

　白いスーツにマント着用の男性──アリメルドの姿を見出した。

「待たい遇ぐうに不満でもあったかね？　ならば言ってくれたまえ。いまや君達はガウルバッフのスーパーエースなんだ、少々の無理を主張しても、受け入れられるだろうよ」

「だったら、あの監かん獄ごく島に捕とらえられている貧乳の人達を解放しろよ！」

　と彰彦が主張すると、

「そればかりは無理だな」

　アリメルドは即そく座ざに首を振った。

「なるほど、君達はメドラニカという思想が気に入らない──というわけか」

「そうです！」ライセが言った。「胸が小さいという理由だけであんなにひどい虐ぎやく待たいを受けるだなんて、どうかしてますよぅ！」

「ハハッ！　バカなことを言ってくれるじゃないか！」周人が声を上げる。「ああ、たしかに俺もメドラニカ思想はどうかしてると思うよ？　だがな、俺達がどう感じようと、メドラニカってのはこの世界のルール、常識なんだ。おまえらの常識は間ま違ちがっている、とよその世界から来た人間に言われて、連中がハイそうですねと受け入れると思うか？」

「おまえはなんとも思わなかったのかよ、監獄島のあの光景を見せられて！　あの人達が何のために集められているか聞かされて！」

　彰彦は声も限りに訴うつたえるが、

「別になんとも！」周人は言い切った。「所しよ詮せんは他人ひと事ごとだ。俺は、自分一人が生きていくだけで精せい一いつ杯ぱいなんだよ！　ライセ、おまえだってそうだろ！」

　そして、ライセを──正確には、ライセの豊かな胸を──指さす。

「おまえは、メドラニカのおかげで得をする立場だろ？　何が不満なのかわからんね！」

「そんな、私は──」

　反論しようと口を開くライセだったが、言葉がなかなかでてこない。

「言うだけ無む駄だだ」彰彦が言った。「あいつに何を言ったところで、理解してはくれないだろ」

　眼球を右に左に動かして、アリメルドと周人の姿を交こう互ごに捉とらえる。二人は正反対の方向に浮うき、彰彦達を挟はさみ込んでいた。容易には抜け出せそうにない。

　これ以上時間を浪ろう費ひすれば、後続の兵士達も追いついてきて、逃とう亡ぼうはますます難しくなる。となれば──

　彰彦は覚かく悟ごを決めた。

「ライセ」小声で語りかける。「俺が二人を食い止める。君だけで逃げるんだ」

「ええっ──」

　大きな声を上げかけるライセ。彰彦が唇くちびるに指を押し当てるのを見て、慌あわてて口を塞ふさぐ。

「そんなわけにはいかないですよ──」

　小さな声で反論するが、彰彦は有う無むを言わせぬ険しい視線を返す。

「俺のことは、あとで助けに来てくれ。ここで二人とも捕つかまってしまったら、元も子もない」

「それはそうですけど……」

　なおもためらうライセを、

「行け！」

　彰彦は思いきり突つき飛ばした。

「はうあッ!?」

　唐とう突とつな動きに、ライセは手もなくはじき飛ばされた。

「逃がすか！」

　周人が反応、ライセ目がけてソールドを飛ばす。

　本能的にライセはソールドを割り込ませ、周人のソールドから身を守った。が、近すぎた。ソールド同士の衝しよう突とつの衝しよう撃げきがライセまで伝わって、玉たま突つきの要領で押し出された。数すう瞬しゆん、制せい御ぎよ不能になる。

「ハイそこ！」

　その瞬間を、アリメルドは的確に狙ねらってきた。ソールドを二枚とも、ライセ目がけて叩たたき落とす。

　完全な衝突コースだった。己おのれの数秒後の運命を悟さとりながら、ライセには為なす術すべもなく──

「させるかよ！」

　寸前。

　彰彦の二枚のソールドが、アリメルドの二枚のソールドをそれぞれ弾はじいた。

「…………!!」

　助かった、と思うと同時に、ライセは悟った──今の彰彦は丸まる腰ごしだ、と。

　ライセの目に、はるか上方での光景が映し出された。裸はだかになった彰彦に、周人のソールドが激げき突とつする光景が。

　車にはねられたかのように、豪ごう快かいにはじき飛ばされた。

　しかし──はね飛ばされながら、彰彦はほんの一いつ瞬しゆん、視線でライセを捉えた。

　さっさと行け──彰彦の目は、はっきりとそう物語っていた。

「…………くッ！」

　ライセは身を翻ひるがえした。彰彦に背を向けて、墜おちる。

「なに！　彰彦を見捨てる気か!?」

　意表をつかれ、周人は叫さけぶ。アリメルドも驚おどろきを隠かくしきれず、目を見開く。

　その声を背に受けながら、ライセは墜ちる。

「……必ず、助けに戻もどって来ます……！」

　今のライセには、そう言うことしかできなかった。屈くつ辱じよく、後こう悔かいの念、後ろ髪がみを引かれる思いに苛さいなまれながら、イセス・メリアの夜の闇やみの中へと墜ちていく。消えていく。

























　鳥でもなければ、飛行機でもない。

　人だった。

　どこまでも青い空を背景にして、一人の人物が自由落下していた。

「なに……!?」

　頭上の黒い影かげが人であると気づいた途と端たん、八やつ浦うら要かなめは目を剝むく。

　黒い影はみるみる巨きよ大だい化していって──要は悟った。

（俺が下した敷じきにされる！）

　本能的に飛びすさろうとして、足が止まる。ここで飛び退のいたら、落ちてくる人は地面に激突するんじゃないのか？　無傷では済まないだろう。しかし要がクッションになったら、要が無傷じゃ済まない。ビルから飛び降りた人を地上で受け止めて亡なくなった人の話を聞いたことがあるような──

　一瞬の逡しゆん巡じゆんが、手て遅おくれとなった。

「────ぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああ」

　落ちてくる者の悲鳴は、加速度的に大きくなり──

　迷っている間に、要は下敷きになった。

　ドカン、と凄すさまじい音が轟とどろいて、浮うき島しま全体が揺ゆれた。

「モゲアッ」

　意図せず、要は車に轢ひかれるカエルのような声を漏もらした。目の前に星が飛び散る。全身を貫つらぬく衝しよう突とつの衝しよう撃げきに悶もん絶ぜつし、ほんの数瞬しゆん意識を失った。

「うぬおおおお……」

　うめき声を漏らしながら、とにかく体を起こさなきゃ、という一心で、要は自分の身体からだにのしかかる人物を押しのけようとして──

　むにゅり。

　イセス・メリアに来て以来たびたび感じたことのある手て触ざわりを、要は得た。

「これは……！」

　はっと気づいて、頭をもたげる。

　のしかかっていたのは──少女だった。

　黒く長い髪かみを伸のばし、ツインテールにしている眼鏡っ娘こだ。ツインテールといってもテールの部分はごく細く、尻尾しつぽというよりは真横に伸びた虫の触しよつ角かくを思わせる。

　そして、要の手はいまだに、少女の大きな胸をわしづかみにしたままだった。

「うわ！　すまねー！」

　気づいた瞬間に要は手を離はなし、謝った──が、その言葉は少女の耳に届いていなかった。

　落下の衝撃で気を失ったのだろう、少女はぐったりしていた。呼吸はしているので、おそらく死んではいない。ぱっと見る限り、大きな怪け我がもない。

「……なんだよ、謝り損か……あぐあ！」

　一いつ旦たん少女を寝ねかせようとして、要は悲鳴を上げた。身体を起こそうとした途端、肋ろつ骨こつのあたりと背中のあたりで同時に激痛が走ったのだ。

「くおおお……」

　唸うなりながら、どうにか少女を横たわらせ、その後自分の患かん部ぶを手で押さえる。骨折まではいっていないだろうが、ものすごく痛む。

「……要！」

　自分を呼ぶ声に、要は恐る恐る頭こうべをめぐらせて後方を見やる。浮島の中央に建つ隠かくれ家の出入口から、アッシュが姿を見せていた。

　アシュラータ・アムルー──この浮島、そして隠れ家の主は、要を見つけると、すぐさま駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　何があったの？　ものすごい音がしたんだけど……」

　と言いながら、アッシュの視線は見知らぬ少女の姿に引き寄せられる。

「空からこいつが降ってきた」要はやっとの事で言った。「そして、俺を下敷きにした」

「落ちてきた？　怪我してないの」

　アッシュは要を押しのけて、見知らぬ少女のそばに寄り、具合を見やる。

「……俺のことも少しは心配してほしいんですがね」

「喋しやべれる程度には元気なんでしょ」

　要の言葉をぴしゃりと叩たたき落として、見知らぬ少女を観察する。

「怪我はなさそうね。……この顔つきといい服装といい、異邦人オーバージーに見えるわよね」

「それは、俺も同感」

　異邦人──日本という異世界からやってきた人間、という意味である。イセス・メリアへの異邦人流入はかなり昔から続いており、混血もそれなりに進んでいるが、やはり両者の顔つき、風ふう貌ぼうには、ぱっと見でわかるくらいの差さ違いがある。

「それに、これは──」

　アッシュは手を伸ばして──むにゅり、と何のためらいもなく少女の胸をもんだ。

「かなり大きいわね。文字通りのオーバーＧってところかしら」

「それは見りゃわかるだろ」

　あきれ顔で要がツッコミを入れたちょうどその時、

「二人とも！　空を見ろ！」

　同居人、芝しば草くさ十じゆう蔵ぞうの鋭するどい声が、隠れ家二階の窓から飛んできた。

　咄とつ嗟さに二人は頭上を見上げ──はるか上空に、三つの人ひと影かげを見み出いだした。

「王国兵のようだぞ！」

　叫さけびながら、十蔵は手にしていた双そう眼がん鏡きようを放ほうり投げる。

　要は空中で双眼鏡をキャッチ、すぐさま目に当てて空を見上げた。双眼鏡の丸い枠わくの中に人影を捉とらえて、

「……たしかに、王国兵の制服を着てるな」

　と呟つぶやく。詰つめ襟えりが特とく徴ちよう的な、飾かざり気のない制服である。

「王国兵──というか、あれはきっとガウルバッフの兵ね。でも、連中、こんなところまで入り込んできているって言うの」

　軽い驚おどろきを、アッシュは言葉に込める。

　三人の兵士は、それぞれ二枚のソールドを伴ともないながら、宙に浮ういている。どちらに向かうべきか迷っているようだ。まるで何かを捜さがしているみたいな──

　とまで思し索さくを進めた瞬間、要ははっと気づく。

「……連中、ひょっとして、この子を捜しているんじゃないのか」

　横たわっている少女に視線を落とす。よく見れば髪も顔もひどく汚よごれ、服は裂さけている。あたかも、誰だれかにさんざん追いかけられ、あちこちをさまよい歩いたなれの果て、という風ふう体ていだ。

「ありそうな話ね」

　アッシュは要の手から双眼鏡を受け取り、空を見上げる。

「どうする」要はアッシュに問うた。「あいつらを追い払はらうか」

「……いいえ」

　双眼鏡を目元から外して、アッシュは首を振ふった。

「面めん倒どうごとは避さけるに限る。ただでさえ遅おくれているのよ──ブレーベンブルクに行かなきゃならないのに」

「遅れているのは、アッシュが買い物したさにあちこち寄り道したせいだろうが。……とはいえ、面倒を避けるのは賛成だ」

　要は横たわる少女の脇わきの下に腕うでを回して、上半身を起こしてやった。

　アッシュは隠れ家の壁かべに立てかけていたソールドを引導術で摑つかみ、引き寄せて、地面に寝かせる。

　そのソールドの上に要は少女を引き上げ、寝かせてやった。

「監かん視し、よろしくね」

　アッシュは双眼鏡を要の手に戻もどした後、ソールドを担たん架か代わりとして、少女を家の中へと連れていく。

「任された」

　要は隠かくれ家を囲う林の中まで戻り、幹の陰かげに隠れて腰こしを下ろした。わずかに上半身だけを出して、空の兵士達をじっと見つめる。

　今、要達がいる空域には、他ほかにも大小様々な島が浮き、それぞれバラバラの方向に流れている。もし彼らに、なんとしてでもあの少女を捜し出すという決意があるのなら、しらみつぶしに全すべての島を巡めぐり始めるだろう。そうなれば、戦いは避けて通れないが──

　どうやら、島のあまりの多さにサジを投げたようだ。兵士達は長いこと所在なげに浮き続け、相談を繰くり返した後──飛び去っていった。

「……ふう。やる気のないことで」

　要は息をついた。正直なところ、身体からだをあちこち痛めている状態で、空戦はやりたくない。兵士達のやる気のなさに感謝しつつ、隠れ家へと戻る。







「大した怪け我がはないみたいだね」

　寝ね息いきを立てている少女のベッド脇で、メティスは言った。

「かなり汚れてたから、全身を拭ふいて着き替がえさせてやったんだ。ちょっとした擦すり傷きずはたくさんみつかったけど、まあ大おお怪け我がにはほど遠いね」

「それはそれは」要は言った。「メイドらしい仕事をしているじゃねーか、メティス」

　メティスは、この家に雇やとわれておりながら、炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じ等々の家事をすべて主人であるアッシュに任せるという型破りなメイドだった。

「あたしだって、やる気を出せばこのくらいできるのよ？　それに、おっぱいの大きい女の子を脱ぬがすのは大好きだしね」

　フヒヒ、とよだれを拭ぬぐう真似まねをする。

「変態か」

　眉まゆをひそめながら、要は少女の寝ね顔がおをのぞき込んだ。

　数ヶ月前には、要自身が寝かされていたベッドである。以前は自分もこんな具合に、幸せそうな顔で眠ねむっていたんだろうなあ、と感かん慨がいに浸ひたる。

「この子、たった今、異世界から墜おちてきたのかな？」

　メティスの問いに、要はわずかに考え込んだ。

　イセス・メリアでは、一ヶ月から二ヶ月くらいに一度、空のどこかに異世界とつながる穴が空く。召しよう喚かん点と呼ばれるものだ。その入口は地球、しかも日本国内のどこかに発生して、たまたまその場に居合わせた人間を容よう赦しやなく飲み込み、イセス・メリアへと吐はき出す。一方通行で、イセス・メリアから日本へと帰き還かんするルートは存在しないとされている。

　要も、召喚点から吐き出され、無む理り矢や理りイセス・メリアに連れてこられた口だ。

「たった今、じゃないだろう」要は答えた。「たった今墜ちてきたにしては、服がボロボロすぎやしねーか。脱がせた服はあるか？」

「匂においを嗅かぎたいの？　そっちこそ変態だね」

　にやにや笑いながら、メティスは少女の衣服を籐とう籠かごごと持ち上げた。

「結構ボロボロよね」

　籐籠を、アッシュが横からさらった。

「少なくとも、日本に住む平均的な人間は、そんなボロボロの服を好んで着ることはねー。こんな格好で外を出歩いたら、間ま違ちがいなく警察に保護される」

「そのようね。それにこの下着……」

　衣服の中を探さぐり、アッシュはブラジャーを取り出した。

「この下着の素材、イセス・メリアのものよ。イセス・メリアのブラをつけているということは、彼女は少なからぬ時間をイセス・メリアで過ごしているということになる」

「なるほど。完かん璧ぺきな論証だね」

　と納なつ得とくした後、メティスは別の疑問を投げかける。

「じゃあ、なんでこの子はこんなボロボロになってるの？　王国兵に追いかけられてたって話だよね？」

「それは、この子に聞いてみるしかないわね」

　アッシュはちらりと少女の寝顔を見やった。規則的な寝息を立てており、しばらく起きそうにない。

「まあ、待つしかないよな……」

　要がそう言った時、部屋のドアが二度ノックされた。

「アッシュ」扉とびらの向こうから、十蔵の声がした。「もうブレーベンブルク上空だぞ」

「あら、もう目的地？」アッシュは目をぱちくりさせた。「行かなくちゃ。メティス、この子のことは任せたわよ」

「了りよう解かい」

　メティスは笑いながら敬礼した。

「例によって、街のはるか上空にこの島を浮うかせてるのかよ」要は頭を搔かいた。「できれば、もう少し街の近くまで島をつけていただきたいもんですがね」

「近くまでつけたら、他の島とぶつかるし、面めん倒どうなのよ」

　アッシュは要の腕うでを取り、強ごう引いんに引っ張った。

「さっさと行くわよ。遅ち刻こくしているのを忘れないように」

「はいはい」

　適当に返事して、要は腕を引かれるがままになる。







「やあやあ、アッシュ君。久しぶりだね」

　約一時間後、要とアッシュは、ブレーベンブルク大公国公宮内の一室で、一人の青年の出で迎むかえを受けていた。

「はいはい。久しぶり久しぶり」

　アッシュの返事は、極きわめて適当だった。要を見て、青年を手で示し、

「この人はコーメイ・ジューガリアン・デス・ライノドロワ。自じ称しよう軍師殿どのよ」

「軍師！」

　なるほど、手に持っている白い羽う扇せんはそういう意味なのか、と要は内心で納得した。ただし、見た目上で軍師らしいのはその羽扇のみだ。黒いズボンに白いシャツという地味な出いで立ちで、髪かみは銀ぎん髪ぱつ、背は男性の割には低い。目鼻立ちが整っていることもあって、遠目には女の子と勘かん違ちがいしてしまいそうだ。

「よろしく。君の噂うわさは聞いてるよ」

　白くほっそりとした手を、コーメイは差し出した。

「こりゃどうも」要はその手を握にぎり返す。「コーメイって名前は……あのコーメイ？」

「母親が異邦人オーバージーでね。異世界の偉い大だいなる軍師に匹ひつ敵てきするような頭脳の持ち主になるように、という願いをこめてつけてもらった名前さ」

「なるほど……」

　イセス・メリアの人間が中国風──正確には、中国名の日本語読みだが──の名を名乗っているというのは、なにやら妙みような具合だ。

「この人も私達と同じ、シュマルカルデン大公直属のエージェントよ。ただし、大公が発行している白紙委任状を持っているから、立場的には私達より上ね」

　アッシュが説明すると、コーメイは羽扇を握る手を突つき出した。その人差し指に、一個リングがはめられている。リングの上面は、印章になっているようだ。

「これが、委任状を持つエージェントたる証あかし、カルトブランシュリングさ。とはいえ、あまり気にしなくていいよ。僕のことは呼び捨てで結構」

「ふうん。具体的に、俺達とは何が違ちがうんだ」

「僕達は主に、作戦立案及および命令の施行を行うんだ。そのための権限を、大公と同盟会議から与あたえられている。で、実地で作戦を実行するのが君達ということさ。僕が頭脳、君達が手足と考えればいい。頭脳も手足も、両方なくてはならないものだからね」

「そうなのか。……で」

　要は、いまだに握られたままの手をじっと見つめた。

「いつになったら手を離はなしてくれるんだ」

　腕ごと上下に激しく動かし、振ふり切ろうと試みる。が、コーメイの握あく力りよくは見た目に反して強力で、まるで離れる気配がない。

「フッフッフ。いい体をしているね……」

　夢見るような、うっとりとした視線を、コーメイは要に向けた。

　途と端たん、要は戦せん慄りつし、全身を震ふるわせた。この妙に熱い視線といい、もしかして──

「やめなさい、コーメイ！」

　アッシュが割り込んできて、二人の手を無む理り矢や理り引きはがした。大きく踏ふみ込み、要を守るように立ち塞ふさがる。

「おっと」コーメイは羽扇で口元を隠かくした。「いやだね、アッシュ。スキンシップを図はかろうとしただけなのに」

「気を付けなさい、要」

　首を回して、アッシュは要を見た。

「コーメイは、男の尻しりにしか興味を持たない人間よ」

「なんだと」

　要は驚おどろきの声を上げる──が、納なつ得とくもした。コーメイのなよっとした立ち振ふる舞まい、あまり男らしいとは言い難がたい。

「一体何が悪いと言うんだい。僕にだって人を愛する権利があるはずだよ。ただ、同性にしか興味を覚えないというだけで──」

　語りながら、コーメイはふらりと近づき、アッシュを回かい避ひして要に接近しようとする。

　アッシュは──

「ふんッ」

　胸むな元もとに手を掛かけて、自分の胸を誇こ示じするようなポーズを取った。途端、

「ギャアァァァァ──ッ！」

　絶ぜつ叫きようして、コーメイは引き下がった。

「その醜みにくい二つの固まりを僕に見せるなァァ──ッ!!」

　まるで太陽光を恐おそれる吸きゆう血けつ鬼きのように、自分の顔を手で覆おおう。

「ふッ」

　してやったりという笑えみを浮うかべ、アッシュは胸元を元に戻もどした。

「要、覚えておきなさい。この男はおっぱいが弱点よ」

「なかなか徹てつ底ていした男好きだな……」

　あきれ顔で、要はアッシュとコーメイを見やった。

「イセス・メリアでは少なくないわ。引導士ハイダイバーを育てるにあたって、子供の頃ころから徹底的に女性嫌ぎらいにするというやり方がある」

「意味がわからん。どういうこった」

　アッシュは要の鼻先に指を突きつけた。

「もし空戦の最中、敵の女引導士が突とつ然ぜんおっぱいをさらけ出したとして、見ずにいられる？」

　真しん剣けんな表情で問いかけられて、要も真剣に答えざるを得なかった。

「そりゃあ……思わず見てしまうな」

「そう。目を奪うばわれるその一いつ瞬しゆん、隙すきが生まれる。優すぐれた引導士からしたら、ケリをつけるには一瞬の隙さえあれば十分」

「そういうことかよ。その種の精神攻こう撃げきを無効にするために、子供の頃からそう育てるってわけか。ロジックは理解した。心情的にはとても理解できねーが」

　以前アッシュが「男性引導士の中には、去勢している人間もいる」などと言っていたことを、要は思い出した。

「ふざけるのはこのくらいにして──」

　アッシュは室内のテーブルに歩み寄り、着席した。

「本題に入ってくれないかしら、コーメイ」

「僕は一いつ切さいふざけているつもりはないんだけどね」

　恐る恐るコーメイは近づいてきて、アッシュの斜ななめ前方の席に着いた。

「ま、ともかく、実務に入ろうか。君達に頼たのみたいのは、ここのところブレーベンブルクを苦しめている異邦人オーバージー達の始末でね」

「異邦人だと」

　要が眉まゆを吊つり上げる。

「ああ。それも三人組さ。最近現れた連中なんだけど、これがなかなか厄やつ介かいでね。そこで、君達に出馬を願ったというわけさ。とりあえず、状じよう況きようを説明しよう──」




　イセス・メリア。引導術と呼ばれる魔ま法ほうのような技術でもって空を飛ぶ人々が、空に浮く島を生活の場として日々の営みを続けている世界だ。

　イセス・メリアを支配するのは、唯ゆい一いつ存在する主権国家ベタイゴイツェ王国である──建前上は。王国の力は過日とは比べるべくもないほどに衰すい退たいし、その代わりに無数の大公国が台頭している。彼らは王国から大公として封ふうじられた身分であるにもかかわらず、独自に力を蓄たくわえて、事実上の主権国家としてふるまっている。喩たとえるならば日本の戦国時代のような、乱世のまっただなかだ。

　だが、一度徹底的にバラバラになってしまったら、後は逆に統一化の力が働くというのが歴史の必然である。近年、各大公国はお互たがい手を組むことによって、版図の巨きよ大だい化を図りつつある。

　中でも近年勃ぼつ興こうめざましいのは、シュマルカルデン同盟と呼ばれる一団だ。シュマルカルデン大公国が盟主となり、近きん隣りんの大公国との大同盟を実現しつつある。

　その同盟の柱、最も重要な理念は、「反メドラニカ」である。イセス・メリアに横おう溢いつするメドラニカ思想、女性の価値を胸のサイズで決めるという社会的風習を拒きよ絶ぜつし、万ばん人にん平等を目指すという理念だ。

　胸のサイズが引導士としての適性のあるなしを決定するということもあって、イセス・メリアにおける貧乳女性への差別は苛か烈れつ極きわまりない。家か畜ちく以下の存在として扱あつかわれ、少しでも貴人──巨きよ乳にゆう女性達の機き嫌げんを損そこねれば、虫ケラのように殺される。イセス・メリアに人権などという先進的な考え方はほぼ存在しないのである。

　シュマルカルデン同盟に集つどうのは、このメドラニカ思想にノーを突つきつける国々である。彼らは理想を高く掲かかげて、貧乳を受け入れ保護するという事業を行っている。その話を聞きつけて同盟諸国に転がり込んでくる人々は多く、各国とも流入人口は増加の一いつ途とを辿たどっている。

「なかでも、ここブレーベンブルク大公国は、かなりの勢いで人が増えている。なにしろ、最前線だからね。いわば同盟への入口かな」

　コーメイはそう付け加えた。

　一方で、メドラニカ思想をイセス・メリアの原理原則と信じている人々は、ベタイゴイツェ王国こそ仰あおぐべき主だと考え、王旗のもとに集っている。

　久しく国力を損なう一方だったベタイゴイツェ王国だが、数年前に成人した王太女ヘイルメリー・ヴァンドーム・デス・ベタイゴイツェが摂せつ政しようとして政治に携たずさわって以来、昔せき日じつの勢力をゆっくりとではあるが取り戻しつつある。なんだかんだでベタイゴイツェという名の威い光こうはいまだに強く、一時は独立勢力として振ふる舞まっていた諸大公国も、復権の気配を感じ取るや王国に尻尾しつぽを振り、麾き下かに戻もどっている。雪だるま式にその力は蘇よみがえりつつあった。

「メドラニカという対立軸じくが存在するが故に、王国と同盟の衝しよう突とつは遠くない未来にやってくるだろう、と誰だれもが考えている」コーメイは言う。「僕もそれは避さけられないだろうと思っているよ。というか、衝突は既すでに始まっていると言ってもいいかもしれない」

「始まっている、というか、ブレーベンブルクは既に攻撃を受けていると聞いているぜ」

　要の言葉に、コーメイは頷うなずいた。

「そうなんだ。今、ブレーベンブルクは、ガウルバッフ大公国から攻撃を受けている。もっとも、ブレーベンブルクとガウルバッフは昔から仲が悪くて、これまでもたびたび小こ競ぜり合いをやってるんだけどね。ただ、いまやブレーベンブルクはシュマルカルデン同盟の一員で、一方のガウルバッフも王国麾下の有力大公国だ。この小競り合いが、王国と同盟、双そう方ほうの本格的な軍事介かい入にゆうを招く呼び水になるという可能性は、低いとは言えない」

「今、全面戦争になるのは避けたいってことだな」

「その通りさ。勝利を収めうる確信がない以上、戦いを仕し掛かけることはできない。さっすが要君、道理というものがわかっているね」

　コーメイに褒ほめられて、しかし要はあまり喜べなかった。

「なんか、下心を感じるのは俺だけか」

「下心だなんて、いやだなあ。僕は素す直なおに君の頭の良さに賛辞を示しているというのに」

　要はアッシュの肩かたを摑つかみ、その背に隠かくれた。

「いざという時はもう一回、おっぱいフラッシュを頼たのむぜ」

「なによ、その下品な技名は……」

　首をねじって、アッシュは要を睨にらんだ。

「あの胸を誇こ示じするポーズ自体、十分下品じゃねーか」

「私が好きで下品なポーズを取っていると思っているの？」

「俺はあの下品なポーズ気に入ったけど」

　一いつ瞬しゆんアッシュは言葉に詰つまり、顔を赤らめ──要の顔面にアイアンクローをかました。

「ギャアァーッ!!」

「いきなり何言い出すの！」

　ギリギリギリ、と手に渾こん身しんの力を込めて、アッシュは要を締しめ上げる。

「……そろそろ、続き、いいかな？」

　ただ一人、コーメイは冷静に呟つぶやいた。

「構わない」アッシュは言った。「顔を締め上げたところで、聴ちよう覚かくに影えい響きようは出ないはず」

「集中力に影響が出るだろうが！」

　アッシュの手を振り払はらい、要はどうにかアイアンクローから逃のがれ出た。顔面を両手で覆おおい、痛みに耐たえる。

「その必死な表情もなかなかセクシーだねえ」

　コーメイはにやりと笑う。要は敢あえて反論しなかった。反論すれば、更さらなる反応を呼び込むことになる。

「ともかく、さっき言った理由により──」コーメイは話を戻す。「僕としては、できるだけ速すみやかにこの戦いを終わらせて、和平に持ち込みたいんだ。これはブレーベンブルク大公閣下の意志でもある。とはいえ、ガウルバッフの方はやる気満々、ブレーベンブルクを完全に蹂じゆう躙りんするまで戦いをやめる気はなさそうでね」

「一つ聞きたいことがあるのだけど──」

　アッシュが小さく手を挙げる。

「聞きたいことはおおよそ想像がつく」コーメイは扇おうぎで口元を隠した。「現在ガウルバッフの指揮をとっているのは、君の将来のお義兄にいさんだよ」

「将来のおにいさんだと？」

　要はアッシュを見やる。

「つい最近大公位を継ついだガウルバッフ大公、アバン・クロムリーズ・デス・ガウルバッフは、私の姉ヘイルメリーの婚こん約やく者なのよ」

　アッシュ──本名アシュラータ・ヴァンドーム・デス・ベタイゴイツェ、王国を出しゆつ奔ぽんしたお姫ひめ様は、そう言って口元を歪ゆがめた。

「摂せつ政しようヘイルメリーと言えば、現在におけるベタイゴイツェ王国の実質的指導者だ。現王はまつりごとに関かかわるのを完全放ほう棄きしているからね」

　コーメイの言葉に、アッシュは小さく息をつく。

「アバンは、ブレーベンブルクを婿むこ入いり道具代わりにでもするつもりなのかしら」

「そのように思えるね、この勢いは。特に最近、三人の異邦人オーバージーがブレーベンブルク攻こう撃げきに現れるようになってからは、非常に著いちじるしい」

「俺達の仕事は、その三人の異邦人とやらの抑おさえなんだな」

　要が言うと、コーメイは頷いた。

「その通り。残念なことに、ブレーベンブルク兵はこの三人にいいようにやられている。結構な被ひ害がいが出ているんだ」

「聞きたいことがあるのだけど──」

　またもアッシュが挙手する。

「聞きたいことはおおよそ想像がつく」

　またもやコーメイは扇で口元を隠した。

「三人の他ほかに、白いスーツにマント着用という男性の姿も確かく認にんされているよ」

「……アリメルドか」

　アッシュの仇きゆう敵てきの名を、要は呟いた。新しん郎ろう用のスーツにマントなどという奇き矯きような姿で空を墜おちる輩やからなんて、アリメルド以外にはありえない。

「だが、ちょっと待てよ」ふと気づいて、要は疑問を口にした。「たしかアリメルドは、昔に王国と手を切ったんじゃなかったのか」

　アリメルド──本名有あり銘め輝てる人と、イセス・メリア風の名を名乗ってはいるが、れっきとした異邦人、日本人である。イセス・メリアにおける召しよう喚かん点は五つの月と太陽、そして惑わく星せいメリアの引力の相そう互ご作用によって発生するという点に着目し、日本にて専せん攻こうしていた天体物理学、天体力学の知識を駆く使しして召喚点の発生場所を算出、墜ちてくる異邦人をいち早く保護しては一人前の引導士ハイダイバーに仕立て、各勢力に高く売るという商売をしている人物だ。

　召喚点をくぐり抜ぬけてやってきた異邦人は、そのことごとくが引導術に対するきわめて高い素養を持つ。しかるべき訓練を受ければ、一いつ騎き当とう千せんと呼ぶに値あたいする能力を発揮できるのだ。それゆえに異邦人は引く手あまたであり、その異邦人を束ねるアリメルドは各方面からＶＩＰとして扱あつかわれる。

　実際、かつてアリメルドがベタイゴイツェ王国に雇やとわれていた頃ころは、王宮への自由な出入りも許されていたという。王族の人々──特に王の娘むすめ、三姉妹とは親しいつきあいがあったとか。だがそれも、契けい約やく問題で話がこじれるまでのことだった。報ほう酬しゆう面で折り合いのつかなくなったアリメルドは王国との契約を終しゆう了りようし、他の雇い主を探すため王宮を出て行こうとした。が、それに異を唱えたのがベタイゴイツェ王おう妃ひだった。アリメルドのような人物を野に放てば、いずれ将来害となる──そう信じて、王妃自らアリメルドを「処分」しようとしたのである。だが、引導士としての実力はアリメルドの方が一枚上手、逆にアリメルドが王妃を返り討うちにした。

　そしてその時、王妃の末の娘、アンリエットが戦いに巻き込まれ、殺された。この仕打ちをアッシュは許すことができず、王国を出奔し──今も仇かたきを追い求めている。

「姉は──」アッシュは言った。「ヘイルメリーは、アリメルドのことを高く評価していた。母親のことも、自分が実権を握にぎるいいきっかけになったくらいにしか思ってないんじゃないの」

　その口調は冷たく、そして裏り面めんにふつふつとたぎる怒いかりのマグマの気配を感じさせる。言いたいことは他にも色々あるが、場ば違ちがいなので仕方なく黙だまっているという風。

「そりゃ、アリメルドは王妃殺しの大罪人だから、表だって手を握ることはできないわ。だから、間接的に手を回しているんでしょうよ。なんだかんだ言って、アリメルドを敵に回すことほど厄やつ介かいなことはない」

「なるほどな。ま、逆に言えば、アリメルドを捕つかまえるチャンスが再来ってことかね」

「チャンスがあるかどうかは怪あやしいね」とコーメイ。「彼は例によってバックアップに回っているようで、前線に出てくることはない。というか、まずは前線に出てくる三人組をどうにかしてほしいのさ」

「承知したわ」アッシュは肩かたをすくめた。「その三人を叩たたけば、アリメルドを引きずり出すことができる、と私は信じる」

「そうそう。三人を叩けば、ガウルバッフの勢いも殺そがれる。交こう渉しようの目も出てくるはずさ」

「理解した」要は腕うで組ぐみする。「で、そいつらはどういう連中なんだ？　外見の情報なんかがあると助かるんだが」

「教えてあげよう」

　手元に置いていた紙し片へんを、コーメイはアッシュに差し出した。アッシュはそれを手にとって眼前にかざし、要がのぞき込む。そこには、目もく撃げき情報をもとにした三名の異邦人の特とく徴ちようが箇か条じよう書がきにされていた。

「三人の内二人は男性だ」コーメイは解説する。「一番厄介なのはこの二人だな。まるで撃げき墜つい数競争をしているかのような勢いで、バタバタとブレーベンブルク兵を落としていく。かなりの使い手だよ」

「体型は二人ともやせ気味、やや背が高い……」要は羅ら列れつされている情報を読み上げる。「髪かみの色は黒、長さはごく普ふ通つう。他に特筆すべき特徴はなし……って、まるでなにもわからねーのと一いつ緒しよじゃねーか！」

「それ以上に言いようがないから、仕方がないだろう」コーメイは両手を広げた。「肌はだの荒あれ具合やらホクロの位置やらが視し認にんできるほどに接近するなんて、不可能なんだから。遠目でもすぐわかるような外見的特徴を持つ男なんて、そうはいないよ。異邦人オーバージーはことごとく髪の色も黒いし」

「そりゃそうだがよ……」

「もう一人の女の子は、わかりやすいんじゃないかな。彼女は守備的プレーヤーで、自ら敵を打つことはせず、もっぱら男二人を守ることにソールドを使っているようだ」

「ほお……」

　一番下に書き連ねられている、少女の特徴を要は黙もく読どくする。

　身長はやや小こ柄がら。しかし胸のサイズは大きめ、イセス・メリア人ならばカテゴリＧと判定されるであろう巨きよ乳にゆう。眼鏡をかけており、黒髪を長く伸のばしている。細いツインテールという髪かみ型がたで出しゆつ撃げきしている姿をたびたび目撃されている──

「ねえ、要」アッシュが言った。「この特徴にあてはまる子を、つい先さき程ほど見かけたような気がするんだけど──」

「奇き遇ぐうだな」要が応じる。「俺もそのことを言おうと思った」

「なんだって」コーメイは驚おどろいた。「もうその異邦人と接せつ触しよくしたっていうのかい？　どこで？」

「私の隠かくれ家で」

　と答えて、数すう瞬しゆん考え込んだ後──ガタン、とアッシュは音を立てて椅い子すを蹴け立たてた。

「今すぐ戻もどらなきゃ！」

「メティスと十蔵さんが危ねー！」

　要も血相を変え、アッシュとともに会議室から飛び出していく。

　嵐あらしのように二人は去り──あとには、ぽかんと口を開いたコーメイただ一人が残された。







　ブレーベンブルクの上空百数十メートルの地点に、アッシュの隠れ家の島は浮うき続けていた。

「あの子がまだ眠ねむったままならいいんだがな……！」

　すぐさま家へと飛び込む勢いで墜おちる要だったが、

「待ちなさい！」

　腕うでを捕まえて、アッシュは要を制する。

「ここは慎しん重ちようにいきましょう。騒そう々ぞうしく突つっ込むと、気づかれる恐おそれがある」

「そ……それもそうだな」

　納なつ得とくして要は減速、ゆっくりと隠れ家に近づく。

　見たところ、隠れ家に異状はなかった。島全体を覆おおう林の中にひっそりと隠れたきり、窓も割られていなければ、扉とびらが壊こわされてもいない。

「裏口に回りましょう」

　小声で、アッシュは横手を指さす。それに従い、要は島を回り込んで家の裏手に静かに着地、姿勢を低くして外がい壁へきに張り付く。

「…………」

　できるだけゆっくり身体からだを持ち上げ、窓から中をのぞき込む。窓の向こうは台所とダイニングだが──

　いた。

　眠っていたはずの少女が、ダイニングテーブルについて、ものすごい勢いでパンをかっ食らっていた。

「さ、どんどん食べてね。おなか空すいてたんでしょ？」

　そのすぐそばで、メティスが少女に声を掛かけていた。更さらに向こう側では、十蔵もパンを食べている。

「最悪の事態は避さけられたみたいだぜ」

　要はアッシュに言った。一見したところ、ダイニングは平和な雰ふん囲い気きに包まれている。

「目もく撃げき情報に一いつ致ちしているわね、あの見た目……」

　改めてアッシュは少女の姿を観察する。おそらくメティスが着き替がえを提供したのだろう、少女はアッシュの服を着ていた。

「どういうつもりだかわからないけれど、敵は油断している」アッシュは語る。「突とつ撃げきして、有う無むを言わせず制圧するわよ」

「わかった」要は頷うなずいた。「じゃあ俺が先せん陣じんを切るぜ──」

「いいえ」アッシュは要の肩かたを押さえた。「ここは私が行く。自分の家を守るのは家主の義務よ──」

　要に反論するいとまもあたえず、アッシュはふわりと浮いて、裏口の扉目がけて、墜ちた。扉をドロップキックで蹴けり開けて突とつ入にゆうする──

「おい待て」要はあることを思い出した。「その扉は内から外に開く奴やつじゃ──」

　その時には既すでに遅おそく──盛大な激げき突とつ音が上がり、アッシュは扉に跳はね返された。

「ふごわッ」

　想定外の衝しよう撃げきに貫つらぬかれ、身体を地面に叩たたきつける。アッシュは間の抜ぬけた声を上げた。

　凄すさまじい音は、当然室内の三人の注意を惹ひいた。びくりと振ふり向いた後、メティスが代表して裏口の扉を開ける。

　そして、そこに横たわっているアッシュを発見した。

「……何やってんの？」

　アッシュはその問いに答えず、突っ伏ぷしたままでいた。なにやら身を震ふるわせている。

「大だい丈じよう夫ぶか──」

　心配になって、要はアッシュの顔をのぞき込む。が──アッシュはぷいっとあさっての方向を向いた。恥はずかしさのあまり、真っ赤に染まった顔を隠したのだ。

「あー……」

　少々知ち恵えを巡めぐらせて、要はメティスに言った。

「島に着地しようとして、ちょいと目算が狂くるったみたいだ」

　それからアッシュの肩に手を回し、助け起こす。

「なんともないよな？」

「え、ええ……別に……」

　さすがに、永遠に顔を伏ふせたままではいられないと悟さとり、アッシュは身を起こした。メティスとは目を合わせぬまま、どうにか二本の足で直立する。

「ふーん。珍めずらしいね、アッシュにしては」

　特に何の感情も表さず、メティスは呟つぶやいた。要の言い繕つくろいを信じたらしい。それを受けて、アッシュも少し落ち着く。

　あとでアッシュと二人きりになった時、大いに笑ってやろう──と心の中で誓ちかいつつ、要は裏口をくぐって室内に乗り込む。

「それより、大事な用事があって戻もどってきたんだ。さっき拾った女の子だけど──」

「ああ」メティスは気軽に応じた。「おなかが減ってたみたいだから、食事を与あたえてる」

　十蔵さんを人ひと質じちに取られてたりしていないだろうな、とダイニングに飛び込むと──

「……ふえ？」

　パンを口にくわえたまま、少女は要を見返していた。

　まるで緊きん張ちよう感かんのない態度に、要は拍ひよう子し抜ぬけした。ひょっとしてこれは単なる他人の空似というやつではないのか、と訝いぶかししむ。
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「この子、十日とおか町まちライセと言うそうだ」

　パンを嚙かみながら、十蔵が紹しよう介かいした。

「あ、えーと！」

　慌あわてて少女──ライセは立ち上がり、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「十日町ライセと言います！　このたびは私を拾って頂いてありがとうございました」

　礼を言ったが、口の中にまだパンが入っているのでその発音ははっきりしない。

「あー、いやー、……そりゃどうも」

　応じて、要も頭を下げた。

「いやあ、ホント、びっくりしちゃいましたよ」

　着席して、ライセは次のパンに手を伸のばす。

「さんざん追っ手に追いかけられて、もうダメだと思ってたんですけど、次に目が覚めたらふわふわなベッドの中だったんですよ。ホント、皆みなさんにはどれだけ感謝してもし足りません」

　ニコニコと満面の笑えみを浮うかべながら、ライセは語った。

「それはそれは……」

　適当に応じつつ、要はアッシュに口を寄せた。

「なあ……とりあえずすっ飛んで戻ってきたけど、よく考えたら、敵国のエースが突とつ然ぜんウチに転がり込んでくるとか、状じよう況きよう的におかしくねーか？」

「今、私もそう思っていたところよ」アッシュも、困こん惑わくの表情を浮かべる。「それにこの子、おおよそ敵国の人間とは思えない……わよね」

「こいつが、あんたをキャッチしてくれたんだよ」

　メティスが要を指さして言った。するとライセはまたも席を立ち、

「え、ホントなんですか！　ありがとうございますぅ」

　要のそばまで歩み寄り、両手で握あく手しゆを求めてきた。

「いやあ、俺はたまたま、君が空から落ちてくるのを見つけた……だけ……」

　ライセが両手を伸ばして、要の右手を握にぎる。と──自然と、要の眼前でライセの大きな胸が強調される格好になる。要の視線はそこに自然と吸い寄せられ──

「じっくり見ないの！」

　背後からアッシュが手を回して要の両頰ほおを摑つかみ、左へ九十度ねじ曲げた。

「ムゴッ」

　激痛に悲鳴を上げて、要はよろめいた。

「な……いきなり何すんだ、アッシュ！」

「おっぱいに見とれるのは引導士にとって致ち命めい的てきだっていつも言ってるでしょ！」

「今は別に、──」

　空戦中じゃねーから関係ねーだろ、と要は言い返しかけたが、それ以前に礼れい儀ぎとして問題であることに気づき、

「──悪かったよ。不作法だった」

　謝った。

「あー、その……すいません」

　ばつが悪そうに、ライセは数歩引き下がった。

「私が悪いんです。男の人が見ちゃうのも仕方ないですよね？」

　腕うでで胸むな元もとを隠かくしながら、神しん妙みような表情を見せる。

「あなたのせいじゃないわ」アッシュが言った。「悪いのは要よ」

「いや、今のは、一番悪いのはアッシュと見たね」メティスが口を挟はさんだ。「あんな風に首をねじったらいかんでしょー。殺意を感じたね」

「ム」一いつ瞬しゆん、アッシュは返事に詰つまった。「……いや、私は別に、──」

　にやり、とメティスは笑った。

「それともアレ？　要には自分以外のおっぱいは見て欲しくないってこと？」

　途と端たん、アッシュの右手がしなる鞭むちのように鋭するどく伸び、メティスの顔面を捕つかまえた。

「ギャアァー!!」

　顔面を締しめ上げられて、メティスは悲鳴を上げた。

「……やれやれ」

　騒そう動どうを黙だまって見つめていた十蔵が、頭を左右に振ふった。それから要を見つめて、問う。

「ところで、随ずい分ぶん急に戻ってきたな。用事は終わったのか」

「あ、いや、そうじゃないんだ。その……ガウルバッフ所属の異邦人オーバージーを倒たおしてくれっていう依い頼らいを受けたんだけど、そのうちの一人の特とく徴ちようが、この子にそっくりでね。ひょっとしたらと思って急いで戻ってきたんだ」

　そこまで言って、要はフッと鼻で笑って、肩かたをすくめた。

「よく考えたら、敵国のエースがこんな場所にいるわけないのにな。笑いたかったら笑ってくれよ」

　投げやりに言ったが──返ってきたのは笑い声ではなかった。

「あ、あの……」

　ライセがおずおずと手を挙げて、

「多分それ、私だと思います……」

　消え入るような声で言った。

「…………」

　要は目を見開き──アッシュもメティスも、ライセを見つめた。

「私、ガウルバッフから逃にげてきたんです。その、えー……そう、亡命！　亡命してきたんですよ！」

　沈ちん黙もくの中、ライセは語り続けた。

「で、ですね、私、急いでやらなきゃならないことがあるんです。だから、ブレーベンブルクのお役所かどこかに出頭したいんですけど、どの辺にあるんでしょうね？　場所さえ教えて頂ければ、自力で行くんですけど」

　要とアッシュは、表情を殺してライセのそばへと歩み寄り、それぞれ右みぎ腕うで、左腕を取った。

「ここで知り合ったのも何かの縁えんよ」アッシュは言った。「ブレーベンブルクの公宮まで、一いつ緒しよについていってあげるわ」

「え、いいですよぉ。そこまで皆みなさんにお世話になるわけには──」

　ライセは遠えん慮りよするが、要が作り笑いをもって応じる。

「いいっていいって。どうせ、俺達も公宮に用事があるんだ。一緒に行こうぜ」

「あ、そうなんですか。だったら、お言葉に甘えようと思います」

　笑え顔がおで応じた後──ライセは、自分の両腕をがっちりと固められていることに気がついた。

「ところで、なんでお二人とも、こんなに密着していらっしゃるんでしょう？　まるで私、捕まえられた宇宙人というか、──」

「気にする必要なんてなんにもねーぜ。ライセが逃とう亡ぼうするだなんて、これっぽっちも思ってねーから」

　言いつつ、要はアッシュと歩調を合わせ、裏口へとライセを誘ゆう導どうする。

「ここまで戻もどってきた甲か斐いがあったわね」

　呟つぶやいて、アッシュは首を回し、メティスに声を投げる。

「この子のことは任せて。詳くわしい事情はあとで説明する」

「あ、そう？　よくわからないけど、とにかく任せるよ。ライセ、またね～」

　メティスは手を振って別れを告げた。

「あ、機会があったらまたお会いしましょうねぇ～」

　ライセも手を振り返そうとした──が、両腕を捕まえられているおかげで、振れない。代わりにライセは全身をねじって左右に振った。つられて、要とアッシュも身体からだを左右に振られるハメになった。
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「あの……、なんで私、こんなところに連れてこられたんでしょう……」

　テーブルのそばに着席したライセが、部屋のあちらこちらに視線を投げながら問いかける。

「まあ、端たん的てきに言うと──」

　答えたのは、テーブルの対面に着席したコーメイである。

「スパイの恐れがある以上、自由に行動させるわけにはいかないということさ」

「スパイ？」ライセは目を瞬またたかせた。「誰だれが？」

「…………」

　コーメイはライセを白はく扇せんで示した。

「えっ」

　ライセは心底驚おどろいた。助けを求めて要とアッシュを見やるが、

「…………」

　要もアッシュも、無言でライセを指さした。

「ま、待って下さいよ！」ライセは腰こしを浮うかす。「スパイだなんて、とんでもないですよぅ！　私は純じゆん粋すいにガウルバッフから逃げてきただけですって！」

「君の言葉を信じたいのはやまやまだけどね」

　無表情のままにコーメイはライセを見つめ、腕うで組ぐみする。

「こちらとしては、あらゆる可能性を疑わなくちゃならない。なにしろ、僕らは君のことを何も知らないんだしね」

「そんなあ」

　落らく胆たんの表情を、ライセは表した。

「私、スパイでもなんでもないですって。一体どうすれば信じてもらえるんですか」

「それは君の態度次し第だいだな」

「私のことを知ってもらえばいいんですよね……」

　コーメイの指し摘てきに、しばしライセは考え込み、

「……とりあえず脱ぬぎましょうか？」

　不意に、上着の裾すそに手を掛かけた。

「やめろォォォォ──ッ!!」

　今度はコーメイが腰を浮かす番だった。

「そんな恐ろしいものを僕に見せて、ショック死させる気か！」

　謎なぞの激しい反応に、ライセは固まってしまった。

「別に脱ぐ必要はないわよ」

　アッシュが仲ちゆう裁さいに入った。ベッドから立ち上がり、ライセのすぐそばに立つ。

「そうですか。何も隠かくしてないことを示したかったんですけど……」

「やめてくれ」ガタン、と音を立ててコーメイは着席した。「こんな狭せまい部屋で巨きよ乳にゆう二人に囲まれているという時点で、頭がどうにかなりそうなんだ。その上脱がれたら、僕の脳のう細さい胞ぼうが死し滅めつする」

「それはいいことを聞いた」

　アッシュも上着を脱ぐふりを見せた──が、要の視線に気づいて顔をしかめる。

「──って、普ふ通つうに喜ぶ人が一人いたわね」

「チッ」

　音高く舌打ちをして、要はアッシュの代わりにベッドに腰を下ろした。

「それより、実のある話をしようぜ。何よりもまず、ライセの亡命理由を聞くべきだろ」

　途と端たん、ライセは大きく息を吞のみ、

「彰あき彦ひこ君を助けてほしいんです！」

　力ちから一いつ杯ぱいテーブルを叩たたいた。

　一同、驚いてライセを見つめる。

「彰彦君というのはですね、えーと、私と一いつ緒しよにイセス・メリアに墜おちてきた異邦人オーバージーなんです」

　沈ちん痛つうな表情をたたえて、ライセは語り始めた。

「羽は佐ざ間ま彰彦君と、兎と々と木ぎ周しゆう人と君。そしてこの私の三人で、一緒にこっちに墜ちてきたんですよ。一ヶ月くらい前でしょうか」

「一ヶ月？　ってことは──」

　その時期に起きた一ひと騒そう動どうを、要は思い出した──アリメルドを追って地上に降り、サウザンライツという武装集団と対決した時のことを。あの時、アリメルドはサウザンライツと結けつ託たくしていた。武装集団が支配、闊かつ歩ぽする地域に、召しよう喚かん点が発生するからという理由で。

　その際、サウザンライツとの戦いを優先したこともあって、アリメルドとは直接顔を合わせることなく物別れになったが──やるべきことはやっていたらしい。

「私達は──」ライセは続ける。「気がついた時には、ガウルバッフ大公国の王宮に迎むかえられていました。──いや、大公国の宮きゆう殿でんだから公宮と呼ぶべきなんですかね？　大公宮？」

「公宮でいいんじゃねーの」要は助け船を出した。

「なるほど。とにかく、私達は重要人物としてガウルバッフに迎えられました。で、アリメルドさんから、イセス・メリアについての常識と引導術に関する基き礎そ教養を教えられて──あ、アリメルドさんというのは──」

「そいつについては、私達もイヤになるほどよく知ってるわ」

　眼前の蠅はえを払うかのように、アッシュは強く手を振ふった。

「そうですか。……とにかく、色々と教わったんです。つまるところ、イセス・メリアでは戦わなければ生きていけない、って。正直、私はそういうの好きじゃないんですけど──自分の有用性を示せない異邦人は見捨てられ、叩き出されるなんて言われたら、向こうの言う通りにするしかないですよ。身寄りもいない世界に一人で放ほうり出されて、どうやって生きていけばいいんですか」

「気持ちはわかる」

　要は同情を示した。

　実際のところ、一人で放り出されたところで、なにかしら頼たよれる場所はある。例えば、平和的に過ごしたいと志向する異邦人の保護に力を入れているシュマルカルデン大公国など。だが、こちらの世界に来たばかりの人間に、その種の行動を求めるのは酷こくだろう。知りうる情報にも限界がある。幸いにして、要はアッシュという良心的な人物に拾われたおかげで、比ひ較かく的てき早い段階からイセス・メリアの全容について知ることができたが、ライセもそうだったとは限らない。むしろ、彼女らを利用するために、与あたえる情報を制限するということは十分に考えられる。

「それで、君達はガウルバッフに命じられるまま、ブレーベンブルクを攻こう撃げきしていたんだね」

　コーメイの問いに、ライセは申し訳なさそうに頷うなずいた。

「はい……。それは、事実です」

　とだけ言って、特に申し開きもしない。

「君達はどうしようもなく手て強ごわい敵だったよ」コーメイはライセの顔をのぞき込んだ。「男二人が攻撃を仕し掛かけて、君がその二人を全力で防ぼう御ぎよする。一体どうすれば撃退できるのか、メドも立たなかった」

「そ……そうですか」

　神しん妙みような表情を、ライセは崩くずさない。ある意味で褒ほめられているのだが、それをうれしがる気配は無かった。

「きっと、ガウルバッフの連中は大喜びしていたんじゃないのかな。強力な武器が手に入って。君も有用性を示せただろうに、なんで亡命なんてする必要があったんだい」

「それは……あの人達のメドラニカ思想が許せないからですよ！」

　再びテーブルを叩いて、ライセは声を荒あららげた。全員が驚おどろいた──当人、ライセも含ふくめて。

「あ、ああ……すいません、興奮しちゃって。でも……あの人達はどうかしてます。特にあの、アバン大公は」

「……きっと、異邦人の目にはそう見えるでしょうね」

　アッシュは理解を示した。なにかしら心当たりがあるのか──と要は感じた。

「その……見せられたんです」ライセは語る。「ガウルバッフの監かん獄ごく島に捕とらえられている、たくさんの貧乳の人達を。あの人達は、胸が小さいって理由だけで、監獄に囚とらわれているんですよ。しかも、捕らえて何をするかと言うと、ブレーベンブルクに勝利を収めた暁あかつきに、祝勝パーティのアトラクションとして利用するとか……！」

　その声に、怒いかりの気配がこもりはじめた。

「盛大に貧乳狩がりを決行する、なんて言ってるんですよ！　正気の人間のやることじゃないでしょう!?　こんなところにいてはいけない、と思って──私と彰彦君はガウルバッフから逃にげ出したんです」

「二人で？」コーメイが問うた。「もう一人はどうしたんだい？　兎々木とか言ったかな」

「周人君は……私達には同調してくれませんでした。所しよ詮せんひどい目に遭あうのは他人であって、今現在の立場をわざわざ捨てるほどのことじゃない、って。だから、彰彦君と二人で脱だつ出しゆつしたんですけど──逃げ切れなくて。彰彦君が身を挺ていして、どうにか私を逃がしてくれたんです」

「で、その結果として、偶ぐう然ぜん私の島に落ちてきたというわけね」

　アッシュはそう言って、コーメイを見た。

「どうかしら。つじつまは合っていると思うけど」

「そうだね。つじつまは合っているように思える。ただ……この子がスパイではない、と完全に証明しうるほどのものではないね」

「おいおい」要は口を挟はさんだ。「そりゃねーんじゃねーの。俺にはこの子が本当のことを言っていると思うがね」

「いや、そいつは……」

　言い返しかけて、コーメイは一いつ旦たん言葉を吞のんだ。

「一度、外で話をしよう」

　白はく扇せんを振って、部屋の扉とびらを示す。それに従い、要とアッシュは部屋の外に出た。

「すまないね」部屋のすぐ外で、コーメイは言った。「僕らが揉もめているところをあの子に見せるのはよくないと思ったんで」

「もう少しあの子の気持ちを察してやれよ」要は主張した。「これ以上不安にさせてどうする」

「随ずい分ぶんあの子の肩かたを持つのね、要」

　アッシュの指し摘てきに、要はすぐさま言い返した。

「当然だろ。異世界に墜おちてきて、信じられる味方が一人もいねーって立場なんだぜ。あんな様子を見てると……怖こわくなるんだよ。俺自身が」

　自分自身を抱だきしめ、身を震ふるわせるふりをする。

「アッシュに拾われることもなく、俺自身がイセス・メリアにたった一人放ほうり出されていたら、どうなっていたか、ってな。考えたくもねー可能性だが、時々つい考えちまう。ひょっとしたら、今のライセの立場に、俺がいたかもしれねーってこともありえたんだ」

　そして、要は真しん剣けんな眼まな差ざしで、アッシュを見つめた。

「そういう意味では、アッシュには超ちよう感謝してる。とても足を向けては寝ねられねー」

「そ……そう」

　意外なタイミングで褒められて、アッシュはわずかに頰ほおを染めた。

「まあ……あの時の要は、召しよう喚かん点から現れたばかりだったからね。……ただ、ライセの場合は、召喚されてから今まで、少し間があったというのが問題よね」

「個人的な意見を述べさせて頂くと」コーメイが発言する。「おおよそ、彼女はスパイ向きの性格とは言えないね。色々な面で真っ正直すぎる感がある」

「そうだろ？　なら──」

　すっと手を挙げて、コーメイは要の発言を制した。

「だがね、この判断にはブレーベンブルクの命運がかかっているんだ。彼女が異邦人オーバージーであること、優すぐれた引導士ハイダイバーであることは論を俟またないだろ？　もし万が一、彼女が破は壊かい工作員であるとしたら、異邦人の才能を発揮して大暴れを始めたら──そう考えると、慎しん重ちようにならざるを得ない。一万分の一だとしても、可能性を排はい除じよできない以上、容易に無罪放ほう免めんとはいかない」

「…………不ふ愉ゆ快かいだが、理り屈くつは分かった」要はコーメイの主張を飲み込んだ。「だが、だったらライセは、どうやって身のあかしを立てたらいいんだ」

「アイデアはある」コーメイは言う。「ガウルバッフの宮きゆう殿でんにいたって言うんなら、ガウルバッフの内情も色々知っているだろう。その辺を色々と喋しやべらせて、それが事実であるかどうか確かめればいい」

「なるほどね」アッシュが頷うなずいた。「亡命を希望するのであれば、なにかしら手みやげがあって然しかるべきよね」

「そういうこと。そういう線で、情報を引き出してみよう」

　コーメイは要を指さした。

「こういう時、君らの世界だと、いい刑けい事じと悪い刑事の役回りで被ひ疑ぎ者しやを揺ゆさぶるんだろ？　君がいい刑事をやってくれ。僕はここまで憎にくまれ役を務めていたからね」

「……おまえの母親は、随ずい分ぶん偏かたよった知識をおまえに教え込んだらしいな。まあ、わかったよ」

　呆あきれつつも、要は役を受け入れることにした。

「しかし、うまいことできるもんかね？　そんなこと、やったことねーぞ」

「うまくいくさ。必ず成功させるよ。僕と君の初めての共同作業だものね」

「結けつ婚こん式のケーキ入刀か！」

　要のツッコミを受け流して、コーメイは部屋の扉を開けた。その背に続いて、要とアッシュも室内に戻もどる。

「待たせて悪かった……」

　役回りを務めるべく、要はライセに優やさしく語りかけた。

「俺としては、ライセの力になりたい。君がこんな場所で不都合を強しいられるのは、見てられないよ。ただ、どうするにも、こいつを納なつ得とくさせる必要がある」

　コーメイを指さす。コーメイは必要以上に険しい表情を形作っていた。

「そこで、だ。ライセに色々喋って欲しいんだ。例えば、──ガウルバッフの内情とか」

　こいつは露ろ骨こつな問いかけだったろうか、と言った瞬しゆん間かんに要は後こう悔かいした。が、方向性としては間ま違ちがってはいないだろう、と信じ、ライセを見つめる。

　ライセは「おおー」と感かん嘆たんの声を上げた。

「見事な『いい刑事』役ですねえ！」

「…………」

　ライセの発言の意味を、数秒間じっくり考えた後──

「てめえ！」

　要はコーメイの胸むなぐらを摑つかんで持ち上げた。

「外の会話丸聞こえじゃねーか！　わざわざ外に出た意味がまるでねーだろうが！」

「それは君が大きな声で喋るからだろう」

　冷静にコーメイは言い返したが、もちろん要は収まらない。

「おめーの声の大きさに合わせたよ！」

「殴なぐりたければ殴るがいいさ」コーメイは微笑ほほえんだ。「愛の鞭むちだと受け取ることにしよう」

「……オウ……」

　その一言に要は怖おぞ気けを震ふるい、反射的にコーメイを手放した。

「おや残念」自由になったコーメイは、むしろ要にすり寄った。「叩たたいてくれても構わないんだよ」

「ぬおおおお」

　要はおののきの声を上げて、

「助けて下さいアッシュ先生！」

　瞬しゆん時じにアッシュの陰かげに隠かくれた。両りよう肩かたを摑んで胸を張らせ、おっぱいをコーメイの眼前に突つきつける。

「ギャアア──ッ!!」

　コーメイは絶ぜつ叫きようして顔を隠し、

「何してるのよッ！」

　アッシュは渾こん身しんの手刀を要の脳天に叩き込んだ。

「ぬぐあッ」

　要は頭を抱かかえ、その場にうずくまった。

「……もう、グダグダねえ……」

　男二人を無視して、アッシュがライセの対面に着席した。

「コホン。えー、とにかく……ブレーベンブルクに助けを求めるというのなら、あなたはガウルバッフと完全に縁えんを切ったということを証明する必要がある」

「つまり……機密情報などを話せばいいんでしょうか」

　と応じつつも、ライセは少々口ごもる。

「いくつか、役に立つかもしれない情報はありますけど……私からも条件があります」

「条件？」

「はい。彰彦君を助けてほしいんです」

　固い決意の表情を、ライセはアッシュに見せた。

「もしかしたら彰彦君、もう殺されているかもしれません。でも、まだ生きているって私は信じています。手て遅おくれにならないうちに助けにいきたいんです」

「その条件、喜んで吞のもうじゃないか」

　立ち直ったコーメイが、口を挟はさんだ。

「本当ですか」

「向こうの引導士に恩を売り、こちらに取り込めるなら、ブレーベンブルクにとって益えきになる。彼の身み柄がらを保護するため、全力を尽つくすことを約束しよう。なあ、アッシュ？」

　水を向けられると、アッシュは短く息をついた。

「私達に新しい任務を与あたえるというわけね。わかったわ、全力を尽くさせてもらうわよ」

　そして、ライセに笑え顔がおを向ける。ライセは喜色満面になり、

「ありがとうございます！　どうかよろしくお願いしますね！」
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　立ち上がって、両手でアッシュに握あく手しゆを求めた。

「どうも……」

　手を握にぎり返すアッシュ。またしても、自然とライセの胸が強調される体勢となり──アッシュの視線はそこへ引きつけられる。

「おまえもガッチリ見てるじゃねーか」

　要に指し摘てきされて、アッシュは反論できなかった。

「……さっきのことは謝るわ。これは──見ずにはいられない……」

「？　どうかしました？」

　二人の妙みような様子に、ライセは首を傾かしげる。

「なんでもない」

　要は慌あわてて言いつくろった。何か別の話題を出さねば、という衝しよう動どうに駆かられ、

「ところで、ライセって変わった名前だな」と思いつきを口にした。「漢字でどう書くんだ」

「えっ」

　質問を受けた途と端たん、ライセはしどろもどろになった。

「いやあ……そんなことは別に、いいじゃないですか」

「たしかに、どうでもいいことかもしれねーが……ちょっと借りるぜ」

　コーメイが持参していた筆記用具を手に取り、要は予想を書いてみた。




　来世




　この二文字をじっくりと眺ながめた後──

「閃ひらめいた」要は言った。「これはもしかして、本来はクルヨって読むんじゃ──」

　要の鳩尾みぞおちに、鈍にぶい衝しよう撃げきが走った。

「むごッ」

　不意の一いち撃げきに、要はよだれを飛ばしながら、膝ひざを折った。

　崩くずれ落ちる途と中ちゆう、要は、鳩尾の高さのあたりに、ライセの固めた拳こぶしを見み出いだした。

　稲いな妻ずまのようなボディブローを、ライセが繰くり出したのだ。

　ライセは両手で要の顔を挟み込み──笑顔を見せた。

「私の名前はライセって言うんです。クルヨなんて名前の人間なんているはずないじゃないですかぁ。ライセライセライセ。うふふふふふ」

　つい先ほどまでのものとはまるで異なる、見る者の心しん胆たんを極ごつ寒かんへと叩たたき落とす笑顔だった。

　いや、クルヨという名前の女性は普ふ通つうにいるんじゃ──と要は思ったが、それを口にするほど愚おろかではなかった。というか、息が詰つまって発音自体ができなかった。

　無言で何度も頷うなずくことで、要はライセに対する恭きよう順じゆんの意を示した。

























「いい加減大人になれよ。なあ？」

　兎と々と木ぎ周しゆう人とは、羽は佐ざ間ま彰あき彦ひこにそう語りかけた。

「…………」

　無言で、彰彦は周人をにらみ返す。両りよう腕うでを鎖くさりで拘こう束そくされ、石いし壁かべ際ぎわに立たされっぱなしになって既すでに三日目だが、彼の心はまだ折れてはいない。

「大公閣下に頭を下げればいいだけだ。向こうも許してくれるって。俺達はいまやガウルバッフの主力なんだからな。俺も口くち添ぞえしてやるよ」

「……あいつに頭を下げる理由なんてあるものかよ」

　低い、しかしはっきりした声で、彰彦は言い返した。

「おまえこそ、なんであんな人間のクズにいいように従っているんだ。そっちの方が、俺には理解できないね」

「クズとはひどい言いようじゃないか」フフ、と周人は短く笑う。「ま、たしかに、あのオッサンが聖人君子だと主張するつもりはないさ。だがな、ここは異世界なんだぜ？　俺達の常識は通用しない──こっちにはこっちのルールがあるんだ。そこに文句をつけるのは、ちょっと心が狭せまいんじゃないの」

「そんな問題じゃないだろう！」彰彦は声を張り上げた。「ここは日本じゃないにしても、生活しているのは同じ人間だ！　その同じ人間を、胸のサイズどうこうで差別するなんて狂くるっている！　おまえはあの光景を見て、なんとも思わなかったのか!?」

　異邦人オーバージー三人が、ガウルバッフの監かん獄ごく島に連れられていったのは、既に一週間ほど前の話になる。

「この世界がいかようなものか、君達も知っておいて然しかるべきだろう」

　と主張するアリメルドの先導の下もと、三人は監獄の視察に訪おとずれた。そこで捕とらわれていたのは、貧乳の人々──引導士ハイダイバーとしての素質をもたない、いわゆる最下層民とみなされている女性達である。

「ここは数ある監獄の一つ、貧乳の人々ばかりを集めているところでね。彼女達はこのような労働を強しいられている」

　その広いフロアには、天てん井じようを突つき抜ぬける何本もの太いシャフトが立ち、その下部には放射線状に十数本の枝のような棒が生えていた。女性らはその棒を摑つかんで押し、シャフトを回転させている。

「あー。マンガで見たことあるな、こんなの」

　周人が感想を述べると、アリメルドがうんうんと頷うなずく。

「そうさな。人力原動機、とでも呼べばいいのかね。ここで得られたエネルギーは、ガウルバッフのあちこちで使用されている。なんと、発電も行われていて、アバン閣下の私し邸ていの照明にも利用されているんだ。極きわめて単純で、我々の知るものからすれば極めて非効率的だが、立派な電力システムなのだよ」

「へえ。そりゃすげえな。別の島と電線でつながってるのか？　結構な手間じゃないの」

　感かん嘆たんの声を上げるのは、しかし周人ばかり。残り二人、彰彦とライセは、足あし下もとの光景を見つめながら顔面蒼そう白はくになっている。

　労働フロアにいるのは、貧乳の人々ばかりではない。彼女らがしっかり労働しているか見つめる監かん督とく官達が、鞭むちを片手にあちこち歩き回っている。彼らの役目は──

「そこっ！　休んでいるんじゃない！」

　ヒュン、という風切り音と、バチン、という破は裂れつ音がセットになって響ひびく。床ゆかに倒たおれ伏ふした女性が、鞭で打たれていた。ビクン、と女性は身を震ふるわせるものの、それ以上動こうとする気配はない。悲鳴を上げることすらしない。もはや体力の限界に達し、立ち上がるどころか声を出すことすらできないのだ。

「立て！　立たないか！」

　知ってか知らずか、監督官は二発三発と容よう赦しやなく女性を打つ。打って打って打ちまくる。女性は自分の身を守ることすらできず、いいように打たれ続けた。

「……くそッ！」

　突とつ然ぜん、彰彦が手すりを飛び越こえ、監督官目がけて墜おちていった。

「やめろォォ──ッ！」

　瞬しゆん時じに間合いを詰つめ切って、全体重を乗せた跳とび蹴げりを監督官にぶちかます。ちょうど鞭を振ふり上げたところに監督官は一いち撃げきを食くらい、

「のぐぁッ!?」

　いいように吹ふき飛ばされた。

　彰彦はうまいこと着地すると、勢いのままに駆かけ寄って、監督官に馬乗りになった。

「貴様、それでも人間か！　抵てい抗こうできない女性を鞭で打って何が楽しい!?」

　叫さけびながら、顔面へ容赦ない拳こぶしの雨を降らせる。

「おい!?　何をしている!?」

　他ほかの監督官達が気づき、群がるように集まってきた。寄ってたかって彰彦を引きはがす。

「どけよ、おまえら！　このクソッタレども！」

　あっという間に彰彦は両腕両足を取られた。たとえ異邦人、優すぐれた引導士であっても、こうなってしまってはどうしようもない。

「黙だまれ、部外者が！」

　監督官達は、次から次へと彰彦を蹴けり、殴なぐる。彰彦も抵抗を試みるが、多勢に無勢だった。

「彰彦君！」

　ライセが彰彦を助けに行こうと身を乗り出すが、

「ここは私に任せてくれ」

　アリメルドがライセを制し、手すりを越えた。

「諸君！　その辺にしておきたまえ！」

　ソールド二枚を引き連れて、ゆっくりとアリメルドは騒そう動どうの中心に接近する。

　さすがに、ソールドを引き連れた引導士に逆らおうとする人間はいなかった。一同、波が引くように彰彦から離はなれていく。

「その女を片づけろ！」

　主任監督らしき人物が声を掛かけると、他の監督官達は倒れている女性を抱かかえ、運び始めた。

「その人をどこへ連れていくつもりだ！　おまえら、──」

　なおも彰彦は突っかかろうとして、

「君もその辺にしておくことだ」

　アリメルドに止められた。

「それとも、それ以上痛い目に遭あいたいのかね」

「こんな光景を見せられて、黙っていられるか」

　アリメルドに対しても、彰彦は反はん抗こう的な態度を取った。

「あんたこそ、何も思わないのかよ」

「私の管かん轄かつではないからね」アリメルドは言った。「私は然しかるべき報ほう酬しゆうを出してくれる人物のもとで、契けい約やくに従った業務を行う。それだけの存在だよ。この仕事のコツは、自分の思想や政治的意見をできるだけ口にしないということでね」

「つまらない大人だな」

　挑ちよう発はつ的言辞を彰彦は投げたが、アリメルドはまったく動じなかった。

「私には大目的がある。日本に戻もどるための召しよう喚かん点を見つけるという大目的がね。大目的を達成するためには、些さ事じには構っていられないよ」

「日本に戻る……？　そんなものは存在しないんじゃなかったのか」

「その言い方は正確じゃない。『存在しない』じゃなくて、『存在が確かく認にんされていない』だ。引導士が異世界に消えていったという伝承もあるし、可能性はゼロではない。イセス・メリアに墜ちてきて以来、私はずっとそのかすかな可能性を追い求め続けている。逆に言うと、可能性を追うのに寄き与よしない行こう為いは、私は決してしない」

「メドラニカ思想がどれだけ人を殺そうが、自分には関係ないってのか」

「幸い、私は差別される側の人間ではないのでね。そりゃ私だって、メドラニカ思想が生み出す差別なんてアホらしいものだと思っているよ。合理性からほど遠い。とはいえ、そいつはイセス・メリア人の問題ではないかね？　私の問題ではないし、君の問題でもないはずだ」

　アリメルドは彰彦にハンカチを差し出した。彰彦は顔を撫なでて、初めて自分が鼻血を流していることに気がついた。

「言いたいことはあるだろうが、ここは我が慢まんしてくれたまえ。君だって長生きしたいだろ」

　と、アリメルドは彰彦に頼たのんだのだが──結局、彰彦は我慢できなかった。ガウルバッフのために戦うことを拒きよ絶ぜつし、ライセとともに逃とう亡ぼうを図はかり──失敗して、捕とらえられた。今はこうして、拘こう束そくされている。

「なんとも思わなかったか、だって？」

　彰彦の問いに対して、周人は口元を吊つり上げた。

「敢あえて言うなら、アリメルドの言葉には共感を覚えたね。イセス・メリアで生きていくコツは、思想や政治的意見を口にしない。立派なサバイバルの知ち恵えじゃないか」

「本気で言っているのか」

「本気だとも。俺達は、警察も何にもない世界で生きて行かなきゃならないんだぜ。貧乳の人達は、まあ可哀かわい想そうだとは思うが、所しよ詮せんは他人ひと事ごとだ。他人事に首を突つっ込んで、痛い目を見るのはアホすぎるってもんだ。そんな道理を、どうしておまえはわかろうとしないんだ」

「わかるものかよ」

　固い意志を顔に表して、彰彦は言い切った。

「やれやれ、だな」

　周人は身を引いた。

「おまえさんの頭の固さには呆あきれるよ。またあとで来る。その時までに考えが変わっていることを祈いのってるよ」

　軽く手を振ふって、周人は地下室を辞した。







「あいつ、かなりの頑がん固こ者ですよ」

　地下室での彰彦との語らいを、周人はその一言で表現した。

「意味が分からんな」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、アバンは険悪な声を漏もらした。

　アバン・クロムリーズ・デス・ガウルバッフ、ガウルバッフ大公国の大公にしてベタイゴイツェ王国王女ヘイルメリーの婚こん約やく者は、天を衝つくような偉い丈じよう夫ぶである。身長は二メートルを超こえ、筋骨隆りゆう々りゆう。体毛は濃こく、顔の下半分は髭ひげに覆おおわれている。熊くまですら素す手でで縊り殺してしまいそうなオーラを、全身から放っていた。

「俺はあいつらを最上の待たい遇ぐうでもって迎むかえているはずだぞ。何が不満だ？　食い物か？　それとも女をよこせってか？」

「そいつは難しい問題ですな」アリメルドが口を挟はさんだ。「人が何をもって満足とするかは、他人にはなかなか理解し難がたいところもありましてね。特に異邦人オーバージーは、突とつ然ぜんの環かん境きようの激変で動どう揺ようしているから、妙みように意固地になったりもするのですよ」

「ならば、あの異邦人もほっとけばいずれ翻ほん意いするのか？」

　険悪な表情で、アバンはアリメルドに問うた。

「私をバルコニーから投げ捨てないで下さいよ」アリメルドは笑って応じた。「……さて、どうですかね。そこはなんとも言い難い。少なくとも、彼の翻意に金を賭かける気はしませんね。あのようなタイプの人間も何人か見てきたが、結末は、逃にげられるか、始末することになるかの二択たくでしょうな」

　冷静な指し摘てきに、アバンは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

　三人──アバン、アリメルド、周人は、アバンの私し邸ていの二階のバルコニーにて、談義を行っていた。議題は、先の逃亡事件に関する善後策の相談である。バルコニーからはよく整備された庭園を見み渡わたすことができる。が、三人とも、自然観賞に気持ちを割さく余よ裕ゆうはなかった。

「では、さっさと始末しようではないか。逃がすわけにはいかん」

　アバンの主張に、周人が口を挟んだ。

「待って下さいよ。もう少し時間をくれませんかね。必ずあいつを翻意させますから」

「できるのか？」

「そいつは自信ありませんがね。ただ、努力はさせて下さいよ」

　アバンはしばし無言で周人を睨にらんだ後、

「好きにしろ」と言った。「本来、あのフロアは気に入った貧乳を閉じこめておく場所だ。野や郎ろうをおいておくのは本意じゃない。説得するならさっさとしろ」

「そうですか。わかりましたよ」

　あの部屋はどう考えても拷ごう問もん部屋なんだがな──などと思いつつ、周人は答えた。

「麗うるわしい友情だな」アリメルドが言った。「彼とは、以前からの知り合いなのかね？」

「いや、違ちがうね」周人は首を振る。「たまたま同じ場所に居合わせたせいで、一いつ緒しよにイセス・メリアに墜おちてきたってだけだ。彰彦もライセも。どうやら同じ高校に通ってたみたいだが、共通点といえばそれだけだな」

「ほう。なら、何故なぜそこまで彰彦君の助命にこだわるのかね」

「そりゃ、一緒に墜ちてきた仲だからさ。袖そですり合うも多生の縁えん、なんて言うだろ。俺達は異世界にやってきてしまったんだ、なにかしらすがれるよすがは必要だろう」

「なるほど、よすがね」アリメルドは顎あごを撫なでて考え込んだ。「墜ちてきた異邦人を私になつかせるには、そういうものを提供する必要があるということかね」

「あんたに従わない異邦人って、多いのか？」

「私の不徳の致いたすところかね」アリメルドは肩かたをすくめた。「君達の直前にも、墜ちてきた三人の高校生を拾ったんだがね。三人とも逃げられてしまった」

「勇気あるな、そいつら。俺はとてもそんなことできないぜ」

「『私についてくれば、いつか日本に帰らせてやる』と主張しているのだがね。誰だれも信じてくれないらしい」

「関係ない話はそこまでにしろ」アバンが口を挟んだ。「あの異邦人は俺に従う気がまるでない、そしてもう一人の異邦人には逃げられた！　ブレーベンブルク侵しん攻こうをこれ以上滞とどこおらせるわけにはいかんと言うのに！」

　ガン、とテーブルを叩たたいて怒いかりをぶつける。

「そうでした」アリメルドは姿勢を正した。「しかしながら、個人的には、ここらで手打ちといくのも手の一つだと思いますがね」

「なんだと!?」

　アバンはアリメルドを睨みつけた。

「というのもですね」怯ひるまず、アリメルドはアバンを見返す。「ガウルバッフの継けい戦せん能力が限界に近づきつつあることがばれている可能性があるからです」

「……逃げた異邦人が、こっちの情報をブレーベンブルクに流した、と？」

「私ならそうします。庇ひ護ごを求める一番手っ取り早い方法ではありませんか」

　指摘を認めざるを得ず、アバンは不ふ愉ゆ快かいそうに黙だまり込んだ。

　現状、ガウルバッフの兵力を維い持じするための諸物資は、欠けつ乏ぼうしつつあった。ことに糧りよう食しよくに関しては、あと半月も持たないだろう。主因は、後方から送られてくるはずの補給物資が届いていないことにある。補給隊が襲しゆう撃げきを受け、ガウルバッフ到とう着ちやく前に壊かい滅めつの憂うき目をみているのである。その回数、既すでに三度。

「平原の民たみどもが……！　ブレーベンブルクと手を組みやがって」

　アバンは吐はき捨てる。

　襲撃者の正体は、平原の民──主として地上を根こん拠きよ地とする反王国ゲリラ集団である。はっきりとした根城をもたず、不意に亡ぼう霊れいのごとく現れては攻撃を仕し掛かけ、目的を達すると亡霊のごとく消えていく。極きわめて厄やつ介かいな存在だ。

「実際に彼らがブレーベンブルクと手を組んでいるのかどうかは、議論の余地があるでしょうが──」

　正確を期して、アリメルドは言った。

「非常に厄介なタッグであることは間ま違ちがいありませんな。平原の民からすれば、どちらかと言えば我々の方が敵でしょうし」

　平原の民の抱いだく理念は、反メドラニカ。すなわち、巨きよ乳にゆうの人々を全すべて排はい除じよし、現状におけるおっぱいカーストを完全に逆転させようという思想である。万ばん人にん平等を目指すシュマルカルデン同盟の考え方とは異なるのだが、同じく王国を敵とするという一点において、手を取り合う余地はある。

「一度ブレーベンブルクとは和平して、平原の民を叩くことに本ほん腰ごしを入れる、というやり方も、私としてはアリかと思いますがね」

　アリメルドの献けん策さくに、アバンは腕うでを組み、神経質に指を動かして考え込むが──

「いや、攻撃を続ける」と断言した。「ブレーベンブルクを蹂じゆう躙りんするのに二週間もいらん」

「それは──」

　口を挟はさもうとするアリメルドを、アバンは睨んで制する。

「それに、このタイミングで和平を申し込むのは、こちら側の物資欠乏を認めるようなものではないか。足あし下もとを見られることになる」

「なるほど、言われてみればそうだ」アリメルドはアバンの意見を認めた。「ふうむ。その判断にも一理ありますな」

「そうだろう」

　にやりとアバンは笑ったが、すぐに表情を厳しいものにする。

「俺は、俺自身の有能さを示さなければならんのだ。特に、ヘイルメリーに対してな」

「お気持ちはよく分かります。あの方は誰に対しても厳しいお方ですからな」

　軽くアリメルドは頭を下げた。

「ヘイルメリーって……たしか、王国のお姫ひめ様だったよな」

　周人が、アリメルドに語りかける。

「いかにも。そしてアバン閣下の婚こん約やく者でもあらせられる」

「アリメルド、あんた、知り合いなのかよ」

「そうだ。かつて、私はベタイゴイツェの王宮に出入りしていたこともあるのでね。冷れい徹てつな方ではあったが、私の価値を一番認めて下さっている方でもあった」

「ふ～ん……」

「さて」アリメルドはアバンに向き直った。「このまま戦いを続けるのであれば、そういう方向で手を打つ必要があるでしょうな。私が恐おそれているのは、ブレーベンブルクのスパイの潜せん入にゆうでしてね。物資欠乏を確かく認にんするため、人をよこすかもしれません」

「そこは、水際での防備を指示しよう」

　アバンは事務的に応じる。

「俺も一つ気になるんだがね」周人が言った。「ライセが、彰彦を助けに戻もどってくるって可能性について」

「彰彦君を助けに？」

「あいつだったら、と思ってね。ガウルバッフの情報を売る代わりに、彰彦救出班を結成しろ、というくらいの主張はするんじゃないの」

「なるほど……然しかるべきエージェントをこちらに放り込んでくるくらいのことはありそうだな。そこを捕とらえられれば、捕ほ虜りよ交こう換かんを持ちかけることも可能かもしれない──」

　脳内のソロバンを弾はじいた後、アリメルドはアバンに頼たのみ込んだ。

「彰彦君を餌えさ代わりにしてみるのはいかがでしょうね」

「餌だと？」

「ええ。彼が脱だつ走そう行こう為いを働いたことを大々的に発表して、監かん獄ごく島に移送することを市中に知らしめるのです。期日は──三日後くらいがいいでしょうかね」

「移送の列を、襲おそわせようと言うのか」

「ご明察」アリメルドは恭うやうやしく頭を下げる。「私と周人君とで迎げい撃げきします。こいつは昔、ルシフェル将軍という著名な人物が得意とした作戦でしてね」

「ルシフェル？　異邦人オーバージーらしからぬ名前だな」

　アバンが問うと、周人も首をひねる。

「初耳だな。誰だれ？」

「知らなくても恥はじではない」アリメルドは言った。「知っている人間はあまり多くない」

「そうかよ」

　周人は肩かたをすくめた──が、すぐに笑えみを浮うかべる。

「ま、とにかく、俺は喜んで働かせてもらうぜ。折せつ角かく手に入れたこの引導術という力、使いたくてしょうがないんだ」

　空いている椅い子すを、周人は摑つかんで、宙に浮かせた。

「好き放題に他人をぶちのめして、報ほう酬しゆうを得られる。こんないい話はないぜ」

「結果に応じた報酬は出す」アバンは言った。「その力、俺のために振ふるってもらおうか」

「わかってますって」

　浮かせた椅子に、周人は自ら飛び込んだ。うまいこと尻しりを収めて、背もたれに寄りかかる。

　さてはて、とアリメルドは考え込んだ。

　アバンの下で軍師めいた役目を務めるのは、決してアリメルドの本意ではない。日本へ帰る召しよう喚かん点を探し出すという目的とは、直接には関かかわらないからだ。とはいえ、召喚点を探し出すための研究を行うには、どうしたって先立つものがいる。その点、対ブレーベンブルクという課題を抱かかえるアバンは多大な報酬を約束してくれた。パトロンがアリメルドにそのような役割を要求するのなら、アリメルドとしても応こたえざるを得ない。

　金を出す者が、発言権を持つ。この鉄則は日本でもイセス・メリアでも変わりない。

　さしあたり、アバンの期待に応えなければならないようだ、とアリメルドは妥だ協きようすることにした。召喚点研究に適した静かな環かん境きようを作るには、さっさとブレーベンブルク戦を終わらせた方がよい。

「急がば回れ、というやつかな」

　誰に聞かせるでもなく、アリメルドは独りごちた。







　異邦人二名が脱走を試みた件は既すでにガウルバッフの街中で噂うわさになっていたため、正式発表がなされたところで、さほど驚おどろきは広がらなかった。むしろ、ネガティブな事実を大公国指導部が発表するとは珍めずらしい、という点の方が驚きだった。

　脱走を試みた二人のうち、羽佐間彰彦は捕らえられ、現在アバンの私し邸ていに軟なん禁きんされている。発表より三日後、彼の身み柄がらは監獄島へと護送される──といったことが、行政府発行の官報には記されていた。

　官報は活版印刷技術によって印刷されたものである。特有のムラは少々あるものの、印刷の質はそこそこ高い。十分に判読可能な日本語、漢字やひらがなが整然と印字されている。

「立派なもんだな、思ったより」

　街の中のとあるホテルの一階、レストランの隅すみで、一人の女性が官報をざっと眺ながめて感かん嘆たんの声を上げた。

「言葉に気を付けなさい」

　対面に着席しているもう一人の女性が、相手をたしなめた。

「その格好をしているときには言こと葉ば遣づかいに注意、と何度も言っているでしょう」

　女性──アッシュは、声を潜ひそめて注意する。

「うるせーなあ」

　小声で、女性──ではなく、女装した要かなめは言い返した。

「なんで毎度毎度、おまえは俺にこんな格好をさせるんだよ」

「当たり前でしょ。ガウルバッフにはアリメルドがいるのよ。あなたの顔が割れている以上、変装は当然」

「そうじゃねー。付け髭ひげをつけるとか、シークレットブーツを履はくとか、そういう方向性の変装もあるだろうが。なんで女の格好をしなきゃならないんだよ」

　見た目、現在の要は完全に女の子だった。長い髪かみのカツラをつけ、ジャケットにタイトスカート着用というスーツ姿である。

「私達の役回りを忘れたの？　ストッキングの行商人という設定でガウルバッフに来たのよ。男より女の方が自然でしょ」

　そう主張するアッシュも、変装していた。要と同じスーツ姿だが、長い髪を後頭部でひっつめ、伊達だて眼鏡めがねをかけている。キャリアウーマンという趣おもむきだ。

「男がストッキングを売ってもいいだろうに」

「売り手が女性である方が、買い手の女性も安心できるのよ」

「実際に商売しにきたわけじゃねーだろうが」

「そこ、足開かない！」

　要の開きかけた膝ひざを、アッシュは痛打した。

「あづッ」要は小さな悲鳴を上げた。「……女装は不都合が多すぎるんだよ。俺にとっては」

「だったら、何度も繰くり返して慣れることね」

　アッシュは意見を曲げようとはしなかった。

「いいこと？　あなたのその格好、とてもよく似合っている。あなたを一目で男と見破れる人間はいないと思うわ。これは武器よ。だから、あなたはむしろ積極的にそういう格好をするべきなの。できれば、家の中でもそういう格好をすべきだと主張したい」

　身を乗り出して、アッシュは力説する。唇くちびるを嚙かみしめ、この上なく真しん剣けんな表情を形作ってはいるが──「思わず口元がゆるむのを、必死にこらえている」と要は取った。

（俺を女装させることに性的興奮を覚えているのではないだろうか）

　という疑いを、要は真剣に抱いだいていた。

「アッシュは俺に、アッシュのことを『お姉様』とでも呼ばせたいのかよ」

　半ば冗じよう談だん気味の質問を投げると、

「それは……なかなかいいかも……」

　呟つぶやきながら、アッシュは口元を手で覆おおった。顔がにやけるのを、隠かくしているのだ。

　要はため息をついた。何を言ったところで、今いま更さら変装を解くわけにはいかない。

「話を変えよう」呟いて、官報に視線を戻もどす。「こいつ、どう思うよ」

　意見を求めると、

「罠わなね」

　アッシュは断言した。

「というか、これって、オプスレイ大公国でアリメルドが仕し掛かけてきた罠の繰り返しよね」

「同感だ」

　既に数ヶ月前の話か、と要は感かん慨がいに浸ひたった。

　要がイセス・メリアに墜おちてきたばかりの時のことだ。オプスレイ大公のもとに捕とらわれた可か憐れん──要とともに墜ちてきた幼なじみ、大おお間ま可憐を救おうとした時に、これとそっくり同じことがあった。可憐が監かん獄ごく島に移送されるという情報を聞きつけて、要達は奇き襲しゆうを検討した。が、移送というのは実は要達を呼び込む罠だった。

「アリメルドの野や郎ろう、そんなにルシフェル将軍の最終作戦が好きなのかね」

　この作戦は、要が子供の頃ころに見ていた特とく撮さつ番組「疎そ開かいライダーアバドン」に出てくる悪の組織の大幹部、ルシフェル将軍が最後に決行したものと酷こく似じしていた。神しん護ご──要とともに墜ちてきたもう一人の幼なじみ、竹たけ内うち神護がそれを指し摘てきしてくれたおかげで、アリメルドの意図を見み抜ぬくことができたのだが──

「──神護も可憐も、生きているんだろうな」

　思わず、要の思し索さくはそちら方面へと転がった。

　竹内神護、そして大間可憐とは、オプスレイ大公国での一件の後、一度合流できそうなチャンスがあったのだが、結局合流することができなかった。今は二人とも行方ゆくえ不明である。

「祈いのるしかないわね」

　やや冷たい調子で、アッシュは応じた。

　要は少々カチンと来たが、口に出しては何も言わなかった。ここはイセス・メリア、警察機構も何もない情け無用の異世界である。二人とも既すでに死んでいるという可能性がないとは言えない──というか、かなり高い。考えたくはないが、二人とも既にこの世にいないかもしれないのだ。それを思うと、アッシュのようにクールな態度でいた方が賢けん明めいなのかもしれない。期待が小さい方が、失望も小さい。

「俺は、信じているよ」

　だが、要はあくまでも前向きでありたかった。いつか必ず、再び出会い、ともに笑える日が来ることを信じたかった。

　少し表情をゆるめて、アッシュは笑った。

「再会するには、まずあなた自身が生き延びなくてはね」

「その通り。とりあえず、罠を罠と見抜くだけの眼力は必要だ」

　要は数度、テーブルに置かれた官報をつついた。

「けど、移送の件が事実だとすれば、彰彦を奪だつ還かんするチャンスじゃねーのか？　罠と知りつつ敢あえて突とつ撃げきするという手もあるだろ」

「それはそうだけど、今回はさしあたり、その必要はない」

「どういうことだ」

「私にいい考えがある」

「というと？」

「便せんと封ふう筒とうとローソクを買ってきましょう。それで、アバンを釣つる」

　断言して、アッシュは椅い子すから立ち上がった。

「まるで意味が分からねー」

　と応じつつ、要も席を立つ。

「だから、ちゃんと演技をしなさいと言っているでしょ」アッシュは要に顔を寄せた。「そこは、『まるで意味が分からないわ』よ。はい」

　復唱を促うながし、アッシュは手を打った。

「はい、じゃねー！」

　思わず要は大声を張り上げ、慌あわてて口を手で押さえた。







「……こんなものかしらね」

　そう呟つぶやいて、アッシュはペンを置いた。

　街に出て買い物を済ませた後、要とアッシュはホテルの部屋に戻ってきていた。アッシュは買ってきた物資のうちローソクを要に渡わたして、「下に行って火をもらってきて頂ちよう戴だい」と命令し、自らは執しつ筆ぴつ作業に取り組んだ。

　手紙を書き終えると、アッシュは便せんを折り畳たたみ、封筒の中に入れた。封筒の口を閉じ、

「ローソクを貸しなさい、要」

　手を伸のばして要求する。

「はいよ」

　要は赤いローソクをつまんで燭しよく台だいから持ち上げ、アッシュに手て渡わたした。

　アッシュはローソクを傾かたむけて、溶とけた蠟ろうを封の口に垂らし始めた。十分な量の蠟を落としたところで、ローソクを要につき返す。

「さて……」

　あらかじめテーブルの上に置いていた指輪を、アッシュは指にはめた。

「なんだ、それ」

「印章よ」

　答えながら、アッシュは手を拳こぶし状に固めて、指輪を蠟の上に押しつけた。

「こうやって、印章を刻みつける。これは封蠟ね」

「へえ……」

「蠟の部分はいじらないでね」

　封筒を、アッシュは要に手渡した。要は燭台を脇わきに置いて、封蠟をじっくり観察する。

　蠟には、はっきりとした凹おう凸とつが刻みつけられていた。何を意い匠しよう化した判なのか、要は少々考えた後、予想を述べる。

「これ、竜りゆうか？」

「正解」アッシュは答えた。「それはベタイゴイツェ王家の守護神、『くろがねの悪竜』を刻んだ物よ」

「なるほど」

　封筒を表に返すと、既に「アバン・クロムリーズ・デス・ガウルバッフ様へ」と宛あて名なが書いてあった。

「わかった。この印章は、この封筒の差出人がアッシュだっていう証明なんだな」

「その印章はベタイゴイツェ家を示すものだから、それだけで私個人を特定することは無理だけどね。でも、中身を読んでさえくれれば、私からのものだとわかるはず。こんなもの、二度と使うことはないと思っていたけど、持っててよかったわ」

　指輪を外して、アッシュは彫ちよう刻こく面をじっと見つめた。

「随ずい分ぶんとクラシックなやり方だな。まあ、こうするより他ほかにないだろうが……。手紙にはなんて書いたんだ」

「長らく放ほう浪ろう生活を送り続けていたけど、そろそろ飽あきた。王国に戻もどりたいので、将来の義兄あにであるあなたに口くち添ぞえを頼たのみたい。一度内密に会って頂けないか、と」

　そう答えて、アッシュは軽く鼻で笑った。

「王国に戻りたい？　心にもないことを」要もつられて笑った。「しかし、向こうが信じてくれるのか？」

「アバンなら信じてくれるはずよ。あの人は……あまり頭がいいとは言えない」

「将来のお義兄にいさんにひどいことを言うな」

「いい印象がまるでないもの。あの人、常に私に色目を使ってたわ。隙すきあらば今晩のベッドに誘さそってやる、とでも言いたげに。気持ち悪いったらありゃしない」

「それはひどい。お姉さんとの婚こん約やくが決まる前の話？」

「その問いは意味を持たない。決まる前も後も、ずっと色目を使っていたから」

「それはそれは。……内密に会って、どうする？」

「さらう」

　アッシュはシンプルに述べた。

「眠ねむり薬を飲ませて眠らせて、その隙に箱に詰つめ込んで、ブレーベンブルクに連れ帰る」

　部屋の隅すみに置かれた、大型の箱を指さす。棺ひつぎかとみまごう箱の中には、ストッキングが一いつ杯ぱいに詰まっていた。

「それで、こんなクソでかい箱にストッキングをみっちり詰めてたのかよ」

　ガウルバッフに侵しん入にゆうする際、兵士達に妙みような目を向けられたことを思い出した。ガウルバッフは厳しい出入国管理体制を敷しいており、入国する者に対して荷物検査等を行っている。もちろん、この箱も調査対象となり、向こうが満足するまでストッキングの海の中を探さぐられた。

「アバンには、ストッキングに包まれながらいい夢を見てもらうわ。フフフ」

　絵え面づらを想像して、アッシュは含ふくみ笑いを漏もらした。

　帰りに箱の中を調べられたらどうするんだ、と要は一いつ瞬しゆん思ったが、

「──いや、無む理り矢や理り逃にげればいいか」自分で納なつ得とくした。「そりゃ面おも白しろそうだ。だがよ、その前に、その手紙をどうやってアバン閣下に渡すんだ」

　イセス・メリアに郵便網もうなんてあったっけ、と要は疑問を呈ていす。

「それほど難しくないわ」

　アッシュはローソクの火を吹ふき消すと、要の手を取った。

「印章がものを言う。行きましょ」

　手を引かれるがまま、要は部屋の外へと連れ出された。







「どうも、物資欠けつ乏ぼう中という話は本当みたいだな」

　ガウルバッフの街並みの中を歩きながら、要は呟つぶやいた。

　行き交かう人の影かげは少なく、街は全ぜん般ぱん的に静まり返っていた。戦時下だから当たり前といえば当たり前だが、同様に戦時下であるブレーベンブルクと比しても、静か過ぎる。

　時折街角で話し込んでいる人々を見かけはするが、その表情は一様に暗い。不景気にあえぐ勤め人の群れ、という趣おもむきだ。

「ライセの言葉、信じて良さそうね」

　アッシュも要の意見に同意を示した。

　ガウルバッフの現状視察も、二人の重大な任務の一つだった。

「大変らしいですよ」とライセは言ったものだ。「あの……平原の民たみって言うんですか？　ゲリラ集団に補給物資をことごとく略りやく奪だつされて、特に食料のやりくりが大変だとか。もう半月ももたないんじゃないか、なんて言ってましたよ。その……こちらって、平原の民と手を組んでいるんですか？」

「いいや、それはないね」コーメイが答えた。「連中が独自にガウルバッフを攻こう撃げきしているだけだ。平原の民にとっては、王国は目の仇かたきだからね。僕らからすれば『敵の敵は味方』というところかな」

　平原の民による攻撃は、ピンポイントで極きわめて高い効果を発揮しているようだ──この現状から判断するに。

　二人の足は、広場へとさしかかる。食料市が開かれていたが、店の数も人出も少なく、活気がまるでない。少々時間外れということもあるだろうが、それにしても静かだ。店先に並ぶ物品の数も多くない。

「なんだよ、こりゃ。過か疎そ地ちの商店街とも違ちがうが……」

　他人ひと事ごとながら、要は同情してしまった。ガウルバッフの住人にとっては災難以外のなにものでもないだろう。

「誰だれも飢うえとは議論できないわよね」アッシュも同じ感かん慨がいを抱いだいたようだ。「さっきのホテルのお食事も、なかなかひどかったわよね」

　要は頷うなずいた。アッシュが頼んだパンは平時の二分の一の大きさだったし、要が頼んだ野菜炒いためはもやしとキャベツのみで構成された代しろ物ものだった。その上お値段は据すえ置きである。

「俺達まで飢える前に、目的を果たしてさっさと帰ろうぜ」

　おのずと、要の歩調は早足になった。

　それからしばらく歩き続け、行政関係の建物が建ち並ぶようになり──やがて二人は公宮のそばまでたどり着く。

　煉れん瓦がで建てられた立派な建物が、煉れん瓦が塀べいで周囲をぐるりと囲われていた。引導士ハイダイバーにとっては大したことのない壁かべではあるが、むやみに飛び越こえようとすれば、おそらくは門を守る警備員達に止められることだろう。その制服から察するに、警備員はガウルバッフ兵のようだ。すぐそばにソールドを浮うかせ、周囲を油断なく見張っている。

「さて、ここまで来たはいいが、どうするつもりだよ、アッシュ先生」

「まあ見てなさい」

　と言うと、アッシュはおずおずといった歩調で兵士達のそばに歩み寄り、

「あの、申し訳ありませんが……」

　と話しかけた。

「なにか？」

　ギロリ、と兵士は厳いかつい顔をアッシュに向ける。が、声の主が美しい女性だと知って、表情を軟なん化かさせた。

「どうかしたかね、君」

「実はですね、このようなものを拾ったのですが」

　封ふう筒とうを、アッシュは差し出した。

「アバン閣下のお名前が書いてあったから、お届けしなければと思ったのですけれど、どこに持ち込めばいいのか分からなくて……」

　兵士は封筒を受け取り、表裏と何度もひっくり返して、じっくりとチェックした。やがて封ふう蠟ろうに気づいて、

「少し待っていろ」

　一いつ旦たん引っ込み、詰つめ所に戻もどって、上司とおぼしき人物と相談を始める。

「……どういたしましょう……」

「……この紋もん章しようは、王家のものでは……」

「……届けた方がいいのではないか……」

　漏もれ聞こえる会話は、アッシュの作戦がうまいこといっていることを示すものだった。目算通り、とアッシュはわずかに口元をゆるませる。

　やがて、兵士は二人のもとに戻ってきた──手紙は上司に預けたまま。

「あの手紙、どこで見つけたんだ？」

「ここから南の方の並木の枝に引っかかっていたんです」アッシュはさらりと噓うそをつく。「封筒単体で落ちていたんですが」

「送達士が不ふ手て際ぎわをやらかしたのか……？」

　独りごちたのち、兵士はアッシュと目を合わせて、

「ともかく、封筒はこちらで預かり、閣下の手元に届けることを約束する。協力感謝する」

　と言った。

「ありがとうございます～」

　笑え顔がおを浮かべてアッシュは一礼し、その場を歩み去った。

「……ほら、難しくなかったでしょ」

　公宮正門から十分に離はなれた後、アッシュは要に言った。

「大したもんだ」要は答えた。「だが、あの手紙、うまいこと閣下のもとまで届くのかね」

「きっと届くわ。王家の封蠟が刻まれた手紙を握にぎり潰つぶしたら、責任者が握り潰されるわよ」

「そして、去勢された引導士ができあがり、ってわけか」

「そうそう……」

　と応じかけて、アッシュは要を肘ひじでつついた。

「私はそんなこと言ってないわよ！」

「何を動どう揺ようしてるんだ。俺も具体的なことは何一つ言ってないぜ」

　要の指し摘てきに、アッシュは顔を真っ赤にし──

「……あなたも去勢して差し上げようかしら」

　手をわきわきと動かした。

　要は全力で逃にげ出した。







　果たして──その日の夕刻、さっそく反応が返ってきた。

「すいません……」

　ノック音に扉とびらを開けると、ホテルの従業員が申し訳なさそうな顔とともにやって来た。

「あなた方にお会いしたい方がいらっしゃっているのですが……」

「行くわ」

　アッシュはすぐさま応じ、要とともにホテルの一階レストランへと降りていく。

　レストランで待っていたのは、一人の壮そう年ねん男性だった。平服を着てはいるが、身なりは良い。上流階級に属するであろう人間だ、という雰ふん囲い気きがあった。

　降りてきたアッシュの姿を見た途と端たん、

「おお……」

　男性はすぐに気づいた。さっと立ち上がり、アッシュに向かって一礼する。

「お座り下さい」

　手を差し伸のべて男性を制し、アッシュは対面の席に座った。要はアッシュの後背に控ひかえるように立つ。

「一目で分かりました。お久しぶりでございます、アシュラータ様」

　男性の言葉に、アッシュは首を傾かしげた。

「私はマルドナードと申します。あなたは覚えていらっしゃらないでしょう。幼いみぎりに、一度会ったことがあるだけですから。とはいえ、わかるものですな」

「そうですか」アッシュは微笑ほほえんだ。「ただ……ここでは、その名を呼ぶのはやめて下さい。人目を惹ひきたくありませんので」

「そうでしたな」マルドナードは自分の手の甲こうを打った。「では、話に入りましょう。国に戻ってきたいと思っていらっしゃる？」

「その通りです。その仲ちゆう介かいを、アバン閣下にしていただきたいのです。その……今いま更さら、単身で戻るわけにもまいりませんから」

　言って、アッシュは苦く笑しようする。

　大した演技だ、と要は心の中で感心した。恥はじを忍しのんでお願いしている、という空気を強く醸かもし出している。噓をついているとは到とう底てい思えない。

「閣下は大層お喜びになっております」マルドナードは言った。「すぐさまに自宅に連れてこい、と仰おおせになっております。かような安宿では、お体に障さわりましょう」

「それは……」アッシュは首を振ふった。「そうは参りませんわ。私を抱かかえ込んでは、ご迷めい惑わくでしょう」

「そうおっしゃらずに。なにも遠えん慮りよすることはありません。家族同然ではありませんか」

　強く、マルドナードは主張する。

　ここで応じてしまっては、作戦変へん更こうを余よ儀ぎなくされる。私し邸ていからアバンを担かつぎ出すのはかなり難しいだろう。さてどうするよ、と要はアッシュを見守る。

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、アッシュは口を開いた。

「その……正直なところを言うと、国に帰ると完全に心を固めたわけではないのです」

「なんと」

　驚おどろくマルドナードに、アッシュは説明を進める。

「必ずしも、私が歓かん迎げいされるとは限らないではありませんか。できることなら戻もどりたいと思っていますが、いたたまれない空気の中で毎日を過ごすのはゴメンです。だから、アバン様から現在の王宮の様子をうかがった上で、最終的な判断を下したいんです。完全に心を決めるまでは、アバン様に世話になるわけには参りません。つまらない矜きよう持じかもしれませんが……」

「さ……さようでございますか」マルドナードは言った。「……わかりました。その旨むね、閣下に伝えさせて頂きます」

「申し訳ありません。申し訳ないついでに、アバン様にこちらに来て頂けますでしょうか？」

「それは、大だい丈じよう夫ぶです。今夜でよろしいでしょうか」

「待っています、とお伝え下さい。周囲の目を惹かないよう、できるだけ少人数で来て頂きたいのですが」

「ご心配には及およびません。あの方のことだ、単身お忍びでやってくるかもしれませんよ。それでは……」

　マルドナードは席を立つと、アッシュに一礼。そのままレストランから出て行った。

「……細工は流々」

　マルドナードが完全に出て行ってから、アッシュは無表情に呟つぶやいた。

「……あの人の良さそうなオッサンを騙だますのは気が引けるなあ」

　正直な感想を、要は述べた。

「気にすることはない。体面だけよ。あの人はアバンの教育係だった人。ゴリゴリのメドラニカ信しん奉ぽう者で、その思想をアバンにすりこんだ張本人。ブレーベンブルクに勝利した暁あかつきには祝勝貧乳狩がりパーティを行うって話だけど、発案者はあの人じゃないかしらね」

「マジかよ。……って、おまえあの人のことに詳くわしいな。覚えてねーって言ってたのに」

「会ったことはないけれど、顔は知っているし、噂うわさもよく聞いている」

「なるほど。人は見かけによらねーな……しかし、うまくいくかね。アバンがアリメルドに相談していたら一発アウトじゃないのか」

　要の指し摘てきに、アッシュはニッと笑った。

「おそらく大丈夫よ。アバンは、こういうことは他人には漏もらさない。賭かけてもいいわ」

「その賭け、チップに俺の命が使われているような気がするんだが」

「それを言うなら、私の命もテーブルの上よ。一いち蓮れん托たく生しようというやつね」アッシュは席を立った。「部屋に戻りましょう。アバンの歓かん待たいの用意をしなくてはね」







　先日からの曇どん天てんのため、日が落ちると、ガウルバッフはほぼ完全な闇やみに包まれた。

　晴れていれば巨きよ大だいな母なる月の光が地上を照らし出すのだが、さすがに厚い雲を貫つらぬくだけの力はない。天にわずかな輝かがやきが認められるが、それは貧乳達の労働エネルギーによって発電されているアバンの私邸の灯とう火かである。

　その灯火が、一いつ瞬しゆん消えて──要は、視界を何かがよぎったことを知る。

「あれは──馬車？」

　窓の外に、要は空飛ぶ馬車のようなものを見み出いだした。おそらく引導術で空を飛んでいるんだろうな、とすぐに悟さとる。もっとも、馬はつながれておらず、その上地上を走る必要もないので車輪もない。

「いや……馬もなければ車もねーぞ。馬抜ぬき車抜きの馬車をなんて呼べばいいんだ。無？」

「ボックス、と呼ぶ」

　アッシュが助け船を出した。

　ボックスは空中で減速し、ホテルの入口に音もなく着地した。ほどなくしてボックス側面の扉とびらが開き、大男が姿を現す。

「あれが閣下？」

「そうよ」

　要が確かく認にんを求め、アッシュが頷うなずく。

　アバンはただ一人でホテル入口に乗り込んでいった。他ほかの人間が、ボックスから出てくる様子はない。

「約束通り、一人で来てくれたわね」

　窓まど際ぎわから身を引いて、アッシュは口元を引き結んだ。

「このまま最後までうまいこといってくれりゃいいんだが……」

　要も身を引いて、アッシュの姿を眺ながめ──

「……それにしても、なんて格好だ」

　アッシュは髪かみ型がたを元通りにして、ドレスに身を包んでいた。シンプルなデザインだが、胸むな元もとに大きな切れ込みがあって、肌はだを露ろ出しゆつする部分がかなり広い。

「このような格好をすることで、アバンの注意力を削そぐ」アッシュは主張した。「好きでこんな格好をしているわけじゃないわよ」

「それは良かった。アッシュがこんな露出を好む変態だとしたら、泣けてくる」

「うるさいわね。もうアバンが来るから、要はそっち行って」

　隣となりの部屋、寝しん室しつへとアッシュは要を押し込み、ドアを閉めた。

「やれやれ」

　要はベッドに乗り、居間と寝室を分かつ壁かべに寄り添そって、節穴に目を近づけた。

「まるでのぞきをしているみたいだな」

「のぞきそのものでしょ」
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　隣の部屋から、アッシュがツッコミを入れてきた。声が丸聞こえである。こりゃしっかり気配を消さないとな、と要は自じ戒かいした。

　やがて、部屋の扉がノックされ──アバンが姿を現した。

「おお……！」

　アッシュの姿に、アバンは感かん嘆たんの声を漏らした。

「久しぶりだな、アシュラータ。美しくなったものだ……！」

　再会の抱ほう擁ようを交かわそうと両手を広げるアバンだったが、

「お静かに」

　アッシュはアバンの唇くちびるに人差し指を当て、声を制した。

「相変わらず声が大きいんですね。深夜なんですから、自制して下さい」

「それもそうだ」

　もとよりにやけっぱなしのアバンの顔が、更さらににやけた。

「さ、こちらへどうぞ。質素なお部屋ですが」

　テーブルそばの椅い子すに着席するよう、アッシュは促うながした。

「しかし君も水くさい。細かいことなど気にせず、直接俺の家に来てくれても良かったのに」

　言いつつ、アバンは席に座る。

「それはそれ、私にも矜きよう持じがありますもの。たとえ流る浪ろうの身だとしても」

　テーブルには、種々のアルコールの瓶びんが林立していた。ブレーベンブルクから持ち込んだ物ばかりである。その中からワインを選んで栓せんを開け、グラスに注ついで、アバンに差し出す。

「君は飲まないのか？」

　アバンの問いを、アッシュはオレンジジュースをグラスに注ぐ音でごまかした。

「……それでは、二人の再会を祝して」

「乾かん杯ぱい」

　チン、と二人はグラスを鳴らした。

　そこから先、要にとってはしばらく退たい屈くつな会話が続いた。会話といっても、主としてアバンばかりが喋しやべり続けていたが。アッシュが王国を出しゆつ奔ぽんしてから何があったか、ガウルバッフではいかなる動きがあったか、幾いくたびブレーベンブルクとの小こ競ぜり合いが起きたか、その小競り合いの中でアバンはいかほどの戦果を挙げたか、等々──アバンの自じ慢まん話ばかりが、ひたすらに続く。

（相手が俺だったら、一分くらいでアイアンクローをかまされているな）

　要はおびえた。これは女性から嫌きらわれる話術ってやつじゃないのか、と思わずにはいられなかった。アッシュは律りち儀ぎに相あい槌づちを打っているが、その笑え顔がおは時間の経過とともにひきつりつつある。

「──けれど、──」

　そろそろ忍にん耐たい力の限界が近づいてきたのか、アッシュは必死の話題転てん換かんを試みた。

「ガウルバッフの街は随ずい分ぶん元気がありませんね。糧りよう食しよくが欠けつ乏ぼうしているという噂うわさを聞いてますけど──」

「まったく、面めん倒どうな話だ」アバンは吐はき捨てた。「何もかも、平原の民たみの連中のせいだ。連中が補給物資を略りやく奪だつするおかげで、このザマだ。このままではあと十日ももたないかもしれん。あと一息でブレーベンブルクを制圧できるところだというのに……！」

　完全に裏が取れた、と要は確信した。大公自身が認めたのだ、もはやガウルバッフに継けい戦せん能力はない。この事実はブレーベンブルクの士気を高め、ついでにライセの立場をよくすることだろう。

「どうなさるのです」アッシュは問う。「一いつ旦たん手を引くおつもりですか？」

「ここまで来ておいて、引けるものかよ」

　アバンは語気を強め、テーブルを軽く叩たたいた。

「戦いには流れ、勢いってモンがある。流れに乗りさえすれば、十の力が二十にも三十にもなる。逆に、流れに乗れない時は十の力を十の力として発揮できないもんだ。今俺達は流れに乗っているんだ、こいつを逃のがす手はないだろう。少々糧食が足りない程度で、流れを止めることはできんよ」

　そう言い切って、ガハハと豪ごう快かいに笑う。

「そう言えば……」アッシュはさりげなく問うた。「市し井せいにて、異邦人オーバージーを監かん獄ごく島に送るとか言う噂話を聞きましたけど、あれはどういうことなのです」

「それも実に不ふ愉ゆ快かいな話だな」瞬しゆん時じにアバンの顔は曇くもる。「奴やつらは脱だつ走そうを図はかったのだ。貧乳どもへの扱あつかいが我が慢まんならんとかいう信じがたい理由でな。まったく、異邦人どもの考え方は理解できんよ」

　こっちもあんたの考え方は理解できねーよ、と要は内心でツッコミをいれた。胸の小さい女性は差別、虐ぎやく待たいして良い、というイセス・メリアの「常識」は、特に王国上層部の人間にとっては岩がん盤ばんのように強固であるらしい。

「一人は取り逃にがしてしまった。ブレーベンブルクに亡命した可能性が高いだろうな。だが、もう一人は捕つかまえて俺の家の地下室に入れてある。発表した通り、三日後に監獄島に送ってやるよ。ただしそいつは、罠わなだ」

「罠？」

　何も知らないふりをして、アッシュは首を傾かしげた。

「その通り」得意になってアバンは続ける。「逃がした異邦人は、仲間を助けることを条件にブレーベンブルクに協力するだろう、と踏ふんでいる。当人か、あるいはブレーベンブルクのエージェントが、異邦人を救うためにこっちにやってきているはずだ。護送は、そいつを誘おびき出すための罠よ。そこを逆に捕まえてやるのさ。当人ならばそれでよし、別人ならばそいつを人ひと質じちとして身み柄がらの交こう換かんを要求するって寸法だ。和平をちらつかせてやれば、受けるべきか蹴けるべきか、連中は戸と惑まどうだろうよ。戸惑っているところに攻こう撃げきをかけて、一気に叩き潰つぶしてやる」

　アッシュがブレーベンブルクのエージェントである可能性について、アバンはまるで考えていないらしい。要は笑い声を上げたくなるのを必死に我慢しなければならなかった。

「それは……素す晴ばらしいアイデアですね！　さすがアバン様」

　アッシュが話を合わせるものだから、茶番ぶりも倍増しである。

「そうだろう、そうだろう」

　そんなことはつゆ知らず、アバンは自己満足に浸ひたった。

「ブレーベンブルクごとき小国の一つや二つ、赤子の手をひねる程ほどの苦労もないさ。この俺にかかってはな」

「それはそれは。……あっ」

　不意に、アッシュはグラスを倒たおしてしまった。中のオレンジジュースがこぼれて、ドレスの裾すそを濡ぬらす。

「申し訳ありません、粗そ相そうしてしまって……」

　即そく座ざにナプキンを取り、アッシュはテーブル上を拭ぬぐう。それから自分のドレスを見て、

「これは……すいません。ちょっと、失礼しますわ」

　席を立ち、目を丸くしているアバンを尻しり目めに足早に寝しん室しつへと滑すべり込む。

　寝室へとやってきたアッシュは、ベッド上の毛布を両手で摑つかむと、要の頭を搦からめ捕とった。

「！」

　要の視界は突とつ然ぜん真っ暗になった。思わず叫さけびたくなるのを必死にこらえていると──すぐそばに、同じ毛布を被かぶったアッシュの顔があることに気づく。

「突然何すんだ」

　要が小声で問うと、

「声が漏もれないようにしているの」

　苛いら立だちのこもった声を、アッシュは絞しぼり出した。

　その声で要は納なつ得とくした。忍にん耐たい力が限界に来て、愚ぐ痴ちをこぼさずにはいられなくなったらしい。

「お疲つかれ様」ねぎらいの言葉を掛かける。「あんなアホに話を合わせなきゃならねーなんて、地獄の試練だ」

　すっかり疲れ切った表情を、アッシュは見せた。

「あの人、しばらく会わないうちに、頭の悪さに磨みがきがかかったみたいね」

「頭を磨いた結果、脳のう味み噌そのシワがつるつるになったってとこか」

「そうとしか思えないわ。本当につらい」

「傍はたから見てる分にはクソ面おも白しろかったけどな。唇くちびるを押さえつけてどうにか笑い声を我慢した」

「だったら私と代わりなさい」

「無理を言うな。俺の尻しりをあのごついオッサンに提供するつもりかよ」

「なんでそこまで話が飛ぶのよ。私はアバンに何一つ提供するつもりはない」

「思いっきりアルコールを提供しているように見えるが」

「人の揚あげ足取らないの。まったくもう……」

　しばし、アッシュは顔を要の肩かた口ぐちにうずめ、ぐったりとした。髪かみのいい匂においが、要の鼻をかすめる。

「……温かい……」

　ぽつりとアッシュは呟つぶやいて──静かに頭を起こした。

「とはいえ、永遠にこんな格好でいるわけにもいかないわね」

「あいつを箱の中に押し込むまでの我が慢まんだ。もう一息、頑がん張ばれよ」

　そう励はげまして、要は毛布を取り上げた。そして、あらかじめ用意していた、紙に包まれた粉薬を手て渡わたす。睡すい眠みん薬やくである。

　無言で、アッシュは粉薬を受け取った。手て袋ぶくろの内側に隠かくした後、要と視線を交かわす。

　行ってこい、と要はアッシュを軽く叩たたいた。アッシュは頷うなずいて、寝室から出て行く。

　要は再び、節穴に目を合わせた。

「すいません、時間取っちゃって」

　謝りながら、アッシュは部屋に戻もどった。アバンは鷹おう揚ように頷いて、雅が量りようを示した。

「君があのようなヘマをやるとは珍めずらしい」

「少し疲れているのかもしれませんわ。……ところで、まだお飲みになりますよね？」

　手元にウォッカの瓶びんを引き寄せながら、アッシュは尋たずねる。

「無論だとも」アバンは髭ひげを撫なでた。「この程度では飲み足りないな」

「それでは、一いつ杯ぱいお作りしましょうか。スクリュードライバーでも」

　アバンの眼前で、アッシュはカクテルを作り始めた。

「……そろそろ、ローソクが消えそうですね」

　作業をしながら、アッシュは明かりに目をやる。どのローソクもかなり縮みつつあった。

「アバン様、申し訳ありませんけど、ローソクの交こう換かんお願いできますかしら？」

「お安い御ご用ようだ」

　言われるまま、アバンはローソクの交換作業を始めた。部屋の一いち隅ぐうに置いてあった紙箱からローソクを複数本取り出して、別の燭しよく台だいに立て、火を移していく。

　アバンがローソクに注意を向けている間に、アッシュはこっそりと眠ねむり薬をカクテルの中に落とした。サラサラという音も、マドラーの音でかき消される。存分にかき混ぜ、アバンが作業を終えたところに、

「ありがとうございます。さ、どうぞ」

　スクリュードライバーを差し出した。

「頂こう」

　アバンはグラスを手に取り、口をつける。一気に半分くらい飲んでしまった。

「……うん。口当たりがいい。君はカクテルを作るのも上手うまいんだな」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　笑え顔がおを、アッシュは浮うかべた。

　あれは、ことをうまいことやり遂とげた満足感の笑顔だな、と要は悟さとった。

　あとは、アバンが眠気に負けるのを待つばかりだ。とはいえ、どの程度時間がかかるのかは神のみぞ知る、だ。少なくとも、ドラマでの毒殺シーンみたいに、飲んで一分も経たたずにぱたりと倒たおれる、なんてことはないだろう。多分、いましばらくはアバンの繰くり言につきあう必要がある。

　そこそこ飲んでいるはずだが、アバンの所作に酔よった様子はなかった。顔色は──ローソクの光の下では判別しにくい。酒が回りにくい体質だと、薬も回りにくいんじゃないか──要は少し心配になってきた。

　長期戦を覚かく悟ごすべきか、と悟って、要は一いつ旦たん目を壁かべから離はなした。音を立てないように注意しながらゆっくりと身体からだを傾かたむけて、何の気無しに、開け放ったままの窓の外を見やる。と──引導士が、右から左へ飛んでいく姿が見えた。

　何の用事か知らないが、こんな時間にご苦労なこった──などと思っていると、要の視界の中で引導士は静止した。まるで要のことを見返しているかのように、しばしこっちを向いたままでふわふわと浮き続けていたが──

　突とつ然ぜん、伴ともなっていたソールドを二枚、墜おとした。

　ターゲットは──隣となりの部屋！

「アッシュ！　危ない!!」

　作戦がパーになる、と一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんしたが、命には代えられない。要は叫さけぶと同時に、扉とびらを蹴けり開けた。

　その瞬間──要の眼前で、ソールドが窓を砕くだいて飛び込んできた。

「…………!!」

　間かん一いつ髪ぱつで、アッシュはソールドを回かい避ひしていた。要の側そばへと飛んで、要とともに寝しん室しつに飛び込む。

　アッシュと激げき突とつする寸前、要はアバンの驚おどろき顔を見た。部屋の入口側へ飛んでソールド直ちよく撃げきを避さけつつ、目を大きく剝むいていた。

　わずかに遅おくれて二枚目のソールドが壁を粉ふん砕さいして部屋に着ちやく弾だん、テーブルをひっくり返した。酒瓶とローソクが派手に飛び散る。すぐに炎ほのおはアルコールに引火し、あちこちに広がっていく。

　アッシュは要ともみ合った格好のまま、進路を変えて寝室の窓から空へと飛び出した──ソールドを伴って。

「ムググッ」

　視界をあらかた遮さえぎられたまま、しかし要もどうにかソールドを摑つかんで、宿屋を脱だつ出しゆつ。空中でアッシュを引きはがし、状じよう況きようの把は握あくに努める。

「何が起きたの!?」

　アッシュの問いかけに、

「あいつだ……！」

　要は前方を指さした。

　先さき程ほどの引導士が、たった今宿屋を破は壊かいしたソールドを手元に引き寄せていた。アッシュ達の姿を見かけると、視線を投げて──

「どっちだ？　アシュラータ・アムルーって奴やつは！」

　と問いかけた。

　異邦人オーバージーの男だった──その衣装から察するに。まるで十年来の引導術の使い手であるかのような余よ裕ゆうの笑みを見せながら、宙にふわふわと浮いている。

「そんなもん、見りゃわかるだろ！」

　と言い返してから、要は自分が女装したままであることを思い出した。

　少女の外見をした人物が男性の声を放ったことに、男は驚きの表情を見せた。

「おいおい、大公閣下はそんな趣しゆ味みの持ち主だったのかよ？　こいつは驚きだな！」

　違ちがうぞ！　と要は絶ぜつ叫きようしたかったが、誤解を解くだけ無む駄だというものだ。代わりに、

「それより、おまえ、何者だ！」

　誰すい何かの声を投げかける。

　答えは、意外な方向から飛んできた。

「彼の名前は兎々木周人。この間、スキントン村の近在に墜おちてきたばかりの異邦人だよ」

「……アリメルド！」

　仇きゆう敵てきの声に、アッシュは頭上を振ふり仰あおぐ。

　白スーツにマントの男が、頭上の高い位置に浮ういていた。身体の前面を地面の側に向け、要とアッシュを見下ろしている。

「久しぶりだね、アシュラータ君。スキントン村では会えなかったが、君の美び貌ぼうが相変わらずで何よりだ」

「なんであなたがここにいるの！」

　アリメルドは問いかけを無視して、

「閣下！　閣下！」

　ホテルに向かって呼びかけた。

　炎は猛もう烈れつに勢いを増しており、煙けむりがもくもくと立ち上っている。その煙の中に人ひと影かげが現れたかと思うと、

「ゲフッ！　ゲホン！」

　地を揺ゆるがすような咳せき込みの声。

　アバンが出てきて、煙とともに空へと上ってきた。すぐにアリメルドの姿に気がついて──

「貴様！　何故なぜここにいる！」

　アッシュと同じ質問を投げた。

「まことに失礼だったとは思いますが」アリメルドが言った。「閣下が出立した後、マルドナード氏がうっかり漏もらしましてね。アシュラータ君が嚙かんでいるならばどうせろくでもないことが起きるに違いない、とすっ飛んで来たのですよ」

「無ぶ粋すいなことを！　さっきまでいい雰ふん囲い気きであったものを、ぶち壊こわしにしてくれたな！」

　アバンは摑みかからん勢いでアリメルドに迫せまった。しかしアリメルドは冷静そのものだった。

「座視するわけには参りませんよ。閣下にもしものことがあったら、私はまたパトロンを探す旅に出なければならなくなるのですからね。……アシュラータ君が同盟に身を投じ、エージェントとして活かつ躍やくしていること、ご存じありませんでしたか？　彼女が王国に帰りたいなどと思うわけがないではありませんか。一言相談して頂ければ、逆に彼女を捕つかまえる方策も立てられたものを……」

「うるさい！」アバンは怒ど鳴なる。「アッシュは『王国に帰りたい』と俺に訴うつたえてくれたぞ！　アッシュが噓うそなどつくものか！」

　そして、助けを求めるようにアッシュを見やった。

　一いつ瞬しゆんアッシュは迷ったが、演技を続けることにした。

「そうです、アバン様！」必死に訴えるふりをする。「私は心の底から、王国に帰りたいと願っているんですよ……！」

「噓だな！」

　突とつ然ぜん、周人が口を挟はさんだ。

「この女は噓をついてるぜ！　閣下、今こいつが一瞬迷ったの、聞いてただろ!?」

　たしかに、致ち命めい的てきな一瞬だった──要も認めざるを得なかった。アバンに疑念を抱いだかせるに十分だ。そして、周人の指し摘てきが楔くさびとなり、アバンの心に深く打ち込まれ──

「アッシュ……！　噓をついていたのか……！」

　アバンはアッシュに問いかける。

「その通りよ！」

　アッシュは、演ずることをやめた。

「誰だれが王国に戻もどろうなどと思うものか！　あなたを呼びだしたのは、あなたをさらってブレーベンブルクに連れ去るためよ！」

　ガーン、と頭を殴なぐられたような表情を、アバンはした。

「そうでなければ、誰があなたなどとサシで会ったりするものか！」アッシュの叫さけびはまだ続く。「まるで興味がわかないどうでもいい自じ慢まん話ばかり延々と話してくれて……頭の悪さに磨みがきがかかったみたいね、お義兄にい様！　あなたみたいなアホと結けつ婚こんしなくちゃならないなんて、その点ばかりはヘイルメリーに同情するわ！　一人でこっそりここまで来たのも、あわよくば私をベッドに連れ込むつもりだったからでしょう！　この性せい欲よく原理主義者！　ド変態！」

　アッシュが悪態をつくたびに、アバンの顔は赤黒く染まっていった。

「アシュラータ君がヘイルメリー君に同情するなんて、よほどのことですな」

　ついでに、アリメルドが火に油を注ぐようなことを言う。アバンはアリメルドをギッと睨にらみ、「おっと」とアリメルドは自分の口を手で塞ふさぐ。

「き──き──君は──」

　アッシュに対し、アバンは声を絞しぼり出す。怒いかりのあまり呂ろ律れつが回らないという風。

「君は──心の底でそんな風に思っていたのか──」

「私があなたのことをこれっぽっちでも尊敬してると思ってらしたんですか？　勘かん違ちがいも甚はなはだしいですよ、このミジンコ以下のゴミクズ人間！」

「おいアッシュ、その辺にしておけよ！」

　要はアッシュを制した。こうなった以上、逃にげなければならないはずだが、アッシュは義兄あにを罵ば倒とうすることばかりに熱中してしまい、立場を忘れてしまっているように見えた。

「……ブチ殺す……ブチ殺してやる！」

　アバンは宣言すると、まずアリメルドを睨んで、

「貴様のソールドを貸せ！」

　と要求した。

「どうぞどうぞ」

　議論する余地はない、と見てアリメルドはすぐさまソールドを離はなした。二枚のソールドは大地の引力に引かれて落ち始めるが、

「アァァァァ──シュッ!!」

　アバンが摑つかみ直して、墜おとす。ソールドはカーブを描えがいて、アッシュ目がけてまっすぐに向かってきた。

「醜みにくいったらありゃしない……！」

　アバンに向かって、アッシュは墜ち始めた。

「おい!?」

　逃げるんじゃないのか、という要の予想とは正反対に、アッシュは突つっ込んだ。

　自分の前方に攻こう撃げきソールドを置いて、アバンのソールドを二枚とも弾はじき、

「はああ──ッ！」

　防ぼう御ぎよソールドとともに、アバンへチャージを仕し掛かけた。

「ぬうッ!?」

　さすがにこう来るとは予想していなかったらしく、アバンは慌あわてた。身体からだをひねりながら全力で真横に墜ち、アッシュの防御ソールドを回かい避ひ。

「死ぬのはそっちよ！」

　くるりと身体を回転させ、アッシュはアバンの姿を視界内に捕ほ捉そく。そこへ、遅おくれてやって来た攻撃ソールドを放り込み──

「させるかよ！」

　周人がソールドを割り込ませた。二つのソールドは空中で激げき突とつ、あらぬ方向へとはじき飛ばされる。

「チッ！」

　舌打ちして、アッシュはそのまま通り抜ぬけ、大きなカーブを描いて墜ちる。

「アッシュ！」

　その先へと、要は自ら回り込んだ。

「あなたは左へ回って！」アッシュは要に指示を下した。「私は右から攻せめ立てる！」

「逃げるのが先だろうが！」要は反論した。「ここで争っていいことは何もないぞ！」

「何言ってるの!?　アバンとアリメルドを始末できるチャンスなのよ!?」

　なおも食い下がるアッシュに対し、

「アレを見ろ！」

　要は西の空を指さした。

　西の空から、ガウルバッフ兵とおぼしき人ひと影かげが接近しつつあった──しかも、かなりの数。ざっと見、十数人いる。

　西の空ばかりではなかった。北、南、東からも、ガウルバッフ兵が集まりつつある。

「……あなたの言う通りね」

　突とつ然ぜん、狂きよう熱ねつから冷めたかのごとく、アッシュは落ち着いた声を漏もらした。

「逃げるぞ！」

　アッシュとともに、要は全力で斜ななめ上方へと墜ちた。

「な……なんだ、この数！」

　アバンもまた、この光景に驚おどろいている一人だった。

「アシュラータ君が来ていると聞いたので、マルドナード氏にかき集めてもらったんです」

　アリメルドの説明に、

「な、なるほど。やるじゃないか」

　口を半ば開けたまま、アバンは二度三度と頷うなずいた。

「あいつらを捕つかまえるか殺すかしたら、特別報ほう酬しゆうをお願いしますよ！」

　そんなアバンの眼前を、周人がソールドを伴ともなって墜ちていく。

「待ちやがれ、この変態野や郎ろう！」

　防御ソールドは手元に残しつつ、攻撃ソールドを加速させ、要達を追った。

「誰だれが変態だ！」

　叫さけびながら振ふり返り、要は周人のソールドを視し認にんする。墜つい落らく速度はソールドの方が速く、じわじわと距きよ離りを詰つめてくる。

「こっち……！」

　要の注意を惹ひきながら、アッシュが軌き道どうを曲げる。兵士達のいない方向、天頂方向へとぐんぐん上じよう昇しよう。要もそれに従って後を追いかける。

　周人のソールドも、追ってくる。

「変態以外のなんだってんだ！　男のくせにそんな格好しやがってよ！」

　要達の動きを見て、周人も素す早ばやく進路を変へん更こうした。要達の行く先へ回り込もうと試みる。

「好きでこんな格好してるんじゃねー！」

　要は大地からの引力を捕まえて、下方へ沈しずんだ。そして、ソールドを一枚周人へと放つ。

　要のソールドと周人のソールドは、真っ向からの衝しよう突とつコースに入った。これで弾き返して時間を稼かせぐ──と要は算段したが、

「フン！」

　周人の軽い手の一ひと振ふりとともに、ソールドの軌道が曲がった。

　ソールド同士の接せつ触しよくは、わずかにこすれるだけで終わった。周人のソールドが、要目がけてまっしぐらに墜ちてくる。瞬しゆん時じに眼前に迫せまり──

「この……！」

　防ぼう御ぎよソールドの面を押し出して、要は攻こう撃げきを弾いた。さすがこれも避さけることは叶かなわず、周人のソールドは乱転してあらぬ方向に飛ぶ。その間に要は再び墜落進路を曲げて逃にげ、アッシュと合流した。

「あの野郎、なかなかやりやがる！」

「異邦人オーバージーだもの、当然よ……」

　焦あせる要に、アッシュは言葉を返す。

「これはちょっと、まずいわね……」

「なに」

　妙みように弱気な発言に、要は眉まゆをひそめた。

「冗じよう談だんはよせよ。たしかに連中、頭数はいるが、逃げるくらいなら何とかなるだろ」

「申し訳ないのだけど……私……戦力になれないかも……」

　カクンカクンとアッシュは鳩はとのように頭を振った。

　何かおかしいぞ、と要はアッシュを注視し──そして気づいた。

　アッシュは、墜おちながら睡すい魔まと戦っている。

「おいコラ！」要はアッシュの肩を摑つかんで揺ゆさぶった。「なんでこんな時にうとうとしてんだよ！　子供か!?」

「……ム……眠ねむい……」

　半ば目ま蓋ぶたを閉じかけながらも、まずい事態になっていることは自覚しているらしい。アッシュは要の身体からだに腕うでを回し、がっちりと抱だきしめた。

「お願い……捕まえて……」

　もはや議論の余地はなかった。このままアッシュが眠ってしまったら、引導術は解け、地上に落ちてしまう。

　要もアッシュの背に手を回して、がっちりと組んだ。

「どうしちまったんだよ、一体！」

　と言ってから、要はある可能性に気がついた。アッシュが誤って自分の飲み物に眠り薬を入れてしまったという可能性に。

「まさか自じ爆ばくしたのか!?　待ってくれ、こんな時にドジやらかすなんて、冗談だろ!?」

「……そんなはずは……おかしい……」

　もはや思考能力すら停止寸前のようだった。アッシュは小声で呟つぶやくばかりである。

「…………クッ！」

　アッシュのミスをあげつらうのは、後回しだ。周囲を見み渡わたして、要は状じよう況きよう把は握あくに努める。

「どらぁぁぁぁ──ッ!!」

　直線的に墜ちてくるアバンに、追いつかれつつあった。曲線的に追ってくる周人はまだ遠いが、周人の操あやつるソールドがすぐそばでぴたりと追つい尾びしている。そして、その後背には押し寄せる兵達。

「…………」

　がくり、とアッシュの頭が落ちた。完全に意識を失ったのだ。要の腕の中で、アッシュの身体が重さを増す。

「大ピンチにも程ほどがある！　俺一人で凌しのげってのか！　目を覚ませよアッシュ！」

　力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめながら、要はアッシュを思い切り揺さぶった。ドレスからおっぱいがはみ出そうが知ったことか、という勢いで。けれどもアッシュは目を覚まさない。アッシュの摑んでいたソールドが解放され、放物線を描えがきながら地上に引かれていく。

「ム！」

　この妙な動きを、周人は罠わなの前兆と受け取った。

「閣下！　そこに突つっ込むのはよした方がいいぜ！」

　すぐさま忠告を投げたが、

「まとめてブチ殺すッ！」

　アバンはまったくためらわなかった。二枚のソールドを引き連れて突っ込む。

「こいつ……！」

　アバンにじわじわと距離を詰められていることに気づいて、要は戦せん慄りつした。怒いかりのあまり、激げき突とつの恐きよう怖ふを忘れ、全速力で墜落しているのだ。

「寄ってくるな！」

　ソールドを一枚、逆方向の引力に委ゆだねてやる。ソールドは急激減速し、ある一点で静止すると、進路を百八十度転てん換かんして墜ちていく。一挙にアバンの鼻先へと迫せまるが、

「小こ賢ざかしい！」

　自分のソールドを前面に立てて、アバンは要のソールドを弾いた。更さらに距きよ離りを詰つめて、腕を伸のばし、アッシュの髪かみを摑もうとする。

「アッシュを返してもらうぞ！」

「うるせー！」

　身体をねじって、要は自分の背をアバンに向け、アッシュを守った。馬蹴げりの要領でキックを繰くり出し、突き放そうと試みるが、

「フン！」

　キックを胸むな板いたに食くらいながらも、アバンは要の足を捕つかまえた。

「あづあ！」

　凄すさまじい握あく力りよくだった。足首を握にぎり潰つぶされる、と要は恐怖を感じ、

「離はなせよ、この！」

　逆の足でアバンの顔面に踏ふみつけのような蹴りを何発も食らわせる。

「……うざいわ！」

　怒りに任せ、アバンは握っている足首を思い切りねじった。

　激痛が走るとともに、要の視界が急回転した。足首がアバンの手から離れたのを感じるが、数秒間上下感覚を失う。

「うおおッ」

　感覚を取り戻もどした瞬しゆん間かん──アバンの巨きよ大だいな右手が、眼前に迫っていた。

「死ねッ！」

　片手で、アバンは要の首を握って絞しめ上げた。

「おごおおッ」

　自分でも信じられないような不気味な吐と息いきが、要の口から漏もれた。左ひだり腕うででアッシュを抱かかえたまま、右手でアバンを引きはがしにかかるが、丸太のような腕はびくともしなかった。

「フハハァ──ッ！」

　勝利を確信したアバンが、更に握力を込める。

「このまま首の骨を砕くだいてくれるわ！　それともじわじわ窒ちつ息そくする方がいいか!?」

　とどめとばかり、左手も伸ばしてきた。要は、右手をアバンの左手の抑おさえとして使わざるを得ず、首を絞める指はますます深く食い込んでくる。

（俺は……死ぬのか……!?）

　要の視界は、真っ白に染まりつつあった。アバンにソールドをぶつけなければ、と思うものの、もはや細かい動きを指定できるほどの集中力は残されていない。強ごう引いんに引き寄せれば、アバンのみならず要自身、あるいはアッシュをも引き裂さく恐おそれがある。

　だが、何かしなければ、殺される。

　要は自じ爆ばく覚かく悟ごで、最後の意志の力を振ふり絞しぼった──

　──次の瞬間。

「んぬう!?」

　突とつ然ぜん、強い力とともにアバンが引きはがされた。

　要は突然解放された。頸けい動どう脈みやくで留まっていた血液が一気に脳へと押し寄せる。ホワイトアウトしかけていた視界が、瞬しゆん時じに元に戻る。何が起きた、とすばやく周囲を見み渡わたして──誰だれかのソールドが、アバンをアバンのソールドごと打ったのだと悟さとる。

　要の斜ななめ上方で、アバンは姿勢制せい御ぎよ不能状態に陥おちいっていた。

「このッ！」

　咄とつ嗟さに要はソールドを投げて、アバンの両断を狙ねらう。

「クソがッ！」

　身をねじり、アバンは自分のソールドの陰かげに隠かくれようとするが──横から飛んできた別のソールドが、盾たてとすべきソールドを外へ弾はじき出した。

　要のソールドが、アバンの足に衝しよう突とつする。

「ああッ!?」

　アバンの足を断たつことはできなかったが、アバンの身体からだはぐりんと半転した。ますます要から遠ざかる。

　追い打ちを掛かけたい──要は一いつ瞬しゆんそう思ったが、自制した。アッシュを抱えた状態で、自由には動けない。はやる気持ちを抑え、地面方向へ急降下を試みる。

「待ちやがれ！　この変態野や郎ろう！」

　かなり後方から、周人が声を飛ばしてきた。が、もはや追いつける距離ではない。要はガウルバッフの街並み、暗い影かげの中へと紛まぎれ込んだ。




「閣下！　大だい丈じよう夫ぶですかな」

　少々遅おくれて、アリメルドがアバンのもとに墜おちてきた。

「貴様、今まで何をしていた！」

　痛みに顔をしかめながら、アバンは怒ど鳴なりつける。

「私のソールドを持っていったのは閣下でしょう」

　すぐに言い返されて、アバンは黙だまり込んでしまった。

「それより、ソールドで一発ヒットされたようにお見受けしましたが……」

「この通りだ！」

　アバンはズボンの裾すそをたくし上げ、自分の足首を提示した。くるぶしの上あたりに、しみのようなものが広がっていた。生々しい、内出血の跡あとである。

「おのれ……あと一息で二人とも殺せたものを！」

「そのようでしたな。しかし閣下一人で突つっ込むのは感心しませんな」

「なんだと！」

　怒ど声せいを、アバンは放った。ほとんど反射的だった。

「貴様、俺のやることにケチをつけるのか!?」

「閣下、さっきも言ったでしょう。私としては、パトロンに死なれては困るのですよ……」

　とアリメルドは言ってみたものの、アバンの怒ど気きは引っ込まない。

　短く息をついた後、アリメルドは矛ほこ先さきを変えた。

「閣下の身体は、もはや閣下一人のものではないのですよ。万が一のことがあったら、ヘイルメリー君がどんな顔をするやら」

　アリメルドの読みは当たった。アバンは気勢を削そがれ、口元を引き結ぶ。

「兵士達に、あの二人の捜そう索さくをさせています」アリメルドは続けた。「どうせすぐに見つかりますよ。閣下はどんと構えて、待っているだけでよろしい」

「そうだな……」

　と言って、アバンは大きなあくびをした。緊きん張ちようが解けたせいか、急激な眠ねむ気けに襲おそわれる。

「お疲つかれのようですな」

　アリメルドは、天頂方向にある島、アバンの私し邸ていが建っている島を指さした。

「一いつ旦たんお戻もどりになった方が良いでしょう」

「そうするか……」

　従しよう容ようと、アバンはアリメルドの進言に従った。眠気と戦いながら、私邸へと墜ちていく。

　やれやれ、とアリメルドは無言で肩かたをすくめた。







「……誰だ!?」

　地上、ガウルバッフの街の片かた隅すみに着地してすぐ、要は他人の気配を感じた。アッシュを抱だき直しながら、本能的にソールドを浮うかせるが──

「……おいおい。命の恩人に、ソールドをプレゼントする気かよ？」

　女性の声がして──人が一人、陰の中から姿を現した。ゆったりとした足取りで、要を刺し激げきしないように歩み寄ってくる。

「命の恩人……」

　少し考えて、要はその言葉の示し唆さするところを悟った。

「あんたが、ソールドを投げ込んでくれたのか？」

「その通りだよ」

　母なる月の輝かがやきのもとで、女性──少女は立ち止まった。見た目、要と年ねん齢れいは同じくらい。その顔に張り付いている余よ裕ゆうの表情、妙みように落ち着き払はらった態度は、歴戦の引導士ハイダイバーであることを暗示しているように思えた。ただ、その顔つきは、異邦人オーバージー風に見える。

「感謝はするが、どういうつもりだ」

　警けい戒かいを解かず、要は問いかける。

「何故なぜ俺達を助けた？」

　問われて、少女は虚きよをつかれたような表情を浮かべた。

「おいおい、待ってくれよ！　久しぶりの再会だってのに、それは冷たいんじゃないの、要！」

「何？」

　なんで俺の名前を知っているんだ、と問いかけて、要は少女が髪かみ飾かざりをつけていることに気がついた。

　いや、それは正確には、カチューシャだった。片側から馬の首が生えている、極きわめて特とく徴ちよう的なカチューシャ。
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「おい!!」要は目を剝むいた。「そのカチューシャ、なんでおまえがつけてんだ!?」

　少女に詰つめ寄ろうとしたが、アッシュを抱きかかえている現状、簡単には動けない。アッシュを一いつ旦たん寝ねかせるべきか、あるいは抱いたまま少女のもとへ墜おちていくか、判断に迷った瞬しゆん間かん──

「そりゃ、持ち主だからに決まっているだろう」

　闇やみの中から、もう一人の声。

　聞き覚えのある声だった。

「神護……!?」

　顔を横に向けて、要は予期していたものを見つけた。懐なつかしき顔、竹内神護の顔を。

「久しぶりだな」

　感動の再会シーン──であるはずだが、神護は無表情のままだった。

「生きていたんだな！」

　対照的に、要は満面の笑えみを浮かべた。疲れ切っていたにもかかわらず。

「可憐は──可憐はどうしたんだ!?　そこに、可憐のカチューシャをつけた奴やつが──」

　大切なことを要は問うたが、その言葉は途と中ちゆうでかき消える。

　さっき、神護は──「持ち主だからに決まっている」と言った。ということは──

　改めて、要は少女の姿を観察する。髪かみ型がたはサイドテールのままだし、体型も可憐そっくりだ。

　よく見たら、顔も。

「おい、まさか──」

　両目に驚きよう愕がくの色をたたえながら、要は少女と神護を交こう互ごに見やる。

「想像の通りだ」神護が言った。「……いや、ちょっと想像しがたい状態になっているというか、──」

「俺だよ、俺」

　つかつかと少女は要のもとまで歩み寄り、軽く胸を叩たたいた。

「秋あき篠しのエレナだよ。忘れたの？」

「はあ……!?」

　突とつ然ぜん出てきた名前、遠い過去に死んだ幼なじみの名前に、要は絶句した。

「説明すると長くなるんだが……」

　神護も歩み寄ってきて、少女のそばに立ち、肩に手を置いた。

「エレナだ。今、可憐の身体からだには、エレナの魂たましいが宿っている」

　この上ない真しん剣けんな表情で、神護はそう言い切った。

























「こちらの隠かくれ家に、リーダーがいらっしゃるそうです」

　とマリア・レフトウィッチが神しん護ごと可か憐れんに言ったのは、平原の民たみの隠れ家にやってきて三日目のことだった。

「リーダーだあ？」

　壁かべ際ぎわの寝ね椅い子すに腰こし掛かけた可憐が、首だけ動かして問い返す。

　スキントン村にて二日間、ロープで縛しばられて枝から吊つるされ続けたという目に遭あった可憐は、この三日間を療りよう養ようにあてていた。大おお怪け我がこそしていなかったものの、体力の消しよう耗もうは著いちじるしく、まともに身体を動かせない状態だった。

「そいつはいい。俺も、そろそろ寝たきりの生活に飽あきてきた」

　身体を起こして、可憐は立ち上がろうとした。が、まだ全快にはほど遠く、その動作は遅おそい。

「おい、まだ無理をするなよ」

　と言いつつ、神護が寄り添そい、助け起こしてやる。

「ありがとよ、神護」

　どうにか可憐は二本の足で直立し、壁かべにもたれた。

「ああ畜ちく生しよう、まだロープが食い込んだところが痛いてえ」

　ひょいと上着をめくりあげ、素す肌はだを露あらわにする。

　鳩尾みぞおちの部分に、痣あざが横に広がっていた。ロープで縛られ続けたが故ゆえの痕あとである。これでもかなりましになった方ではあるが、完全に消え去るのはまだまだ先のようだ。

「しまえよ」

　目をそらして、神護は手をひらひらと上下させた。

「はいはい」可憐は上着を元通りにする。「可憐はこんなことしねえってか？　ま、そうだろうけどな」

　口元を吊つり上げて、可憐は笑った。

「…………」

　どう応じればいいのか、神護はわからなかった。

　現在、可憐の身体には別人格が宿っている──そう表現するしかない状じよう況きように陥おちいっている。別人格の名は秋あき篠しのエレナ。神護達の幼なじみの一人で、中学生の時に事故死した少女だ。

　心理学やら精神病理やら、専門的なことを神護は知らない。だから、素人しろうと的な判断を下すよりないが──イセス・メリアに墜おちてきて以来、可憐は心身共に強きよう烈れつなストレスを溜ためていた。一時、スキントン村という集落に転がり込んで、落ち着くことができたと思ったが、すぐに騒そう動どうに巻き込まれた。しまいに、可憐達を世話してくれた村の恩人が眼前で惨ざん殺さつされるという光景が最後の一いち撃げきとなり──可憐の心のタガが外れた。

　以前から、可憐は「エレナみたいな強い心の持ち主になりたい。エレナになりたい」と言っていた。極限まで追いつめられた可憐は、それを実際に実行してしまったのだ。

　あれから三日、可憐の人格が戻もどってくることはなかった。本当にエレナの魂たましいが取り憑ついてしまったかのように、可憐はしゃべり、行動している。可憐の心は不可逆な変化を果たしてしまったのか、あるいは今からでも呼び戻そうと思えば可憐の人格を呼び戻せるのか、神護には判断がつかなかった。

　できることならば、可憐を元通りにしてやりたい。だが、極きわめてデリケートな問題である。無理に可憐を呼び戻そうとすれば、可憐の心は致ち命めい的てきなダメージを受けてしまうのではないか──それを思うと、思い切ったことはできない。可憐の心は、イセス・メリアの現実に耐たえきれず、引きこもってしまった。それを無理に引っ張り出して、いいことがあるのだろうか？

「そんな顔すんなよ」

　可憐は、神護の肩かたを軽く叩たたいた。

「あんまり難しく考えんな。俺はちゃんとやっていける」

　一方で、この三日間、可憐の様子が完全に落ち着いているように見えるのも、事実ではあった。可憐のメンタルは奇き妙みような安定状態にある。このままにしておいた方が、可憐のためにもいいのではないか、とも思える。イセス・メリアの現実と戦うため、可憐はこの人格を前面に押し立てた──という解かい釈しやくも、取れないことはない。

「……わかったよ、エレナ」

　さしあたり、彼女のことは「エレナ」として扱あつかう。神護はそう心に決めていた。

「で、……」可憐はマリアに視線を向けた。「リーダーってのは、いつ来るんだい」

「明日だそうです」

　落ち着いた声で、マリアは答えた。

　彼女は平原の民の構成員で、かつ数少ない引導士ハイダイバーである。

　平原の民は、メドラニカによって差別される貧乳の人々を救い、鬼き畜ちくのごとき巨きよ乳にゆうどもを排はい除じよする、という思想を掲かかげる組織である。であるが故に、宿命的に、引導士の数は少ない。まともに引導術を使えるのは、男性か、異邦人オーバージーか、異邦人の血を引く人間のみである。マリアは過去にイセス・メリアにやってきた異邦人の子孫だった。

「リーダーは、あなた達二人に是ぜ非ひお会いしたいとか」

「ふうん。重要人物扱いってわけ？　悪くないね」

　可憐は満足げに笑った。

「異邦人は、戦力として重要なんだろう」

　神護は冷静に言った。

　またもや運命の分かれ道だ、と神護は考える。この団体、平原の民に頼たよるべきなのだろうか。

　ここは異世界、頼れる身寄りなどいるはずもない。居場所を求めてあちこちさまようのは、できるだけ避さけたい。幸いにして、平原の民たみは神護と可憐を戦力として歓かん迎げいしてくれるだろう。

　問題は、平原の民の思想だ。戦力となること、戦うことを要求されること自体は、構わない。さきのスキントン村でも、神護は用心棒として、襲おそってくる盗とう賊ぞくどもを次から次へとソールドで切り裂さいた。

　ただし、あの時は「自衛」という名目があったから、ためらうことなく戦うことができた。しかし、平原の民のエージェントとして要求されるのは、能動的な戦い方だろう。自ら仕し掛かけ、引導士を殺すという行こう為いを、正当であると自分に言い聞かせることができるのか？

「話がもてるというのはいい機会だ。俺達の身の振ふり方を決める、いい材料になる」

「えっ？」意外そうな顔を、可憐はした。「身の振り方って、どういうことよ」

「平原の民に所属するかどうかを決めるってことだ」

「おいおい、今いま更さら何言ってんだよ」

　挑ちよう戦せん的に、可憐は顔を神護へ寄せる。

「俺は、平原の民のメンバーとして活かつ躍やくする気満々なんだぜ？　俺みたいな人間を、他ほかの誰だれが匿かくまってくれるってんだ」

　言いながら、自分の胸の前でさっさっと手を左右させる。スカスカという音がしそうだった。

　人格が変わったからといって、突とつ然ぜん可憐の胸が膨ふくらむわけもない。可憐のバストサイズはカテゴリＡに分類される──メドラニカ的に言えば、差別される側である。

「胸がないって理由だけでひどい目に遭あわせてきた連中を、俺は許せねえ。……ま、俺を直接ひどい目に遭わせた連中は、大たい抵てい死んでるけどね」

「……そうだな」

　神護は息を吐はき出した。

　可憐のことを考えれば、事実上、平原の民を頼るしかない。

　平原の民のリーダーが、同調できる人間であることを祈いのるしかないな、と神護は思った。




　神護達が隠かくれている島は、遠目からは単なる岩がん塊かいにしか見えない。

　大まかに言うと、縦に一本亀き裂れつが走った、縦長の楕だ円えん形状だ。その表面は岩ばかり、草木はまったく生えていない。不毛の無人島としか思えない外観だが、しかしその亀裂の内側に隠れ、大聖堂のごとき巨きよ大だい建築物が建っている。かなりの人数を住まわせることができる、平原の民の秘密基地の一つなのである。

　翌日、神護と可憐は、秘密基地の入口に出て、リーダーの到とう着ちやくを待っていた。

「……あれかね」

　空の一いち隅ぐうを、可憐が指さす。

　渡わたり鳥の群れのように、数人の人間が逆Ｖ字のような隊列を組んで、秘密基地に近づきつつあった。

　徐じよ々じよに人ひと影かげは大きくなり、姿がはっきりと見えてくる。

「先頭の方が、我らがリーダーですよ」

　つきそって出てきているマリアが、神護に言う。

「そんなところじゃないかと思っていた」

　先頭を墜おちる人物を見つめながら、神護は答えた。

　仮面で、その男性は目鼻を隠していた。従う人々は素す顔がおを晒さらしているだけに、その異質さが目立つ。髪かみは長ちよう髪はつと言うほどでもないがやや長め、よく風になびいている。体型は長身、やせ気味と見えた。

　仮面の男は顔を動かして、神護達の姿を視し認にんした。わずかに墜つい落らく軌き道どうを曲げて、墜ちてくる。減速して、音もなく着地すると、まずは可憐と相対した。

「……君が話に聞く、期待の新戦力かね」

　手を差し伸のべて、握あく手しゆを求める。

「私の名はサルベイジョン・フラットランドだ」

「俺は秋篠エレナ」

　と答えて、可憐は手を握にぎり返した。

「ふうむ……」

　手を離はなすと、フラットランドはくっと腰こしを折り曲げて、顔を一気に可憐の胸へと近づけた。

「おおぅ!?」

　反射的に可憐は身を引きかけた──が、

「大だい丈じよう夫ぶです」

　マリアが肩かたを摑つかんで押しとどめた。

「これは、入団の儀ぎ式しきのようなものだと思って下さい」

「…………」

　どうコメントしたものか、神護は言葉を失った。フラットランドは、なめるように可憐の胸をじっと見つめている。傍はたから見ると、随ずい分ぶん妙みような光景だ。

　しばしの間、その体勢を保ったまま、じっくりと観察した後──

「サイズはいくつだ」

　と、問うた。

「答えなきゃなんねえのかよ！」

　可憐は助けを求めたが、マリアは何も答えない。

「言いたくないなら、私が言おう。……七七センチというところかな」

「…………！」

　驚おどろいて言葉を失う可憐。

「フフ。当たったろ？　それにしても、素す晴ばらしいな」

　感かん嘆たんの言葉を漏もらして、フラットランドは身を起こした。

「美しい身体からだだ。貧乳は神の与あたえたもうた至上の芸術品だ。そうは思わないかね、諸君」

「…………」

　神護も可憐もぽかーんとした。

「フフ」フラットランドは小さく笑った。「称しよう揚ようされて戸と惑まどう気持ちはよく分かる。初めてその胸を褒ほめられた娘むすめさんは、皆みな一様に戸惑うものだ。これまで、他人から憐あわれみの目ばかりを一身に受けてきた胸に、突とつ然ぜん肯こう定てい的な言葉をかけられたら、誰だれだって信じられないだろう」

　両手を広げて首を左右に振ふり、大げさに嘆なげいてみせる。

「それは、君の心にメドラニカ思想が刷すり込まれている証しよう拠こだ。メドラニカを拒きよ絶ぜつしようとしても、どうしたって無意識のうちに反応してしまうものだ。貧乳を恥はずべきものと思いこんでいるから、褒められてもピンと来ない。私は、イセス・メリアのすべての貧乳女性から、そのような思いこみを排はい除じよしたいのだよ。わかってくれるかね」

　そして、両りよう腕うでを伸ばし、神護と可憐の肩を力強く摑んだ。

「そ……そうかよ」

　どうにか我に返って、可憐は笑えみを返した。

「とにかく、あんたがなかなか面おも白しろい奴やつだってことはわかったぜ」
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「エレナさん！」マリアがとがめた。「リーダーに対してそのような言こと葉ば遣づかいは、──」

「気にするな」フラットランドは鷹おう揚ように言った。「細かいことだ」

「いいこと言うね」

　可憐はフラットランドを軽く叩たたきつつ、神護を見た。

「いい人そうじゃないか。心配する必要なんてなかったんだぜ、神護」

「……そ……そうか」

　こいつは単なる貧乳大好きの変態嗜し好こう者ではないのだろうか、という恐おそれが神護の脳内をよぎったが──少なくとも、敵意は感じられない。

「ま、このような場所で立ち話もなんだ。中に入ろうではないか」

　亀き裂れつの向こう側の秘密基地を、フラットランドは見上げた。

「そうしようそうしよう」

　可憐はフラットランドの肩に腕を回した。

　平原の民たみの指導者に対する大だい胆たんな行こう為いに、マリアや取り巻きの面々は息を吞のんだ──が、当の本人はこれを面白がって、

「おいおい、これじゃ酔よっぱらいの悪ふざけじゃないかね」

　などと言いながら、自らも可憐の首に腕を巻き付ける。肩を並べて、そのまま秘密基地へと向かって歩き出した。

「ううむ……」

　困こん惑わくしながら、神護はそのあとに続いた。可憐なら──可憐の人格であれば、こんな大胆なことはしないはずだ。これを良いことと取るべきか、悪いことと取るべきか──判断のつかぬまま、神護は歩を進める。




「さて……何から話したものかね」

　秘密基地内の一室にて、フラットランドはローソクの炎ほのおを見つめながら切り出した。

「とりあえず」可憐が言った。「この基地、明るい場所はねえのかよ」

「ハッハッ」フラットランドは笑う。「そいつばかりはどうしようもないな。ここは秘密基地なのでね」

　巨きよ大だいな岩がん塊かいの中に隠かくれているという立地上、外から日の光を取り入れることは難しい。従って、室内にいる限り、昼間であろうと照明をローソクなどの火に頼たよらなければならない。

「仕方ないのはわかってるけどさあ。ここに来てからずーっと室内にこもりっぱなしなんで、飽あきてきたんだよ」

「そこは我が慢まんしてくれ、としか言いようがないな。この基地には最低限の設備しかないんだ。なにしろ、我々の主たる活かつ躍やくの場はここではないどこか、外なのでね。君達のような入団志望者を受け入れる仮の宿、というところかな」

　なるほどそれはそうだ、と神護は納なつ得とくする。ここは平原の民の数ある根こん拠きよ地のなかでも重要度が低く、必要に応じてすぐに放ほう棄きするような末まつ端たんの場所なのだろう。

「まともな場所で生活したかったら、組織のために働けってことか？」

「そういうことだ」

　可憐の問いに、フラットランドは明快に答えた。

「まあ……もっとも、君達異邦人オーバージーは特別扱あつかいするだけの価値がある。ここが気に入らないというのなら、別の基地にお迎むかえしよう。ただ、我々は君達の来歴を何も知らないのでね……どこかのスパイであるとも限らない。だから、まずはここに留めおいているというわけだ。あれだよ。学生横よこ綱づなであろうと、角界に入ったら幕下付け出しからスタートする。そういうものだ」

「学生横綱？」

　突とつ然ぜん日本の相撲すもうの話題が飛び出して、神護は意表をつかれた。

「……間ま違ちがったたとえだったかね」やや不安げに、フラットランドは聞き返す。「わかりやすいたとえを、と思ったんだが」

「いや、合ってる。あんたの口から相撲の話が出てきたから、驚おどろいただけだ。あんたも異邦人なのか？」

「残念ながら、親が異邦人ってだけさ。立場上、異邦人とのつきあいは多いがね。学生横綱のたとえも受け売りだよ。……ともかく、というわけで、私が君達を査定しに来たというわけだ」

「都合がいい」神護が言った。「俺達も、あんた方を査定したい」

「ほう？」

　面白そうに、フラットランドは口の端はしをつり上げた。

　露ろ出しゆつしている口元は、フラットランドの年ねん齢れいを推定する数少ない手がかりだ。三十歳前後ではないか、とその肌はだ具合から神護はあたりをつける。

「あんた方は、俺達が身を委ゆだねるに足る団体なのか、ということを問いたい。もう可憐は──じゃなくてエレナは、あんたとすっかり意気投合しているみたいだが、俺から言わせればちょいと気安い」

「あのなあ……」

　素す早ばやく可憐が手を伸のばして、神護の首に手を回して引き寄せた。超ちよう至近距きよ離りから神護の目をのぞきこんで、

「いいじゃねえか、細かいことは。俺はこの人を信じてるんだよ」

　と言い切る。

「根拠は」

「女の勘かん」

「俺は女じゃない」

　可憐からフラットランドへ、神護は視線を移動させた。

「だから、あんた方の目的と活動内容について、聞いておきたい」

「気に入らなければ、ここから出ていく、と？」

「そうならないことを祈いのっている。落ち着ける場所を探すのはホネだろうからな」

「いいね。その態度、悪くない」

　神護の慎しん重ちような姿勢を、フラットランドは肯こう定てい的に受け取ったようだ。笑えみを絶やすことなく、主張を始める。

「まず……我々の究極の目的は、イセス・メリアからメドラニカ思想を完全排はい除じよすること。貧乳女性が貧乳だからという理由で虐しいたげられ、命を落とすという今の世界の有り様は歪ゆがんでいる。歪みは正されなければならない。そうは思わないかね」

「全面賛成」可憐が口を挟はさむ。

「ありがとう。……だが、それを実現するために越こえなければならないハードルは、あまりにも多い。我々が敵としなければならないのは、イセス・メリアの因習と、因習に囚とらわれた人々だ。これを一いつ掃そうするのは、ただごとではない」

「一掃、ね」神護が口を挟む。「人々を一掃するとは少々ただならない表現だな」

「一掃しなければならないのだよ」フラットランドは言った。「例えば、学会で、これまでの常識を覆くつがえす新たな学説が出たとしよう。例えば、天動説に対する地動説だ。今の我々は、地動説が正しく、天動説が間違っていることを知っている。だが、常識に凝こり固まった人間の頑がん固こさというやつは、非常に厄やつ介かいなものだ。学会において、新しい説が有力になるには、古い説を信じている人々が鬼き籍せきに入り、絶対少数になるまで待たなければならない。たとえ、新しい説がいかに正しかろうと、古い人々はそれを決して認めないものだよ」

「つまり──古い説がメドラニカ思想で、新しい説が反メドラニカというわけですか」

「その通り。だが、異なる点が一つある。学説同士の争いが殺人に至ることなど滅めつ多たにないが、メドラニカの跋ばつ扈こを許すことは、貧乳の大量死を許すことに等しい。だからこそ我々は、古い説に固こ執しゆうする人々を能動的に鬼籍へと送り込み、新しい説を常識としなければならないのだ」

「…………」

　フラットランドの主張を受けて、神護は黙もつ考こうする。

　要は、メドラニカ信しん奉ぽう者は皆みなブチ殺す──それが、フラットランドの意見だ。

　過激極きわまりない、おおよそ受け入れがたい主張であるとは思う──日本という場所で常識を培つちかってきた人間としては。

　だが、ここはイセス・メリア、異世界である。

　メドラニカを至上にして無二の教義と信じ、貧乳女性にいわれなき迫はく害がいを加える人々の姿を、神護は目まの当たりにしてきた。オプスレイ大公、あるいはスキントン村のペドロなど。彼らは、貧乳女性を苛さいなみ、時には殺すことに、なんの良心の呵か責しやくも負わない──それどころか、正しいことをしているのだと信じてすらいた。

　彼らを、「メドラニカなんて間違っている」などと説得し、納なつ得とくさせることは可能だったろうか？

　ノーだ。

　考えるまでもない。

　彼らを止めるには、殺すしかなかった。

　そして──イセス・メリアには、オプスレイ大公やペドロのような人間が、ゴロゴロしている。大量のメドラニカ信奉者が、大量の犠ぎ牲せい者しやを生み出し続けているのだ。

　とあれば──フラットランドの主張にも、一定の妥だ当とう性はある。

　そもそも、彼の主張を受けいれがたいと感じるのも、日本の常識──「古い説」ではないのか。異世界にやってきてしまった以上、イセス・メリアの常識──「新しい説」に従うべきではないのか。

　事実、これまで、無意識のうちに日本の常識に頼たよっていたからこそ、たびたび命の危機に陥おちいったのではなかったか。オプスレイ大公国でもスキントンでも、「いくらなんでもこれ以上のことはしてこないだろう。同じ人間だもの」という思いこみが、事態を悪くしたのではなかったか？

「……あんたの言うこと、正しいのかもしれないな」

　ついに、神護は言った。

「そう言ってくれるかね」

「さっすが神護、わかってる」

　フラットランドと可憐は、ともに喜色を浮うかべた。

「確かく認にんさせてくれ」神護は素す早ばやく口を挟んだ。「あんた方は、暴力でもってメドラニカに対たい抗こうしようとしている」

「その通り」フラットランドは頷うなずいた。「自由を勝ち取るためには、戦わなければならない」

「そして、あんた方の暴力は、俺達の自由を阻そ害がいする者達に対してのみ振ふるわれる」

「それも、その通り。守るべきものを守るためにのみ、我々の力は行使される」

「……いいだろう」

　一つ息を吐はいて、神護は心を決めた。

「あんた方の一員となるべきなんだろう。誰だれも一人では生きられない」

「いいことを言う」フラットランドは軽くテーブルを叩たたいた。「メドラニカ主義者どもは我々のことをテロリスト集団などと呼ぶが、その実体は単なる互ご助じよ団体に過ぎないよ」

「話は決まりだ」可憐が立ち上がった。「俺たちはあんた方のために働く。で、どこ行きゃいいんだい？」

「気が早いな」フラットランドは笑った。「まあまあ、待ちたまえ。君はまだ体調が万ばん全ぜんでないと聞いているし──我々の一員となるならば、色々と知っておくべきこともある。何日か、ガイダンスと簡単な訓練を受けてくれたまえ。本格的な業務開始はそのあとだ」

　というわけで、神護と可憐は平原の民たみの一員としての新たな生活を始めた。

　二人は言われた通りにガイダンスと訓練を受けた。そして、数日間の待機の後、最初の任務を言い渡わたされた。その目的地こそ、ガウルバッフ大公国だった。







「エレナだと……」

　目を何度も瞬またたかせながら、要かなめは可憐を注視した。

　言われてみれば──エレナに似ている。もちろん容姿は可憐のままだが、全身から立ち上る雰ふん囲い気きというか、オーラというか──記き憶おくの中のエレナ像を想起させる空気をまとっている。可憐とエレナ、まるで正反対だった二人を折せつ衷ちゆうしたような、奇き妙みような雰囲気があった。

「運が良かったな、要」可憐は要の肩かたを叩いた。「たまたま、おまえらが空で一ひと騒そう動どう起こしていることに気がついたんだ。俺らがいなかったら、死んでたぜ」

　軽い調子で言って、ケタケタと笑う。

「ああ……ありがとう」とりあえず、礼を言う。「引導術、使えるようになったのか」

「ああ」神護が答えた。「ついこの間な」

「今の俺は前の俺とは別人だぜ。人殺しし放題だ」

　と言って、可憐は要の腕うでの中に抱だかれているアッシュに視線を向ける。

「それよりさあ。さっきから気になってるんだけど、この子誰？」

　手を伸のばして、無造作に胸を摑つかんだ。

「…………」

　アッシュは完全に寝ね入いっていた。胸を揉もまれているにもかかわらず、まるで反応せず、寝ね息いきを立て続けている。

「やめろ」

　要は身体からだごと引いて、可憐の手を離はなした。

「まだ会ったこと無かったか。この子はアシュラータ・アムルー、通つう称しようアッシュ。俺を拾ってくれた人だ」

「ああ……前に神護が言っていたような……」

　言いながら、可憐はまた手を伸ばしてきた。

「だから、やめろって」

　更さらに二歩下がり、要は逃にげた。

「ちょっとくらいいいだろ、減るもんじゃなし。それとも命の恩人の言うことが聞けねえってのか」

「命の恩人の言うことでも、聞けるかよ！　アッシュのおっぱいは俺のもんじゃねー！」

「ああ？　だったら要のおっぱい揉めって言うのか！」

　可憐は怒ど声せいを放った──が、冗じよう談だんだったらしく、すぐにゲラゲラと笑い出した。

　要としては、笑うどころではなかった。

　その発言、その行動──要の知っている可憐とは、まるで別人だった。誰か他人が可憐の皮をかぶっている、とすら思いたくなる。

「い……一体何があったんだ」

　助けを求めるように、要は神護を見る。

「色々あった、としか言いようがない」

　神護は肩をすくめた。

「敢あえて簡単に言うなら、イセス・メリアの現実に対処するために、可憐はこういう方法を選んだ、ということだ」

「……よく見たら、おまえもその顔の傷、どうした？」

「大したことじゃない。オプスレイ大公にやられたのさ」神護は顔面を斜ななめに走る傷を撫なでた。「それより、なんでアッシュは眠ねむってるんだ？」

「よくわからねーが、自分で睡すい眠みん薬やくを飲んだらしい」

　細かく説明するのも面めん倒どうなので、要は事実を切り取って伝えた。

「なに？　よくわからんな」

「よくわからねーって言っただろ」

「そうだな。……おいエレナ、いい加減にしろ」

　またもやアッシュの胸を揉むべく手を伸ばしていた可憐を、神護は引き戻もどした。

「なんだよもう！　揉ませろよ！」

「眠っている女性を勝手に触さわるのは、紳しん士し的とは言い難がたい」

「俺は紳士じゃないもの」

「じゃあ、淑しゆく女じよ的ではないと言い換かえる」

「というかさー。こいつ、平原の民たみ的に言うと、敵だよねえ」

「平原の民だと」

　要はオウム返しに言った。

「俺達は、平原の民に拾われた。今は平原の民のメンバーとして働いているんだ」

「俺たちは特待生扱あつかいだぜ」

　神護の言葉に合わせて、可憐が自分の胸を誇ほこらしげに叩たたく。

「平原の民って……テロリスト集団じゃねーか」

「違ちがうぞ」

　要の発言を、神護は即そく座ざに否定した。

「それは王国によって貼はられた誤ったレッテルだ。平原の民は、イセス・メリアで虐しいたげられている貧乳の人々を救うための組織であって、単なるテロリストなんかじゃない」

「それは……本心から言ってるのかよ」

「当然だ。さもなくば、ハナから平原の民を頼たよってはいない」

「…………」

　反論の言葉を、要は失った。

　神護と可憐が、平原の民に所属している。ショッキングな事実だ──が、仕方がないことかもしれない、とも思う。このイセス・メリアにおいて、いかなるコミュニティにも頼らず生きていくことはかなり難しい。神護達が頼るべき先に平原の民を選んだからといって、文句を付けることなどできるはずもない。

「……ってことは、今いま更さら、俺達と一いつ緒しよに来ないか、と言っても無む駄だなのか」

　と、要は問いかける。

「俺は、シュマルカルデン同盟のエージェントになったんだ。シュマルカルデンなら、可憐みたいな子だって平等に、一人の人間として扱われるんだぞ」

「「エレナと呼ぶんだ」」

　神護と可憐の声がハモった。

「じゃあ、エレナと呼ぶ」要は言い直した。「とにかく、来る気はないのか」

「ない」神護は言い切った。「少なくとも、俺達には与あたえられた任務がある。これを放ほうり出して逃げることはできない」

「任務ってのは……食料横取りか」

　平原の民がガウルバッフへの補給部隊を襲おそって物資を略りやく奪だつしている、という話を要は思い出した。

「ガウルバッフが欲ほつしているのは食料だけじゃないがな」神護は言った。「だが、俺達の任務は別件だ」

「別件？　じゃあ、一体何を？」

「それは、言うわけにはいかん。そもそも、おまえ達を助けたのも、イレギュラーなんだからな。少々冷たい言い方になるが」

「冷たいな……」

　思わず、要は思ったことをそのまま口に出してしまった。

　神護と可憐が生きていたことは嬉うれしい。だが、お互たがいの立場には、はっきりとした溝みぞができてしまっている。この短い会話の間に、要はその事実を痛感させられた。

「おまえこそ、こっちに来ないか……」

　と神護は言いかけたが、すぐに口をつぐんだ。

「いいや、おまえにはおまえの立場があるものな」

「まあ……そういうこったな」

　要としては、そう答えるよりなかった。

「なんでよ」

　ところが、可憐が異議を申し立てる。

「俺達と一緒に来ればいいじゃねえか。やっと会えたのに、それはねえだろ」

「そうはいくかよ」

「なんでよ！　俺達より、その子のでかいおっぱいを取るって言うのかよ！」

「やめろ、エレナ！」

　神護が鋭するどい声で制する。

　口を閉とざして、しかし可憐は要とアッシュとを交こう互ごに睨にらみつける。

「アッシュは俺の恩人だ」要は言い返した。「恩を仇あだで返すことはできねーよ」

　しばしの間、無言で要と可憐は鋭い視線を交かわし合うが──

　不意に、要達のはるか頭上、建物と建物の隙すき間まに見える空を、誰だれかが横切った。

「ガウルバッフ兵だ」神護が気づいた。「ここで旧交を温め合っている場合じゃなさそうだ」

「そうみてーだな」

　旧交が温まったと言えるかどうかは疑問だが──と要は心の中で付け加える。

「なんとかして、ガウルバッフから出て行きたい。できれば、穏おん当とうに」

　どうしたものか、と素す早ばやく頭の中で算段を巡めぐらせようとするが──

「ついてこい。いいものがある」

　それより早く、神護が手招きして、移動を始めた。

「本当か？」

　すぐに、要はその後をついていった。




「……そいつ、どうしたんだ？」

　ガウルバッフ兵は、同どう僚りよう達の一団に声を掛かけた。

　一団は全部で四人。うち一人が、別の一人に背負われている。完全に意識を失って、ぐったりしていた。

「風邪かぜらしい」背負っている兵士が答えた。「こいつ、昨日から熱があったんだが、今晩の召しよう集しゆうでとうとう限界に達したみたいだ」

「そいつはひでえ話だな」兵士は同情を示した。「病気なのに、人狩がりに駆かり出されたのか？　早く寝ね床どこに戻もどしてやりな」

「そうする。ありがとよ」

　感謝の言葉を述べて、四人連れはガウルバッフの空をめぐる要よう塞さい島目がけて墜おちていく。

　兵士は、ガウルバッフに侵しん入にゆうした異邦人オーバージーを捜さがすため、街並みの中へと降りていった。

「……うまくいった」

　兵士を姿が見えなくなるまで見送った後、背負っている兵士──要は大きく息をついた。

「上手うまい演技だった」

　その横につけている兵士、神護がコメントを述べる。

　要達四人は、ガウルバッフ兵の制服に身を包んで、堂々とガウルバッフの空を墜ちていた。もしもの時のため、神護が変装用の衣装として用意していた物だ。

　一同は軌き道どうを曲げて、一番最初に見つけた無人島に着地する。ここまでくれば、ガウルバッフ兵に見つけられる心配もない。

「やれやれ、助かった……」

　要はその場に膝ひざを折って、正座するように座った。寝転がりたいところではあったが、アッシュを背負っている以上、そうもいかない。

「感謝しろよ。貸し一つだぜ」

　恩着せがましい可憐の物言いに、

「はいはい」

　要は苦く笑しようで答えた。

「とりあえず、この服を脱ぬがなきゃな……」

　制服を返へん却きやくすべく要はボタンに手を掛けたが、

「いや、そのまま持って行け」神護は制した。「俺達は今からガウルバッフに戻るんだ。脱いだ制服を抱かかえていったら、妙みような顔をされる」

「いいのかよ」

「構わない。いざとなれば、制服なんていくらでも手に入れられる」

「だったら、言葉に甘える」

　長時間休んでいる暇ひまはない。要は再び立ち上がった。

「じゃあ、ここでお別れだな」

「そうだな」

　神護は割り切った態度で頷うなずくが、

「ここでお別れかよ」可憐は名残なごり惜おしそうだ。「要も平原の民たみになればいいのに」

「そいつは無理だって言っただろ」

　要がそう言うと、可憐は無言で険しい表情を作り、アッシュを見つめた。

　何を考えているかは、だいたい想像がつく。

「これが今生の別れってわけじゃねーんだ。また会おうぜ」

　握あく手しゆを、要は求めた。

「しゃーねえなあ……」

　不満だという態度を露ろ骨こつに表しながらも、可憐は握手に応じた。

「そうだな、また会えることを祈いのっている」

　神護も要と握手する。そして可憐の肩かたを摑つかみ、

「またな」

　地面を蹴けって、ガウルバッフへと墜ちていった。

「ああ、またな……」

　要は手を振ふって二人を見送った。

　神護はすぐに視線を切り、ガウルバッフの方を向いた。が、可憐は長いこと要を──いや、アッシュを見つめ続けていた。

「俺は、アッシュのおっぱいに惹ひかれて、同盟についたんじゃねーぜ。……まあ、影えい響きようされなかったとは言わねーが」

　言い訳がましく呟つぶやいて、要も地面を離はなれた。アッシュが落ちないようもう一度背負い直して、夜の闇やみへと消えていく。
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「…………」

　翌朝。

　要がダイニングで朝食を取っていると、寝ね間ま着き姿のアッシュがふらりと姿を現した。

「よお、お目覚めか」

　声を掛かけると、アッシュは音もなくテーブルに歩み寄って、席に着いた。

　まだ眠ねむいらしく、寝ぼけまなこを要に向ける。

「夢を見たわ……」

「ほう」

「要に私のおっぱいを揉もまれる夢。要、私が寝ている隙すきに、いたずらした……？」

「してねーよ！」

　思わず大声で要は言い返した。

「…………」

　大声が頭に響ひびいたらしく、アッシュは不快な表情をする。

「悪い」要は謝った。「おーい、メティス！　アッシュの朝飯を用意してやってくれよ！」

「はいはーい」

　キッチンにいるメティスが返事し、ほどなくしてパンの入ったカゴを持ってきた。

「はい、朝ご飯」

　カゴをアッシュの前に置きつつ、メティスは要に顔を向けて問う。

「寝てる隙にアッシュのおっぱい揉むとか、やるねー」

「してねーつってるだろ！」

　要はまた大声を出した。アッシュはまた不快な表情をする。

「たびたび、悪い」

　再度、要はメティスを無言でギロリと見つめた。

「揉んでないの？」

「揉んでねーよ」

「ってことは、アッシュの潜せん在ざい意識が、要におっぱい揉まれたいと思ってるってこと？」

「運が良かったわね、メティス」

　ぼそぼそとした声で、アッシュは言った。

「私が寝起きじゃなかったら、アイアンクローをかましていたところよ……」

　しかし、その元気はまだ無いらしく、おとなしくパンを手に取り、食べ始める。

「うーん……」

　ひょっとして、昨晩可憐に胸を揉まれたことを、夢だと勘かん違ちがいしているのか。その可能性に要は思い至ったが、口に出すのはやめておいた。

「もしかして、昨日の晩のこと、覚えていないのか？」

　問いかけに、アッシュはなかなか反応しなかったが──

「……はっ……」

　不意に息を吞のんで、頭を抱かかえる。何かを思い出そうとしているのに、思い出せないという風。

「よく考えたら……私、なんでここにいるの？」

「俺が連れ帰ったから」

　要は答えた。

「連れ帰った、って……アバンは？」

「残念ながら、取り逃のがした。というか、危あやうく俺達の方が捕つかまるところだった。誰だれかさんを抱えて逃にげるだけで精せい一いつ杯ぱいだったからな」

「だんだん記き憶おくが戻もどってきた。あの時、私はひどい眠気に襲おそわれて、──え？　なんで？」

「アバンに飲ませる眠り薬を自分で飲んでしまったんだろ」

「そんなことはありえないわ」アッシュはすぐに否定した。「きっちり、アバンの飲み物にだけ眠り薬を混ぜたわよ。私がそんなミスをすると思ってるの？」

「……なら、なんであんなタイミングで寝だしたんだよ。三日ぐらい寝てなかったのか？」

「寝不足は美容の大敵よ。……ということは……」

　しばし黙だまり込んで、アッシュは思し索さくを巡めぐらせて──

「……つまり、私も眠り薬を飲まされたということかしら」

「やっぱり自じ爆ばくかよ」

「そうじゃない──」

　ぐっ、とアッシュは両拳こぶしを固めた──怒いかりに任せて。

「私が一度、寝しん室しつに引っ込んだ時があったでしょ？　その間に、アバンが私の飲み物に眠り薬を入れたのよ」

「ああ」要は納なつ得とくの声を上げた。「それしかないな。でも、それってなんのために──」

　質問しかけて、要は言葉を引っ込めた。酒の席で女を眠らせて、何をするつもりか──考えるまでもない。

「あのクソ野や郎ろう……!!」

　アッシュの顔が、怒りに歪ゆがんでいく。

「頭おかしいんじゃないの……!?　許せない！　必ず二つに引き裂さいてやる、あの腐くされ脳のう味み噌そ……！」

「向こうも向こうで、チャンスを窺うかがってたってわけか。こりゃびっくりだな」

　思わず要も頭かぶりを振ふった。

「……ってことは、昨日の晩、神護と可憐に助けてもらったことも覚えていない？」

　その名に、アッシュは一いつ旦たん怒いかりを引っ込めた。

「神護と可憐？　二人とも生きていたの？」

「ああ」

　要は頷うなずいた。が、その表情は晴れない。

「嬉うれしくないの？」

「嬉しいのは嬉しいんだが……二人とも、平原の民たみに身を投じたみたいでな……」

　もう一点、可憐がおかしくなってしまったこともショッキングだったのだが、これは以前の可憐を知らないアッシュに言い立ててみても仕方がない。

「まあいいや、今ここで詳くわしい話をしても二度手間だ」

「二度手間？」

「コーメイに報告しに行かなきゃならねーだろ。まず真っ先に公宮に行きたかったんだが、夜遅おそかったし、アッシュも寝ねてるし、ってことで家に戻ってきたんだ」

「そう言えば、そうね」

　しばしの間黙り込んだ後、アッシュは要に言った。

「礼を言わなくちゃならないみたいね。助かったわ、要。ありがとう」

「今まで迷めい惑わくばかりかけてきたような気がするしな。たまには役に立つところを見せないと」

　笑って応じて、要はアッシュの目の前のパンを指さした。

「とりあえず、さっさと食うといい」

「そうする」

　アッシュは無心にパンをむさぼり始めた。







「あ！　お久しぶりです！」

　要とアッシュの姿を認めると、ライセは笑え顔がおを浮うかべて手を振った。

「やあやあ、待っていたよ」

　ライセとは反対側の席に座っているコーメイも声を投げてくる。

「意外に早いお帰りだったね」

「あんたがこの部屋にいるのも意外だよ」要は言った。「おっぱいは嫌きらいだったんじゃなかったのか」

「この子は最高の話し相手さ」コーメイは答えた。「できるだけ彼女の身体からだを見ないようにしさえすれば、とても素す晴ばらしい時間が過ごせるよ」

　ライセの軟なん禁きん部屋にて、一同は数日ぶりの対面を果たしていた。短い期間とはいえ、ライセはこの部屋から一歩たりと出られなかったはずだが、元気そうに見えた。少なくとも、要の目には。

　もう一点、要は気になることがあった。室内に一人、見知らぬ高こう齢れいの女性がいる。その服装、物もの腰ごしといい、高貴な出の人物と思えた。

「あの……」要は控ひかえめに問うた。「こちらの方は？」

「そう言えば、初めてでしたね」

　柔やわらかな笑みを浮かべて、女性は居住まいを正した。

「私はシルヴァ・アイヒブリング・デス・ブレーベンブルク。ブレーベンブルク大公です」

「ええっ」

　びくり、と要は身を震ふるわせた。大公の眼前で無礼をするわけにはいかない、という思いがまず浮かぶものの、一体どのような態度を取ればいいのかわからず、助けを求めてあちこちに視線を投げるという挙動不ふ審しんに陥おちいる。

「フフフ」シルヴァは品よく笑った。「かしこまることはないのよ。楽にしていて頂ちよう戴だい」

「……はあ……」

　自分の振る舞まいに気づき、要は妙みような動きを止め、直立した。

「お久しぶりです、大公」

　その点、アッシュは慣れたもので、普ふ段だん通りの優ゆう雅がな振る舞いで軽く一礼する。

「しかし、今日は何故なぜこちらに？」

「かわいらしい異邦人オーバージーが亡命してきたと聞いたから、会いに来たのですよ」

　シルヴァはライセに視線を投げた。

「是ぜ非ひ会いたいとおっしゃるんでね」コーメイが口を挟はさんだ。「まあ、止める理由もない」

「聞きたかったのですよ」シルヴァが言う。「何故ガウルバッフを捨ててこちらへ来たのか、その理由を直じかにね」

「……合格だったでしょうか」

　ライセは申し訳なさそうにシルヴァに問うた。

「もちろんよ。あなたの、メドラニカに対する怒いかりは本物だと感じたわ。メドラニカを打ち破るためにも、あなたの力を貸して欲しい」

　シルヴァはライセの手を取ってそう言い、コーメイに顔を向ける。

「この子をこの部屋から出してあげなさい」

「仰おおせのままに」コーメイは即そく答とうした。

「あ、そうそう」要が口を挟んだ。「ガウルバッフについてライセが言ってたことは、おおむね正しかったぜ」

「本当かい」とコーメイ。「ということは、ガウルバッフは物資欠けつ乏ぼうに陥っている？」

「俺達がメシを食うのも一苦労だったぜ。街中の食料をかき集めてるって風だったな」

「ってことは、彰あき彦ひこ君もいましたか!?」

　勢いよく、ライセが尋たずねてきた。

「それは……」

　要は思わず口ごもる。代わりに、アッシュが言った。

「アバンは、私し邸ていに匿かくまってるって言ってたわ」

「あの人に会えたんですか」

「まあね。ちょっとトラブルがあったんだけど……」

「順を追って話してくれ」とコーメイ。「個別事じ項こうは、後でいい」

　促うながされて、要とアッシュはガウルバッフ滞たい在ざいの一部始終について語った。最後、平原の民たみのメンバーとなった神護達に助けられたところまで。

「友情によって救われたということか。やはり、持つべきものは友人だね」

　と、コーメイは感想を述べた。

「それに、その友人が平原の民に入っているってのも、悪くない。彼らとのパイプを作っておくことは重要だろう」

「俺としては複雑だがな」

　要は肩かたをすくめた。

「本当に、申し訳ない」

　アッシュは、コーメイに謝罪した。

「本来ならば今いま頃ごろ、アバンを拘こう束そくして凱がい旋せんしているはずだったんだけど……」

「いや、いいんだ。ガウルバッフの現状に関して情報が得られただけで上出来だ」

「私は不満ですよぅ」ライセが発言する。「その……彰彦君を助けられる見込みはあるんですか。少しでもあるなら、私は一人ででもガウルバッフに殴なぐり込みをかけますよッ」

「慌あわてることはないさ」

　視線を合わせないように気を付けながら、コーメイはライセに言った。

「僕の読みが正しければ、ガウルバッフは一両日中に攻こう撃げきを仕し掛かけてくるんじゃないのかな。糧りよう食しよくが尽つきる前に最後の勝負をかけて、ブレーベンブルクを一挙に蹂じゆう躙りんするつもりだろう」

「どうすんだ」要が問う。「逃にげるのか」

「そうもいかない。ブレーベンブルクには地上領もある。逃げてしまったら、地上にいる人々を見捨てることになる」

「なるほど。地上領を持ってるってのも、善し悪あしだな。しかし、戦って勝てるのかよ」

「もちろん。勝てない戦いくさに挑いどむのは、アホのすることだよ。策は既すでに準備してある。あとは、空が晴れるまでにガウルバッフが攻撃を仕掛けてくるのを待つばかりだよ」

「空が晴れるまで？」

　この部屋の窓は曇くもりガラスなので、すぐに確かく認にんすることはできないが──ここ数日天候不順続きで、今日も厚い黒雲が空を覆おおっていた。今にも雨が降ってきそうな空模様だった。

「その通り。僕にとっては、この空こそがキャンバスさ。この巨きよ大だいなキャンバスに、同盟の勝利という素す晴ばらしい絵を描えがいてみせる──」

　とまで言った時、激しいノック音がして、人が一人転がり込んできた。

「ジューガリアン様！　ガウルバッフが動き出しました！」

　その報告に、部屋の中にいた人間は一様に息を吞のんだ──コーメイを除いて。

「ほらね。待ってました、ってところかな。アッシュにも要にも、働いてもらうよ。もちろん、君にも」

　目をそらしたまま、ライセの肩を叩たたく。

「私が、ですかぁ……」

「この攻撃をはねのければ、彰彦君を奪だつ還かんすることもできるはずさ。やってくれるよね」

　そう言われては、ライセとしても逃げるわけにはいかなかった。

「本当ですね？　なら、頑がん張ばりますよ」

　頷うなずいて、ライセは要とアッシュの手を取る。

「よろしくお願いしますね、二人とも」

「ああ、頑張ろうぜ」

　要はライセとアッシュ、二人を交こう互ごに見やりながら言った。

「要」アッシュが冷たい声を放つ。「あなた、ライセと私の胸のサイズ、どちらが大きいか見比べてるわね」

「……そんなこと全然ねーですよ？」

　素早く、要は視線をあさっての方向に向けた。

　アッシュとライセは、冷たい視線を要に向けた。

「あらあら。男の子は、やらしい方が元気でいいわよ」

　ところが意外なことに、シルヴァが擁よう護ご意見を投げてきた。席を立つと、静かな足取りで近づき、要の手を取る。

「あなたのことはコーメイから聞いたわ。メドラニカを憎にくむ義ぎ俠きようの士だと。期待しているわよ」

「…………」

　大公自ら手を取ってくれたことに、要は静かな感動を覚えた。

「……もったいないお言葉です。微び力りよくを尽くさせて頂きます」

　自然と、そんな言葉が口をついて出た。







「クソッタレ……！」

　地ち下か牢ろう入口から聞こえてきた怒ど声せいに、周しゆう人とは足を止めた。

「朝から元気だな、閣下ときたら」

　半ば呆あきれ気味に、周人は所感を述べる。

　聞こえてくるのは怒声ばかりではない。何かを叩く鈍にぶい打だ撃げき音、それに伴ともなう女性の悲鳴。かなりくぐもってはいるが、間ま違ちがいない。

　ストレス発散とばかり、アバンが女性を拷ごう問もんにかけているのだ。

「うう、恐おそろしい恐ろしい」

　思わず周人は震ふるえ上がる。アバンがいかように振ふる舞まおうと周人の知ったことではないが、ともすればアバンの怒いかりの矛ほこ先さきが、周人に向くこともあるのではないか──その可能性を思うと、恐れずにはいられない。

　もちろん、今のところ、その可能性は低い。いまや周人はガウルバッフ唯ゆい一いつの異邦人オーバージー戦力であり──アリメルドも異邦人ではあるが、積極的に戦地に赴おもむくことはない──少なくとも、ブレーベンブルクとの戦いが決着するまでは、丁てい重ちように扱あつかわれるだろう。しかし、その先はどうなるやら。アバンの傲ごう岸がんな振る舞い、そして気まぐれに女性を拷問して殺す残ざん虐ぎやく性──はっきり言って、一生の主として仕える相手ではない。

　彰彦が今、どのような目に遭あっているか考えれば、結論はただ一つだ。

「最低限の義理を果たしたところで、別の雇やとい主を探した方が吉きちかねえ……」

　現在の待たい遇ぐうに不満はないが、この待遇が永遠に続くとは限らない。ブレーベンブルク戦で名を上げて、自分の価値を高めた後、フリーエージェント市場に身を投じる──そうした方が、長生きできるのではないだろうか。

「……アリメルドのオッサンはどう考えているんだろうな？」

　ふと気づく。周人は、アリメルドに自分と似たような匂においをかぎ取っていた。合理性を尊重し、あくまで実利を追い求めるというアリメルドの姿勢は、周人にとってはイセス・メリアで生き抜ぬくための規き範はんと見えた。

　おそらくはアリメルドも、周人と同じこと──あるいは、周人の一歩先を行くことを考えているはずだ。

　あのオッサンにちょいと相談してみるか、と周人は心に決めた。




「はあ……クソッ！」

　息を荒あららげながら、アバンは手を止めた。

　手を止めるはるか以前から、貧乳女性は動かなくなっていた。床ゆかは血まみれ、壁かべにもべっとりと血けつ痕こんがついている。

　そしてアバンの手には、血まみれの煉れん瓦がが握にぎられていた。

　怒りに任せて煉瓦を投げ、ぶつける。女性はもはや何の反応も示さなかった。

「この程度では収まりがつかん……！」

　昨晩刻み込まれた屈くつ辱じよくに、アバンは苛さいなまれていた。アッシュに騙だまされ、ブレーベンブルクにさらわれかけ、部下によって身を救われたのである。ついでに、眠ねむり薬を飲ませるところまで行ったのに、アッシュとヤり損そこね──どうしようもない怒りが、心中に渦うずを巻いている。その怒りは、貧乳女性を一人殺したところで収まるものではなかった。

「哀あわれなもんだな、アバン・クロムリーズ……」

　小さな、しかしはっきりとした声が、牢ろうの奥から響ひびく。

「……羽は佐ざ間ま彰彦か！」

　口元を怒りに歪ゆがめ、アバンは暗くら闇やみの奥を見通す。

　相変わらず、彰彦は牢の壁に拘こう束そくされたままだ。食料が与あたえられていないため、日に日に瘦やせ細っているが、それに反比例して、眼光は鋭するどくなりつつある。

　大おお股またに歩み寄り、アバンは彰彦と相対する。

「誰だれが哀れだと!?　もう一度言ってみろ！」

　恫どう喝かつするように、大声を張り上げる。気の弱い人間ならば、漏もらしてしまうところだが──

「何度でも言ってやるよ」彰彦は、不敵な笑えみを浮うかべた。「弱者の前でしか虚きよ勢せいを張れない奴やつは哀れだ、って言ってるんだ」

　無言で、アバンは鳩尾みぞおちに拳こぶしをめり込ませた。

「おフッ」

　彰彦は身体からだを折り、胃液を吐はき出した──が、笑みは消えない。

「殴なぐれよ。抵てい抗こうできない相手しか殴れないんだろ？」

「黙だまれッ！」

　今度は、アバンは顔面を殴った。二発、三発と連打する。笑顔を引き剝はがそうとするかのように。

　しかし、彰彦の笑みが消えることはない。

「フフ……フッフッフッ……」

「……チッ。殴られすぎて、おかしくなったか？」

　これ以上殴ることの無益を悟さとり、アバンは退いた。

「いいだろう。俺の名めい誉よにかけて、おまえを泣き叫さけばせてやる」

「どうやって？」

「あのいまいましい異邦人、十日とおか町まちライセをここに連れてきて、おまえの目の前で処しよ刑けいしてやるよ。おまえの泣き叫ぶ姿をとっくり拝見してから、殺してやる」

　アバンは凄すごんだ。

「ソーセージ刑って知っているか？　受刑者の腹を割さいて、腸の端はじっこを取り出して、ソールドにくくりつけてやるんだよ。あとは、処刑人が自由自在にソールドを墜おとすんだ。ほっとけば、腸がどんどん腹からはみ出していく。受刑者はソールドを追いかけなきゃならない。腸を身体の中に戻もどすためにな。だが、しまいには受刑者はソールドに追いつけず、無む駄だに体力を消しよう耗もうして死ぬ。処刑人は、飛び出した腸と受刑者の肉を利用してソーセージを作る。──おまえの最後の晩ばん餐さんは、ソーセージづくしで決定だな」

　あまりの趣しゆ味みの悪さに、彰彦は鼻白んだ──が、すぐに落ち着きを取り戻し、鼻で笑う。

「できるものならやってみろ。おまえじゃライセは捕つかまえられないよ」

「フン」アバンも笑い返す。「あの、人を傷つけることを恐おそれ、おまえらを守ることしかできない娘むすめに何ができるというんだ」

「色々できるさ。ライセは俺達の中で一番強い」

　一いつ瞬しゆん、アバンは彰彦の発言に戸と惑まどったが──場を繕つくろうためのハッタリだと判断し、

「そいつは、実際に戦ってみればわかるだろうさ」

　豪ごう快かいに笑った。

「楽しみに待っていろ！　腕うでによりをかけたソーセージ料理をな！」

　そう言い置いて、アバンは地ち下か牢ろう出口へと向かった。そして、私し邸ていの隅すみから隅まで轟とどろくような大声で、叫ぶ。

「マルドナード！　アリメルド！　ブレーベンブルクへ攻こう撃げきを仕し掛かけるぞ！　最終決戦だ！」







「ふうむ。読み通り、全力攻撃で来たね」

　視界に広がる光景とはまるで正反対ののんびりした声で、コーメイは言った。

　法院宿しゆく泊はく館かんの屋上からは、迫せまり来るガウルバッフ軍の全容を一望することができた。ガウルバッフの島そのものが、ブレーベンブルクに対して接近しつつある。周囲を漂ただよう複数の要よう塞さい島を伴ともないながら。暗く垂れ込めた雲を背景に迫ってくるその姿は、なにやら地じ獄ごくの軍団の到とう来らいを思わせる。

「えらい数じゃねーか」

　同じ光景を見て、要は冷静ではいられなかった。

「はね返せるのか？　ブレーベンブルクの戦力で」

「浮き足立ってるわね」アッシュが要を軽く叩たたく。「ついさっき、大公閣下に『微び力りよくを尽つくす』と誓ちかったのを忘れたの？」

「そうだった」

　己おのれを落ち着かせるべく、要は深呼吸した。

「ガウルバッフはまだはるか向こうよ。実際に戦せん闘とうになるまでには、もう少し猶ゆう予よがある」

　アッシュの言葉に、

「その通り」コーメイが頷うなずく。「たしか君は、遠くにある物がどの程度の距きよ離りにあるのか、見み抜ぬけるんだろ」

「そりゃ、まあ……」

　現在地と対象物の距離をほぼ正確に見抜くこと。それは、つい先日発覚した要の特とく殊しゆな力だった。超ちよう能のう力りよく、と言う程でもないが、イセス・メリアにあっては極きわめて強力なアドバンテージとなる。ソールドで敵を叩くことのできる射程距離が、常人よりはるかに長いのである。

「とはいえ、こんなに遠いと、さすがにわかんねーよ。少なくとも、三キロより遠そうだな」

「さすがに、都市一つとなると、完全な自由落下をさせるわけにはいかないからね。バラバラになってしまう。ある程度速度を絞しぼる必要がある。この調子なら、戦せん端たんが開くまであと三十分ほど猶予があるかな」

「三十分で神への祈いのりを済ませろってか」

「その必要はないよ。僕はまだ神に会いに行く予定はない」

「神様は、アポイントメント無しでも俺達と会ってくれるんじゃねーのか」

　ブレーベンブルクの空も、激しく動きつつある。ガウルバッフを迎げい撃げきするため、要塞群と引導士兵とが、ブレーベンブルクを守るため前面に移動しているのだ。ただ、要塞群の数は、ガウルバッフと比ひ較かくすると心こころ許もとない。

「心配することはない。君達のような引導士と僕の機略とが合わされば、ガウルバッフの一つや二つ、容易に押し返すことができるだろうさ。まあもっとも、この戦い、まずは向こうに押させるつもりでいるけれど」

「押させる？」

「そう。君達にも言っておくけど、はじめから全力は出さないように。守りに徹てつして、被ひ害がいを抑おさえることを第一目的に動くんだ。ブレーベンブルク自体を徐じよ々じよに後退させるから、それに歩調を合わせてほしい」

「そういうのなら、得意ですよぉ」

　ライセが言った。

「了りよう解かいしたわ」アッシュも頷く。「あなたのことだから、なにかしら方策を用意しているんでしょうね」

「当然。ある点まで達したら、反転攻こう勢せいを仕掛ける。その際、君達は一気にガウルバッフに乗り込むんだ。混乱に紛まぎれて、彰彦君を救出するんだよ」

「彰彦はアバンの私邸に匿かくまわれているはずだ」要が指し摘てきする。「私邸のある島はどこに浮ういている？」

「ガウルバッフ本島の後方、斜ななめ下につけているとの報告を受けている。確かく認にんしておいた方がいいだろうね」

　コーメイは、手に持っていた双そう眼がん鏡きようを要に手て渡わたした。

「オーケー。ちょっと行ってくる」

　双眼鏡を受け取って、要は引導術を発動した。ふわりと浮いて、空へ向かって墜つい落らくを開始。

「ついていくわ」

「私も私も」

　要のあとを追って、アッシュとライセも空へ墜おちる。

　空中で大きく軌き道どうを曲げた後、下方へと向かう。その途と上じよう、アッシュがライセに声をかけた。

「一つ聞きたいんだけど……彰彦とあなたって、どういう関係？　恋こい人びとなの？」

「へっ──」ライセは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。「いえいえ、違ちがいますよぅ！　彰彦君とは、学校は一いつ緒しよみたいだったんですけど、知り合いでもなんでもなかったんです」

「そうなの？　その割に、彼を救うことに随ずい分ぶん必死ね」

「それは……だって、こっちに来てから、彰彦君に何度も助けられましたから。彰彦君がいなかったら、私、もう死んでたかもしれないし。だから、今度は私が助けなきゃいけないんです」

　初うい陣じんの時──初めて三人の異邦人オーバージーがブレーベンブルクとの戦いにかり出された際、彰彦と周人が著いちじるしい戦果を挙げる中、ライセだけはただの一人も落とすことができなかった。

「だって、人を殺すなんて──できるわけないじゃないですか！」

　ガウルバッフに帰き還かんした後、マルドナードに問いつめられて、ライセはそう答えた。

「困りますよ、そういうのは」マルドナードは仏ぶつ頂ちよう面づらで迫る。「私達があなた方にどれだけ投資しているのか、ご存じないとは言わせませんよ？　それが戦果ゼロで戻もどってくるとは──失望、などという言葉では言い表せませんね、私の今の気持ちは」

「そんなこと言われても……」

「あなたが戦いたくないと言うなら、なにかしら別の任についていただくよりありませんね」

　と言って、マルドナードはライセの胸に視線を向けた。

「例えば、アバン閣下の夜よ伽とぎ相手になってもらうとか。あの方はおっぱいの大きな女性が大好きですからね……」

「ちょ！　なんなんですかそれ！」

　何を言い返せばいいのかわからず、ライセの思考が停止しかけた時──

「待って下さい」

　彰彦が、話に割り込んできた。

「ライセは俺達に必要な存在です。どこかに連れていかれるのは困りますよ」

「何を言うんですか」マルドナードは眉まゆをひそめた。「私、あなた方を督とく戦せんしていたのですよ。彼女がまるで役に立たなかったこと、この目でちゃんと見ましたがね」

「俺達は初陣ですよ。戦場の雰ふん囲い気きに吞のまれ、動けなくなるとしても不思議じゃないでしょう。俺達が運良くそこそこ戦果を挙げられただけであって、ライセが悪いわけじゃない」

「俺も同感」周人も声を投げてきた。「もう少し長い目で見てくれてもいいんじゃねえの？　短期的な投資回収しか考えない投資家は、あまり頭良くないぜ」

　マルドナードは不快感を隠かくそうとしなかった──が、二人の言葉に一定の妥だ当とう性を認めた。

「いいでしょう。しかし、このようなことが続くようであれば、閣下のベッドの上で毎日を過ごしてもらうことになりますよ」

　そう言い捨てて、その場を去っていく。

「……あ……ありがとう、彰彦君、周人君……」

　二人に対して、ライセは深く頭を下げた。

「俺は、一緒にイセス・メリアに墜ちてきた身同士として、ちょいと助言してやっただけだ」

　やや険しい表情を、周人は作った。

「あのオッサンの言ってることは正しいぜ。役に立たない人間は見捨てられる。俺は、役に立たない奴やつだと思われるのがイヤだから、頑がん張ばって敵兵を落としてきた。戦えない兵士はただのゴミだぜ」

　そう言って、さっさとどこかへ行ってしまった。

「…………」

　ライセは暗あん澹たんとした気持ちになった。周人の言っている言葉が、正しいだけに。

「気にするな」

　励はげますように、彰彦はライセの肩かたに手を置いた。

「次の出しゆつ撃げきまでに、何か手を考えよう。……というか、ライセが俺達の守備役を務めるというのはどうだ」

「守備役？」

「ああ。今回戦ってみて思ったが、片方のソールドを攻こう撃げきに、片方のソールドを守備に使うってのはなかなか大変でな。攻撃か守備、どっちかに集中できた方がいいんじゃないかと感じた。そこで──ライセに俺達を守ってもらう、ってのはどうだろうな。ライセは人を傷つけずに済むし、その上で有用性を主張できる」

「あー……それは、いいですねえ」

　とても素す晴ばらしい──そして、現状を打開する唯ゆい一いつの提案だ、とライセには思えた。

「決まりだな」彰彦は頷うなずいた。「少し訓練すれば、息を合わせることができるはずだ。ちょっとつきあってくれよ」

「喜んで、つきあいます」

　彰彦と周人が攻せめ、ライセが守るという戦術が生まれたのは、そんな経緯いきさつからだった。彰彦がライセを守ってくれた、その結果だ。これだけに収まらず、彰彦はたびたび身を挺ていしてライセを守ってくれようとした。

「一方的に守られているだけじゃ、申し訳ないですよ。借りがたまる一方ですもん。だから、どうしても助けたいんです」

「なるほどね……」

　少し間をおいて、アッシュは言った。

「個人的な意見を言うなら、彰彦の態度──諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいはできないわね」

「どういう意味ですか」

　わずかに、ライセは眉をひそめた。

「自己犠ぎ牲せいの気が強すぎる。今まで、何人かそういう人に会ってきたけど、みんなことごとく墓の下よ。イセス・メリアでは、いい人は早死にする」

　指し摘てきに、ライセは唇くちびるを嚙かんだ。

「そうかもしれません。けど──」

「だからこそ」アッシュが早口に割り込んだ。「助け出して、自己犠牲の精神を発揮しすぎるのはやめろ、ときつく言ってやらなければならないわね。いい人を早死にさせるわけにはいかないわ」

　ライセの表情は、ぱっと明るくなった。

「そ──そうですよね！　手を貸して下さい、お願いします！」

　フッ、とアッシュは短く笑って応じた。

　そうこうするうちに、一同はブレーベンブルクの下方十数メートルの高度までたどり着いた。ブレーベンブルクの裏側を頭上にして、改めてガウルバッフを見やる。

　と──いくつか、ガウルバッフの下方に、隠れるように浮ういている群島が目に入った。

「アレね」追いついたアッシュが言う。「アレのどれかよ」

「そのようだ」

　応じながら、要は双そう眼がん鏡きようを目に当てようとして──

「いや、ライセに見てもらった方が早いか」

　と気がついた。双眼鏡をライセに手て渡わたす。

「それもそうですねぇ……」

　双眼鏡を手に取り、ライセはそのレンズを群島に向ける。

「あ、あれです」ほどなくして、見つかった。「あの、一いつ軒けんだけ大きな屋や敷しきが建っている島ですよ。あれが、私達がいたところです」

「本当か」

　要は双眼鏡を取り戻もどし、視し認にんする。

　倉庫らしき建物の並ぶ島、宿舎らしき建物の並ぶ島、あるいは監かん獄ごくとおぼしき建物の建つ島の群れのうちに、一つだけ、一軒の屋敷を建てたきりという異い彩さいを放つ島がある。

「意外にわかりやすいな。しかしまあ、なんで自分の家まで戦場に持ち出してきてるんだ」

「戦い終えたら、すぐに寝ねたいんじゃないの」

　投げやり気味のコメントを、アッシュは口にした。要から双眼鏡を奪うばい、視認を試みる。

「実際問題、ほぼ全戦力をブレーベンブルクに向けているのだから、どこかに置いてくるわけにもいかないんでしょうよ。そうでなければ、監獄島とか引き連れてはこないわ」

「やっぱりアレは監獄島か」

「だと思うわ。監獄島をあれだけ居住地に寄せているのは、普ふ通つうの状態じゃないもの」

「彰彦君、監獄島に移されてたりしないでしょうかねぇ……」

　心配を、ライセは口にした。

「大だい丈じよう夫ぶ……だと思う。そんなことをしている暇ひまはないと思うわ……」

　わずかに不安感の混じった声で、アッシュは答える。

「いざとなったら、監獄島も襲しゆう撃げきするまでよ。今なら、最低限の警備兵しかついていないだろうしな」

　そう主張して、要はライセを励はげました。

「あら、随ずい分ぶん勇ましいわね」

「なんだよ、そのイヤミな言い方は」

　アッシュのコメントに、要は眉まゆをひそめる。

「いいえ、純じゆん粋すいに褒ほめているのよ。ここ最近、あなたの高所恐きよう怖ふ症しようもなりを潜ひそめているみたいだし」

「高所……」

　ふと、要は足あし下もとに視線を下ろす──下ろしてしまう。はるか下方に、かすんだ緑色に覆おおわれた大地が見えた。

　途と端たん、発はつ汗かんとめまいと混乱が、一度に押し寄せてきた。

「おまえ、こんな時に……そんなこと……言う、ん、じゃ……あぐぐぐぐ」

　すがるものを求め、要はバタバタともがいた。水の中で溺おぼれる人間のように。

　そして、まず最初に手が当たったものにしがみつき、全力で顔を埋うずめた。

「あぐぐぐぐ」

　要はひたすらに震ふるえ続ける──ライセの胸の中で。

「ひゃああ!?　なに、なんですか!?」

　要は、アッシュではなく、ライセを捕つかまえていた。突とつ然ぜんのことに動転して、ライセは混乱するばかり。

「…………」

　無言でアッシュが割り込み、ライセと要を引きはがした。

　そして、要の顔面にアイアンクローをかます。

「ギャアァ──ッ!?」要は絶ぜつ叫きようした。「離はなせ！　離して──ッ！」

「ライセが驚おどろいてるでしょうが！　反省しなさいッ」

　ギリギリギリ、としばらく握にぎり続けてから、ぱっと離す。

「あづづ……、なんなんだよ、アッシュ！」

　握られたあたりを押さえながら、要はアッシュをねめつけた。

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって痛い目に遭あわされるのは仕方ねーとして、なんでおまえにかまされなきゃならねーんだ！」

「ライセの代わりにやってあげたのよ」

　アッシュも要をにらみ返す。

「えーと、一体何が……」

「要はね、ひどい高所恐怖症なのよ」

　一人、事情がわからず戸と惑まどうライセに、アッシュが説明する。

「一度ツボに入ると、人事不省に陥おちいって、人のおっぱいにすがりつく」

「あら。かわいいとこあるんですね」

「うるせーよ！　俺にはどうにもならねーことなんだ！　一度意識しちまうとな、──」

　ふと、要は足下を見やり──

「……あぐぐぐぐ」

　またもや恐きよう慌こう状態に陥った。素す早ばやく腕うでを伸のばしてアッシュを捕まえ、胸に顔を埋める。

「ね？」

　要の頭を撫なでながら、アッシュはライセに言った。

「こんな真似まね、誰だれ彼かれ問わずやらせるわけにはいかないでしょ？　だから、仕方なく私の胸を貸してあげているというわけよ」

「……そうですか」ライセは頷うなずいた。「まあ、その……要君が落ち着くって言うんなら、私の胸を貸してあげてもよろしいですけど……」

「ノー！」アッシュは手を突つき出した。「犠ぎ牲せいになるのは私だけでいいわ」

「……はあ……」

「そろそろ、戻もどりましょ。こうしている間にも、敵は近づきつつある」
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　生返事を返すライセにそう言って、アッシュは要を抱かかえたまま上じよう昇しようした。







「見ろ！　所しよ詮せん、ブレーベンブルクの地じ力りきなど、あの程度のものよ！」

　ガウルバッフの公宮内に設置されている大本営、作戦司令室のバルコニーから外を仰あおいで、アバンは高らかに言った。

　ガウルバッフの戦せん闘とう態勢に合わせて、ブレーベンブルクも防衛のための兵を島の周囲にまとわりつかせつつある。が、その数は、ガウルバッフの総兵力に比べれば、あまりに少ない。

「数度にわたる攻こう撃げきで、ブレーベンブルクの戦力を削けずったのが効きましたかな」

　その横に控ひかえるアリメルドがコメントを述べる。

「ああ、まったくだ」アバンは言う。「しかし、ゴタゴタさえなければ、もっと早く総攻撃を仕し掛かけられていたものを」

「そればっかりは、仕方ありませんね」

　同じく、アバンの横に控える周人が言う。

「ま、あいつらがいなくても、俺一人でどうにかできるってことを、証明して差し上げますよ。今からね」

「頼たのもしいことを言ってくれる！　期待しているぞ！」

　アバンは周人の背をバンバンと力ちから一いつ杯ぱい叩たたいた。

「さて、決戦だ！　ソールドの最終調整をしておかなくてはな！」

　踵きびすを返し、室内へ戻ろうとする。

「おや。閣下自身、出しゆつ撃げきなさるので」

「無論だ！　敵を打ち破ることこそ、この世で最高の娯ご楽らくだろう！」

　ガハハ、と豪ごう快かいに笑って、アバンは室内に姿を消した。

「さてはて、お元気なことで」

　アリメルドは肩かたをすくめ、首を振ふった。それから改めて、徐じよ々じよに迫せまりつつある敵てき影えいを見み渡わたす。

「なあ、アリメルド」

　同じく、敵影を見つめながら、周人は問いかけた。

「あんた、大公閣下についてどう思ってるんだ？」

「どう、というと？」

「つまり、これから先、一生仕えるだけの価値がある人物か、ってこった」

「君はどう思っているのかね」

「ご冗じよう談だん！　あんな気まぐれ野や郎ろう、つきあってられませんよ」

　小声で、しかし周人は言い切った。

「やはり君もそう思うかね」

「ってことは、あんたも？」

「私が雇こ用よう主を選ぶ際に一番気に掛かけるのは、召しよう喚かん点研究のための最適な環かん境きようを構築させてくれるか否いなかであって、雇用主の人格なんてどうでもいい、というのが原則なんだが──アバン閣下のあの性格は、私の研究環境に著いちじるしい障害をもたらしそうな気がしている。パトロンが口を出すのは当然だが、口数が多すぎるパトロンはご遠えん慮りよしたい」

「なんか、違い約やくによる契けい約やく不成立とか、申し立てることはできねえのか？」

「勘かんがいい」アリメルドはにやりと笑った。「あらかじめ、契約書の条文に仕込んであるとも。よく読まないと気づかないようなやつを。そこを申し立てれば、いつでも契約を切ることはできる。とはいえ、一方的に契約を切ってしまっては、評判に関かかわるのでね。なにかしら名目の立ちそうな事態に至らない限りは、閣下のもとで働くつもりさ」

「そうかい。そいつはしゃーねえな。結局の所、こっちの世界でも評判は大事なのかね」

「保証してくれるものが何もないからこそ、評判は大事なのさ」

　アリメルドはそう言って、周人を見やった。

「そろそろ、君も出た方がいいだろう」

「そうさせてもらいますよ、っと……！」

　周人は手すりから乗り出して、引導術を発動した。一挙に高度を落として地面すれすれまで行き、軍司令本部の前庭に並べられているソールドを二枚、摑つかむ。

「こいつを使わせてもらうぜ！」

　そばにいる兵士に声を掛けて、周人はソールドを伴ともない、戦場へと赴おもむいた。







「どうやら、おっぱじまるらしいな」

　建物の間から空を見上げて、可憐はさも面おも白しろげに呟つぶやいた。

　曇どん天てんのもと、ガウルバッフ兵達が続々とブレーベンブルク方面へ向かっている。

「ああ。決戦を挑いどむつもりだろう。もはやガウルバッフの糧りよう食しよくは限界に達しているだろうし。ラストチャンスだな」

　同じく、空を見上げながら神護も言う。

「どっちが勝つと思う？」

「どうなんだか。俺がブレーベンブルクの責任者だったら、引いて守って長期戦に持ち込むがね。要達を通じて、ガウルバッフの現状も知っているはずだし」

「つまんねえなあ。折角引導術っていうステキな技わざがあるんだ、ド派手に殺し合えばいいのに」

「そんな考えじゃ、為い政せい者しやは務まらないな」

「フン。俺は為政者になるつもりもないから、いいんだよ。それより、どのタイミングで仕し掛かける？　今からやっちゃう？」

「はやるな」神護は可憐をたしなめた。「少し様子を見る。両軍の本格的な激げき突とつが始まってから、仕掛けるぞ」

「そう。早く殺し合いが始まらないかなあ！」

　可憐は期待に胸を躍おどらせる。

（どうしてこんなことになってしまったんだ）

　神護は自責の念に駆かられる。もっとしっかりと可憐を守ってやることができれば、こんな──まるで人格が変わってしまうような目に、遭あわせずに済んだのではないか、と。

　しかし、これまでのイセス・メリアでの遍へん歴れきを思い返してみて、神護は別種の絶望を覚える。神護一人で、一体何ができたというのか。仮にイセス・メリアに墜おちてきた時点からもう一度やり直すことができるとしても、結局似たような目を辿たどることだろう。可憐がこうなってしまうのは、半ばさだめられたことだったのかとも思えてくる。

　もっとも、悪いことばかりではない。可憐がエレナ人格になったことによって、引導術に目覚めた。もはや可憐は単なるお荷物ではない、頼たよれるパートナーである。神護が一人で引き受けていた負担は、すっかり軽くなった。

「人間万ばん事じ塞さい翁おうが馬ってやつか……」

「なんか言った？」

　思わず神護の口をついて出た言葉に、可憐が反応する。

「いや、なんでもない」神護は口元を軽く撫なでた。「とりあえず、ガウルバッフの縁ふちまで出よう。いつでも監かん獄ごく島に行けるように」

「楽しみ楽しみ」

　二人で歩調を揃そろえ、神護と可憐は狭せまい路地を歩み去っていった。







「そろそろ、だな……」

　肉眼でガウルバッフ軍との距きよ離りを測りながら、要は呟く。

　ガウルバッフ軍の先頭は、球陣じんを組みながら迫せまってきている。文字通り、複数の兵士達が球状に隊列を組み、行軍しているのである。空という戦場が可能にした陣形だ。

　彼我の距離はおおよそ二千メートルといったところ。ガウルバッフの行軍速度は、かなりゆるんでいる。お互たがいの射程距離はいかほどのものか、推おし量りながら徐じよ々じよに距離を詰つめているのだ。

　通常の戦いであれば、お互いがほぼ同時に敵を射程距離内に捉とらえ、ほぼ同時にソールドの投げ合いが始まる。だが今回は、要がいる。常人よりはるかに遠くまで距離を視し認にんすることのできる異邦人オーバージーが、ブレーベンブルクの先頭に立っているのだ。

「あなたの力、期待してるわよ」

「頑がん張ばって生き残りましょうね！」

　アッシュが、ライセが、要の背に言葉をかける。

「任せとけ」

　心を決めて、要は眼前に並べられたソールド群を見つめる。

　ブレーベンブルク兵が摑んで浮うかせている台の上に、通常のものよりやや小こ振ぶりなソールドがずらりと並べられている。言うなれば、ソールドランチャーだ。

「さあ、始めようか」

　要達の少々後方に待機しているコーメイが、自軍に向かって声を張り上げる。

「摑め！」

　指令に従い、複数のソールドを、要は摑む。他ほかのソールドも、アッシュやライセ、あるいは他の兵士達によって続々と摑まれていく。

　全員準備が整ったところで──

「放て！」

　コーメイの叫さけび声が轟とどろき渡わたり──無数のソールドが一いつ斉せいに放たれた。

























「来たぞ！」

　ブレーベンブルク軍から先にソールドの群れが放たれたのを目視して、ガウルバッフ軍全体に一斉に緊きん張ちようが走る。しかし──

「おいおい、連中、いくらなんでも先走りすぎだろう！」

　誰だれかがよく通る声で言い、その声を聞いた兵達は多かれ少なかれ同調した。先手を取るのは結構だが、距きよ離りがあまりに遠すぎる。ガウルバッフ軍に到とう達たつする頃ころには、まともにソールドを操あやつることはできないだろう──誰の目にも、そう見えた。

　ソールド群は一定距離の間、ぐんぐんと空へ上っていき──やがてある一点で下降を始める。ガウルバッフの頭上を押さえつけるように、わらわらと降ってくる。

「防ぼう御ぎよだ！　防御しろ！」

　大きな、しかし冷静沈ちん着ちやくなアバンの声が、全軍に轟き渡る。言われるまでもなく、全兵が頭上にソールドを掲かかげ始める。

　もちろん、降ってくるソールドの一つ一つが、人を軽く引き裂さくだけの破は壊かい力を持っている。しかし、軌き道どうが単調では、恐おそれるに足りない。ほぼ全すべての兵がそう信じて、着ちやく弾だんを待ち──

　雨あられと、ソールドが降ってくる。全てのソールドは防御ソールドによって跳はね返される──と思いきや、

「のぐあッ！」

「ぎゃっ!?」

　突とつ然ぜん、断だん末まつ魔まの悲鳴があちこちで上がり始めた。

　予想外の声に、兵達は周囲を見やり──視界のあちこちに、身体からだを引き裂かれている同どう僚りようの姿を見み出いだす。小型のソールドが、標的にぶつかることもなく、隊列をすり抜ぬけて落ちていく──と思いきや、不意に上じよう昇しようを開始、下から兵士を襲おそったのである。

「どういうこった!?　遠すぎだろ!?」

　驚きよう愕がくして叫んだ兵士も、見えない方向からのソールドの直ちよく撃げきを食くらって、身体を二つに引き裂かれる。最さい期ごの瞬しゆん間かん、彼が目まの当たりにしたのは、一斉に同じ方向へ波打つように動く、複数──四十から五十のソールド群だった。

「な……おい!?　何が起きている!?」

　予想外の事態に、アバンが目を剝むいて慌あわてる。

「これは……」

　そばについているマルドナードが思し索さくを巡めぐらせて、

「近くにブレーベンブルク兵が隠かくれて、ソールドを操っているのではありますまいか!?」

「なんだと……!?」

　即そく座ざにアバンは周囲を広く見み渡わたす。が、人が隠れられそうな場所──無人島の類たぐいは、この空域にはない。ガウルバッフとブレーベンブルク、双そう方ほうの要よう塞さい島があるばかりだ。

「おい、まさか、こっちの軍に裏切り者が混じっているのか!?」

　アバンはその可能性に思い至った。

「だとしても、そいつをあぶり出す方法はありませんな」マルドナードは即そく断だんした。「このまま一気に距離を詰つめて、ソールドの投げ合いに持ち込むのが吉きちでしょう。大兵力で敵をすり潰つぶすのです」

「そ……そうさな」

　進言を受けて、アバンは大声を張り上げた。

「怯ひるまず進め！　こちらもソールドの雨を降らせてやるのだ！」

　ガウルバッフ兵達は、小型ソールドを弾はじき、叩たたき落として、再び隊列を組み直し、進軍速度を上げる。奇き襲しゆうを食らったとはいえ、士気はまだ盛んだ。







「いい調子だ……！」

　じっとガウルバッフ軍を凝ぎよう視ししながら、要かなめはひたすらに集中する。小型ソールドを四、五十個まとめて摑つかんで群れとし、その群れを二つ作って、敵の隊列の中でかき回すように動かす。内臓を食い破るがごとく、要のソールドは確実なダメージをガウルバッフ軍に与あたえていった。

「引導術って、一度に動かせるのは二つまでなんじゃないんですか……？」

　ライセが問いかけると、

「あなた、そうアリメルドから教わったの？」

　アッシュは眉まゆをひそめた。

「それは正確じゃないわ。正確には、引導術は、三つの異なる動きを操ることができる。うち一つは自分自身で、残り二つがソールド用。簡単に言うと、自分自身と、二本の見えない手を操ることができるのだけど、その手一つで複数の物体を摑むことができるのよ。一度にあれだけの数を摑むには、然しかるべき素養がいるけどね」

「なるほど……」

　ライセは納なつ得とくした。

　ガウルバッフ軍をかき乱すソールド軍は、さながら銀色に輝かがやく二つの魚群だ。魚達は皆みな、完全にシンクロした動きで空を泳ぎ、ガウルバッフ兵を引き裂いて、数に任せて敵を飲み込んでいく。

「いいよいいよ、要！」コーメイがわさわさと白はく扇せんを振ふる。「さすがは僕の愛する人だ！」

「でかい声で言うんじゃねー！」

　すぐさま殴なぐりに行きたいところだったが、ソールド群から目を離はなすわけにもいかず、要は前を向いたまま怒ど鳴なる。

　さすがに、ガウルバッフもやられっぱなしではない。魚群を構成する小型ソールドにソールドをぶつけて、弾き出す。大きく外れてしまうと、要の見えない手から漏もれ、そのまま地上へ落下していく。魚群は徐じよ々じよに小さくなっていった。

「よーし、全員徐々に撤てつ収しゆうだ！」

　ブレーベンブルク兵全体に対して、コーメイは呼びかけた。

「ソールドの射程圏けん内ないに入らないよう、ガウルバッフから離れるんだ！」

　命令を受けて、兵達は後退を開始する。極きわめて統制された動きで、一いつ切さい混乱は見られない。

　ブレーベンブルクの島自体も、退き始めた。じわじわと、しかし確実に、ガウルバッフの攻こう勢せいから逃にげるように動く。

「先制攻こう撃げきは、これで十分だろ」

　魚群を構成するソールドが残り数個になった時点で、要は引導術を解除した。小型ソールド群は最後の奉ほう公こうとばかりガウルバッフ兵の頭上に降りかかり、そのまま地面へと自由落下していく。

　ほどなくして、ガウルバッフからも小型ソールドによる一いつ斉せい発射攻撃が飛んできた。

「さ、私達も本番よ」
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「頑がん張ばります！　全部弾き落としてみせますよぅ！」

　アッシュとライセは自前のソールドを摑み、前面に押し立てる。

「死なねー程度に、やってやるよ」

　要も自分のソールドを摑み、ガウルバッフへ向けて墜おとした。







「怯むな！　敵がいかなる奇き策さくを用いてこようと、我が方の絶対的有利は揺ゆるがんわ！」

　陣じん頭とうに立ち、アバンは大声を張り上げて、自軍を鼓こ舞ぶし続ける。そして自らソールドを操あやつり、ブレーベンブルクへの攻撃を行う。

　時折、ソールドがアバンのところに飛んでくることもあるが──

「閣下！」

　そばに仕えるマルドナードが、ソールドでソールドをはじき飛ばす。

「よくやった！」

　マルドナードを褒ほめながら、アバンは視線をブレーベンブルクへ注ぐ。島そのものが後退し始めていることが、はっきりと視し認にんできた。

「フン！　連中、さっそく尻尾しつぽを巻いて逃げ出し始めたな！　腰ぬけどもがッ」

　戦せん況きよう優位ながら、アバンの顔に勝ち誇ほこるところはない。あまりにも手て応ごたえがなさすぎるのだ。さながらのれんを腕うで押おししているようなもので、勝っているという実感がまるでない。

「これは……どうなのでしょうな？」マルドナードが疑問を呈ていする。「連中、引いてはいるが、崩くずれている様子はない。罠わななのでは？」

「罠など、仕し掛かけようがあるか？　あるいは、さっき話に出た裏切り者か？　我が軍に裏切り者が潜ひそんでいるとして、何ができるというのだ」

　両手を広げ、アバンは空域全体を示した。

「先さき程ほども言った通り、この空域には、伏ふく兵へいを隠かくせる無人島はない。そもそも、ブレーベンブルクに伏兵を用意できる余よ裕ゆうなどなかろうが」

「……いかにも、その通りなのですが……なにか、違い和わ感かんを覚えるのですよ」

「なんだ。具体的に言ってくれないとわからんぞ！」

　しばしマルドナードは考え込んで──ぽんと手を打った。

「わかった！　無人島ですよ！　この空域、無人島がなさすぎるとは思いませんか」

「なに？」

　改めて、アバンは周囲を見み渡わたし──納得した。

「言われてみれば。まるで見あたらないというのは不自然だな。ブレーベンブルクの連中が、片づけたのではないのか？」

「おそらくそうでしょう。問題は、どこに片づけたか、です」

「どこに、だと……」

「隠せる場所があるでしょう」

　マルドナードは空を見上げ、指さした。正確には、空を覆おおう黒雲を。

「雲！」アバンは声を上げた。「雲の上か!?」

「これで、ブレーベンブルクのやる気のなさも説明がつくでしょう」言いながら、マルドナードは思し索さくを巡めぐらせる。「連中、我々を引き込んでおいて、上から無人島を降らせるつもりではありますまいか？」

「あり得るぞ！　それは……どうする!?」

「一いつ旦たん進軍速度をゆるめましょう。その間に、別働隊に雲の上を確認させるのです」

「よし、別働隊の編制は任せた！　きっちりと罠を踏ふみ潰つぶさせろ！」

「了りよう解かいしました。伝令！　伝令！」

　伝令を呼ぶため、マルドナードは一旦アバンのもとを離れる。

「フン、つまらん真似まねをしてくれるな、ブレーベンブルクごときが！　だが、浅あさ知ぢ恵えで俺を止めることはできんぞ……！」

　凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべて、アバンは自軍全体に進軍停止を呼びかける。既すでに彼の脳のう裏りには、戦いに大勝し、ガウルバッフ市民から歓かん喜きの声で出で迎むかえられる姿が描えがかれていた。







「やっと俺の出番かよ？」

　伝令からの伝達を受けて、周しゆう人とは腰こし掛かけていた岩から立ち上がる。

　周人とアリメルド、そして十数名の引導士兵が、ガウルバッフ大本営の庭で待機していた。ブレーベンブルクが異邦人オーバージーを繰くり出してきた時のために温存されていた分隊である。

「ええ」伝令は周人に言う。「ただ、敵は異邦人ではありません。雲の上を見てきていただきたいのです」

「雲の上？　なんでまた？」

　伝令は、マルドナードから伝えられた内容──ブレーベンブルクが仕掛けているかもしれない罠の可能性について、周人に教示した。

「なるほど、それはありそうな話だ」

　横で聞いていたアリメルドが、二度頷うなずいた。

「あのブレーベンブルクの引いた守り方、いかにも罠を仕掛けている風だ。楠くすの木き正まさ成しげ流の落石攻こう撃げきをイセス・メリア式にアレンジしているというところかな」

「楠木正成？」

　突とつ然ぜん出てきた武将名に、周人はアリメルドを見返す。

「ああ。楠木正成は、鎌かま倉くら幕府が派は遣けんした大軍と少数の手勢で渡わたり合ったことで名をなした。山城に籠ろう城じようして、幕府軍の頭上に岩やら丸太やら熱湯やら糞ふん尿にようやらをばらまいたそうだよ」

「おいおい、ここで糞尿攻撃とかやられたら大ピンチじゃねえか。士気ダダ下がりだぞ」

「私もそれは遠えん慮りよしたい。責任重大だな、周人君」

「罠の掃そう討とうをお願いします」と伝令。「雲の上に何もなければ、一旦こちらまで戻もどってきて下さい。あなたの報告を受けたら、進軍を再開しますので」

「わかったよ。それじゃ、行くぜ、野や郎ろうども！」

　分隊一同に呼びかけて、周人は引導術を発動、先頭きって空へと墜おちる。わずかに遅おくれ、分隊一同も周人に続く。

　伝令もすぐに自分の持ち場へと戻っていき、あっという間にアリメルドはひとりぼっちになった。

「いやあ、隊の統とう率そつ者としてもなかなか様になっているじゃないか、周人君。まことに結構」

　空を見上げ、アリメルドは吞のん気きに呟つぶやいた。







「……ム！」

　ガウルバッフの島から、十数個の影かげがまとまって直上に上じよう昇しようしていく。

　双そう眼がん鏡きよう越ごしに、コーメイはその影を見み出いだした。

　すぐさま持ち場を離はなれ、近くに浮いている要のもとに寄り、

「要！　今すぐ頼たのみたいことがあるんだ！　ソールドを戻してくれ！」

「……なんだよ、いきなり！」

　怒ど鳴なり返しながら、要は言われるがままにソールドを引き寄せにかかった。

「今、攻撃に防ぼう御ぎよにでクソ忙いそがしいんだけどよ！」

「雲の上に行ってくれ！　連中、罠わなに気づいた！」

「なんだと!?　どういう意味だ!?」

「上に行けば分かる！」

　要は、事情がよく飲み込めない。が、コーメイの切せつ迫ぱくした表情を見れば、緊きん急きゆう事態であることくらいは理解できる。

「そうかよ！　じゃあ、──」

　行ってくる、と言おうとする寸前、コーメイは要の腕うでを摑つかむ。

「ちょっと待って！　上に行ったら、僕の言った通りにしてくれ──」

　そして二言三言、然しかるべき命令を伝えた。

「……よろしく頼むよ！　同盟の未来のために！」

「わかった！」要は妥だ協きようした。「アッシュ、ライセ、ここは任せた！」

　二人に声を掛かけて、要はまっすぐに黒雲目がけて墜ちた。墜ちながら、最前線に出ていたソールド二枚を引き寄せ、空中で合流する。

　ほどなくして、黒雲の中へ突とつ入にゆう。雲の内部は、伸のばした自分の手すら見えなくなりそうな、濃こいガスに満たされている。

「こりゃ、全力で墜ちたら危ねーな……」

　やむなく、要は減速。低速で分厚い雲を縦断すると、やがて霧きりから暗い色が抜ぬけ、徐じよ々じよに明るくなり──

「うおッ」

　突然雲が途と切ぎれ、日の光が要の両目を刺さし貫つらぬいた。

　思わず顔を手で覆おおうが、すぐに目は慣れる。

　まるで別世界だった。

　よく晴れた空と巨きよ大だいな母なる月の下に、雲海が広がっていた。日本では見ることのできない、荘そう厳ごんな光景である。さながら、もう一つの大地であるかのように、雲は視界の果てまで広がっていた。

「地平線ならぬ雲平線とでも言えばいいのか……」

　思わず心を奪うばわれるような光景だったが、要はすぐに為なすべき任務を思い出す。

　横手を見やると──雲海の上に、無人島群が浮うかんでいた。

　その数、百に届こうかという程度。多数の島が、ほぼ一地点に集中して浮かんでいた。人じん為い的に集められたであろうことは、論を俟またない。

「そういうことかよ……！」

　要はコーメイの策を理解した。雲の上から、無人島を雨あられと降らせ、ガウルバッフに直接ぶつけるつもりだったのだ。

　が──その策は、敵に看破されたらしい。

「あいつ……！」

　ガウルバッフ方面から来る十数人の隊が、まっすぐに無人島群を目指している。その先頭にいるのは──

　兎と々と木ぎ周人だ。

「イヤなツラと出くわしたな……！」

　ソールドを、要は先行させた。




「いたいた！　あれを先に落としちまえばいいんだな!?」

　伝令の言葉通り、雲の上の無人島群を見つけて、周人はますます加速する。

　無人島群の上に何人か、ブレーベンブルク兵らしき人ひと影かげがある。彼らが無人島をまとめて摑み、真下に落とすタイミングを待っているのだろう。周人達の姿に気がつくと、目に見えて慌あわて始めた。

「逃にがさないぜ！　逆に島を摑み返してやる……！」

　叫さけんでソールドを投じようとしたその瞬しゆん間かん、

「…………!?」

　上方から降ってきた二枚のソールドが、周人のすぐ後方についていた二人を引き裂さいた。

「何ィ!?」

　咄とつ嗟さに身を転じて軌き道どうを曲げ、周人はソールドが飛んできた方向を見やる。

「……てめえ、この間の変態野や郎ろう！」

「変態はよけいだ！」

　周人に怒鳴り返しつつ、要はブレーベンブルク兵に呼びかける。

「島を今すぐ落として！　敵に摑まれる前に！」

　叫びに応じて、ブレーベンブルク兵達は引導術を解除し始めた。それに従い、無人島群は支えを失って、次々に雲海の中へと沈しずんでいく。

「くそッ！　もったいねえ！」

　周人としては、島を摑んで逆にブレーベンブルクにぶつけたいところではあった。が、要のソールドが飛んでくるこの状じよう況きようで、自分のソールドを手放すわけにもいかない。

「おまえ、邪じや魔まするんじゃないよ！」

　周人はソールドを要目がけて墜おとす。従う兵士達も、一いつ斉せいに要を囲うようにソールドを放った。

「さすがに、これは多勢に無勢って奴やつか……!?」

　さしもの要とて、異邦人オーバージー一人を含ふくんだ十数名と渡わたり合うのには無理がある。ソールドを一気に引き戻もどし、二枚とも防ぼう御ぎよ用としてまといつつ、逃げるように横に展開。追いかけてくるソールドを、次から次へと弾はじく。

　要が周人達の目を引きつけている間に、無人島はどんどん雲の中に姿を消し、ついには最後の一つまで落ちきった。

「こんなものか……」

　視界の片かた隅すみで最後の島が落ちたのを視し認にんした要は、離り脱だつのタイミングをうかがい──

「こいつッ！」

　一挙に接近を仕し掛かけてきた周人を目まの当たりにした。

　二枚のソールドを従えて、半ば体当たりのごとくアプローチしてくる。

　要は自分のソールドを微び妙みように動かし、周人のソールドをわずかに外へと弾き出して──

「うらァァ──ッ!!」

　跳とび蹴げりの体勢で、周人への直ちよく撃げきを狙ねらった。

「この野郎ォォ──ッ!!」

　応じて、周人も右足を伸のばして、要の身体からだを狙う。

　二人は空中で交こう錯さくして──

「ぬうううッ!!」

　足裏と足裏が、互たがいに激げき突とつ。

　完全な正面衝しよう突とつとはいかず、双そう方ほうわずかに軸じくがぶれた。

　ベクトルに乱れが加わり、要も周人もあらぬ方向へと投げ出される。

「なんなんだよ、おまえは！」

　乱転する視界の中、要は周人の姿を見つけ、叫んだ。

「なんでガウルバッフの味方をする！」

「そんなこと、俺の勝手だろうが！」

　言い返して、周人はソールドを投じる。

「悪いのかよ!?　生きていくために戦うことが！」

「メドラニカ思想をおかしいと思わねーのか!?」

　要も、攻こう撃げきソールドを墜とした。防御ソールドに身を隠かくし、周人の攻撃ソールドを弾く。

「俺の知ったことかよ！」周人は叫んだ。「俺は生きていくことだけで手て一いつ杯ぱいなんだ！　俺は引導術って力を手に入れた、ガウルバッフは引導術を使うことを奨すすめてくれる！　ソールドで敵をボコボコ墜とせば、それだけ高く評価してもらえるんだよ！」

「ふざけるな！　人を殺すことをなんだと思っている!?　この現実をゲームかなんかだと思ってんのか！」

「ああそうだ！　こいつはゲームだよ！　勝手に自分の命を賭かけ金にさせられて、負ければもれなく殺されるクソッタレなゲームだ！　ゲームに勝つためには、ルールを隅すみ々ずみまでよく理解して、その中で最適解を見つけ出さなきゃならないんだよ！　おまえらみたいに、メドラニカは間ま違ちがってるだのなんだのって、ルールをねじ曲げようとする奴は邪魔だ！　ゲームに参加してはいけない人間なんだよ！」

　要のソールドは、後続の隊員のソールドによって弾かれた。周人は防御を隊員に任せて、防御ソールドも攻撃に参加させる。

　他ほかの隊員達も続々と追いつき、時間差で要へとソールドを投じていった。

「……やっぱり無理すぎる！」

　これ以上手間取れば、追いつめられる──要はそう判断した。一気に高度を下げて、雲の中へ突とつ入にゆうする。

「待て！」

　隊員達は追いかけようとするが──

「いや、深追いはするな！」周人が制した。「雲の中に入られちゃ、何も見えねえぜ。追うだけ無む駄だだ。やるべきことはやったんだし、ほっとけほっとけ」

　その言葉に、隊員達は追つい撃げきを止やめた。一同、周人のもとに集つどう。

「それでは、大本営に帰き還かんしますか」

　隊員の一人が代表し、周人に問いかけた。

「そうだな……」

　頷うなずきかけて、周人は思い出した。命令は「罠わながなかったら、報告しに戻ってこい」というものだったことを。

「いや、攻撃を続けるぜ！」周人は宣言した。「このまま雲海の上を抜ぬけて、ブレーベンブルクの後方に出るんだ。ケツから連中を食い破ってやろうじゃねえか！」

　その提案は、分隊一同の功名心を強く刺し激げきした。

「わかりました！　それ、やりましょう！」

　誰だれ彼かれとなく、賛意を述べる。

「オーケー！　じゃあ行くぜ！」

　一同、雲海の上を水平に墜おち始めた。ブレーベンブルクの方向へ向けて。







「あれは……!?」

　戦場のど真ん中に突とつ然ぜん現れた巨きよ大だいな物体に、ライセが驚おどろきの声を上げる。

　天上の雲を分けて、島が落ちてくる。

　ブレーベンブルクとガウルバッフの間、ちょうど今無数のソールドが飛び交かっている空間を、無人島は横切っていく。

　島は一つだけではなかった。ブレーベンブルクを追うガウルバッフが十数分後に通るであろう空域を、多数の島が滑すべり落ちていった。どれもこれもかなり巨大な岩がん塊かいだ。ガウルバッフに直ちよく撃げきしていれば、甚じん大だいな被ひ害がいは免まぬかれ得なかっただろう。

　しかし──罠はタイミングを待ちきれず、的を外し、その正体を晒さらしてしまった。

　大量の落下物に視界を遮さえぎられた結果、戦場はほんのわずかの間、休戦状態に陥おちいった。双方の兵とも、落ちてくる島を呆ぼう然ぜんと眺ながめるよりなかった。

　けれども──

「ぼーっとしている場合じゃない！」

　そんな中、コーメイが声を張り上げた。

「島が邪じや魔ましている間に、逃にげるんだよォ──ッ！」

　退たい却きやくするよう、何度も何度も白はく扇せんを振ふる。

　ブレーベンブルクは後退を再開した。その速度は、先さき程ほどまでのものよりはるかに速い。




「ははッ！　これがブレーベンブルクの切り札というわけか!?」

　奇き観かんを前にして、アバンは勝利の笑い声を高らかに立てた。

「連中、慌あわてているじゃないか！」

　アバンの位置からでも、ブレーベンブルクが後退の速度を増したことは見て取れた。

「たしかに、かなり慌てておりますな」マルドナードが言う。「逃とう走そう経路が歪ゆがんでおりますし」

　ブレーベンブルクの軌き道どうは、大おお幅はばに上じよう昇しよう、かつ右折していた。つい先程までは、ガウルバッフと完全に正反対の方向に逃げていたのに。

　理由は容易に理解できた。その逃走ルートの先に、月が二つある。雲の向こうの二つの月の引力をできるだけ強く捕つかまえ、速度を増そうと試みているのだ。

「行き詰づまって愚ぐ策さくに出たな！　マヌケが！」

　斜ななめに逃げてもらったほうが、ガウルバッフとしては追いかけやすい。落下する無人島群を回かい避ひすることが、そのまま追つい跡せきにつながるからだ。

「全軍、前進を再開せよ！　ブレーベンブルクを粉ふん砕さいし、この世に一いつ片ぺんたりと残らぬように撃げき滅めつしてやれ！」

　腕うでを伸のばし、アバンは号令を掛かけた。それに合わせ、ガウルバッフ全軍は動き始める。

　勢いづいて、ガウルバッフ兵達はソールドを投げ込み、遠えん距きよ離り戦を仕掛ける。ブレーベンブルクとの間合いはまだまだ遠い──が、程なくして、目に見えて間合いが詰つまり始める。やがて互たがいの軍は接せつ触しよくし、白兵戦となるだろう。

　白兵戦となれば、互いの戦力の多た寡かがよりはっきりと現れる。すなわち、大兵力を誇ほこるガウルバッフの方が有利ということだ。それがわかっているだけに、寡兵のブレーベンブルクはひたすらに逃げる。が、接触はもはや時間の問題だと思われた──誰だれの目にも。







「……っと、とうとうガウルバッフが追い込みをかけてきやがったな」

　ガウルバッフの島の最さい後こう尾びに立っている可か憐れんも、そう判断を下した。

「だがこれで、俺達の仕事もやりやすい……」

　一方で、神しん護ごは前線に背を向け、ガウルバッフの更さらに後方を見つめている。ガウルバッフの島が加速を開始したため、これを追尾する諸島が遅おくれ、引き離はなされつつある。

　その諸島の中に、二人のターゲット──監かん獄ごく島もある。

「ちょいと要の野や郎ろうが心配だが──」

　視線を前線に固定したまま、可憐は身体からだの向きを百八十度転じた。

「ま、あっちはあっちで、なんとかするだろ」

「ああ……俺達は俺達が為なすべきことを為すまでだ」

　す、と神護はソールドを浮うかせる。

「その通り！　俺達も始めっか！」

　叫さけんで、可憐は島から飛び出した。引導術を発動し、遅れてついてくる島目指して墜おちる。

　墜ちながら、可憐はソールドを大きく飛ばし、空中でバツの字を描えがくように動かす。

　と──それを合図として、監獄島のすぐそばにある島、倉庫の建ち並ぶ島が動き始めた。唐とう突とつに軌道を横に曲げ、監獄島の軌道に割り込み──

　二つの島が、激突する。

　激突の反動で、監獄島は大きく傾かたむき、揺ゆれた。

「な……何が起きた!?」

　突然のことに、監獄島を守る警備兵が外に出て、事態の把は握あくに努めようとする。

　そこへ──

「全員死になァァ──ッ!!」

　可憐のソールドが、すっ飛んできた。

「!?」

　不運な警備兵が二人、まず真っ先に身体を斬きり裂さかれた。何が起きたのか理解する間もなく絶命、その身体は大地へと引かれていく。

「これは……襲しゆう撃げきか!?」

　他ほかの警備兵らが、やっと空を横切る可憐の姿に気がつく。ソールドを放り込むが、

「遅おせェんだよ！」

　可憐は、そのソールドに自ら突つっ込んだ。交こう錯さくする寸前、身体をロールさせて回避した後、自分の二枚のソールドと合流。そのまま警備兵のもとに突撃する。

「おわあああッ」

　逃にげようとしたが、もう遅おそい。可憐とすれ違ちがった瞬しゆん間かん、警備兵の身体は真っ二つになっていた。

「ハッハーッ！」

　空中で姿勢を変えて、可憐は軌道を曲げる。

「死にたい奴やつから列を作りな！　全員ブチ殺してやるからさあ！」

　警備兵達は可憐目がけてどんどんソールドを放り込む。四方八方から包み込むような波状攻こう撃げきが、可憐をサンドバッグにすると思われたが──

「遅い！　遅いよ！」

　異邦人オーバージーとしての才能を発揮して、可憐は変則的な軌道を取り、するりとソールドの中から抜ぬけ出した。警備兵達のソールドはこれについていけず、互いにぶつかりあった。ビリヤードボールのごとく無む秩ちつ序じよにバラけ、数瞬の間制せい御ぎよ不能になる。

　その数瞬が、致ち命めい的てきだった。

「全員まとめて地じ獄ごくに落ちなッ！」

　可憐はソールドを二枚とも投じる。ソールドはあっという間に警備兵達のもとへ迫せまって──

「…………!!」

　数人まとめて、切り裂いた。ソールドの軌道に従って、警備兵達はバラバラになり、大地の引力に捕とらわれ落ちていく。

「な……なんだあいつ!?」

「化け物か!?」

　赤い霧きりが舞まい上がったような凄せい惨さんな光景は、他の警備兵達をおびえさせるに十分だった。彼らはお互たがいの顔を見合わせて、打算を弾はじくと──

「逃げるが勝ちだ！」

　持ち場を捨て、逃とう走そうを開始した。

　恐きよう慌こうが、連れん鎖さ的に周囲に広がった。まだ圧あつ倒とう的な頭数を保っているはずの警備兵達は、雪崩なだれを打つように散り始める。

「あ！　おいコラ、待てよてめえら！　逃げるんじゃねえ！」

　思わず可憐は追走にかかるが、

「放っておけ！　俺達の任務は連中を皆みな殺ごろしにすることじゃない！」

　神護の声を受けて、ブレーキをかけた。

「チッ。わかったよ！」

　追い打ちを諦あきらめ、神護を追って監獄島にアプローチする。

　神護は先に監獄内へ突とつ入にゆうした。既すでに警備兵達は逃げ去っている。無人の構内を神護は突っ切って──ほどなくして、貧乳女性が閉じこめられているフロアを発見した。

　通路の左右に広めの牢ろう屋やがずらりと並び、一つ一つの牢内に、女性達が複数押し込められていた。思ったほどに劣れつ悪あくな環かん境きようではなさそうだ──が、それは「祝勝会のハンティングの際、ターゲットがまともに動けないようではゲームにならない」という理由からである。

　一様に暗い表情をしていた女性たちは、神護に気づくと、一いつ斉せいに視線を向けた。

「平原の民たみの者だ！」神護は呼びかけた。「今からあなた方を解放する！　まっすぐ出口に出て、隣となりの島の倉庫に移ってくれ！」

　途と端たん、歓かん喜きの声が爆ばく発はつした。全員が立ち上がり、牢屋の格こう子しに取りついて、「早く出して！　早く出して！」とせがみ始める。

「一いつ旦たん下がってて下さいよ！　ソールドで鍵かぎをぶち壊こわしますから！」

　彼女らの注意を喚かん起きしつつ、神護は慎しん重ちようにソールドを牢の扉とびら部分にぶつけ、次から次へと粉ふん砕さいしていく。扉が開いた途端、女性達は弾かれたように牢から駆かけだし、そのまま出口へと向かっていった。

「はいはい、こっちだよ！　こっちこっち！」

　出口には可憐が立ち、女性達の誘ゆう導どうと万が一の事態に備えての警護を行っている。

　可憐の誘導する先には、先さき程ほど監かん獄ごく島への体当たりを仕し掛かけた倉庫の島が待っている。平原の民が用意したもので、こっそりとガウルバッフの諸島の中に混じっていたのだ。

「はいこっち！　急いで倉庫の中に隠かくれて下さいね！」

　倉庫そばで女性らを誘導するのは、倉庫の島を摑つかんでここまで寄せてきたマリアである。凄すさまじい勢いで逃げてくる女性らの体当たりを食くらわないように注意しながら、手を振ふり続ける。

　やがて──神護は囚とらわれていた貧乳女性を全すべて助け出し、監獄入口へと戻もどってくる。

「全員解放したぞ！」

「さっすが神護、手て際ぎわがいいね！」

　可憐は神護の背中をバシバシ叩たたくと、首根っこを捕つかまえ、無造作に頰ほおを寄せてキスをした。

「…………!?」

　不意打ちに、神護は目を白黒させる。

「俺からのプレゼントだよ！」

　ニッと笑って、可憐はふわりと足を浮うかせた。

「さっさと帰ろうぜ！　ガウルバッフの連中が戻ってくる前にさ」

「……お、おう！」

　軽い動どう揺ようを覚えながらも、神護はすぐに我に返り、引導術を発動させた。

　思っていたよりも短い時間で、女性達を救うことができた。しかしそれでも一定の時間を食ったのは事実であり、早々に退たい却きやくしなければならない。

　前線の様子はどうなっているのか。ブレーベンブルクが最後の抵てい抗こうをして、ガウルバッフを引きつけていればいいんだが──などと思いつつ、神護は少し寄り道をする。既に空域を離はなれつつある倉庫の島へはまっすぐに向かわず、一挙に上じよう昇しようしてガウルバッフの上面に出て──

「……なんだ!?」

　目を見張った。

　先程、戦場のど真ん中をすり抜けるように落ちていったはずの無人の群島が、またもや雲の中から続々と現れて、ガウルバッフの島を直ちよく撃げきしていた。何個も何個も。







「な……何が起きている!?」

　頭上を覆おおう無数の無人島を見上げて、アバンは目を剝むいた。

　第二陣じん。

　第二陣の無人島群が、ガウルバッフ目がけて雨あられと降ってくる。ブレーベンブルクに合わせてかなり高度を上げているため、避さけることは不可能だった。

　豪ごう快かいな音を立てて、まず最初の一個がガウルバッフに激げき突とつした。その下にある建築物をあっさりと踏ふみ砕くだく。そこへ更さらに二個三個と島が降り注ぎ──

　ガウルバッフの島そのものに亀き裂れつが入り、砕け始めた。

　大たい抵てい、大公国の首都となるような大きな島は、いくつかの島を接合することによって成り立っている。もちろん、様々な手段で補強はしているが、一枚岩の島に比べれば、どうしたって脆もろい。島と島の境界線に力が加われば、容易に砕ける。

「じょ……冗じよう談だんではない！」アバンは叫さけぶ。「冗談じゃないぞ！　罠わなは排はい除じよされたんじゃなかったのか!?」

　しかし、いかに叫んでみたところで、目の前の光景が覆くつがえるわけではない。それどころか、アバン自身の頭上にも島は降ってくる。

「閣下！」マルドナードが叫ぶ。「危ない！」

　声に、アバンは見上げ──初めて、頭上を巨きよ大だいな影かげに覆われていることに気づいた。

「おわあッ」

　慌あわてて真横に全力で墜つい落らく。すんでのところで、巻き込まれるのを回かい避ひする。

　が、ガウルバッフ兵達全てが回避するというわけにはいかなかった。突然雲の中から降ってきた大質量に激突する者多数。反射神経に優すぐれる者は、一気に高度を下げてダメージを免まぬかれるが──

　前方より、勇ましい鬨ときの声が上がる。

　ブレーベンブルクが、反転攻こう勢せいを開始したのだ。

　落ちてくる島を縫ぬうように、ブレーベンブルク兵のソールドが続々と飛んでくる。二方向から一度に攻せめ立てられては、ひとたまりもない。運の良い者は、島の直撃を避けられたもののソールドに身を裂さかれ、運の悪い者は島の直撃を受けた上にソールドで身を裂かれる。

　ガウルバッフ兵は浮き足立った。一気に士気が崩ほう壊かい、まだ動ける者は我先にと逃にげ出し始めた。

「逃げるな！　逃げるんじゃあないッ！　敵前逃とう亡ぼうは死し刑けいだぞ……！」

　いかにアバンが凄すごんでみたところで、一度うねり始めた流れは止まらない。モメンタムははっきりとブレーベンブルク側に傾かたむいた。

「ここは一いつ旦たん引くべきです！」マルドナードが進言する。「もはや戦線を維い持じすることは不可能です！」

「ぬううう……！」

　唇くちびるを、アバンは嚙かんだ。今にも嚙み裂きそうな勢いで。

「おのれッ！　どうしてこうなった!?　クソッタレがァァ──ッ!!」

　空むなしい咆ほう吼こうを上げて、アバンは後退を開始した。







「……うぉぉい！　言われた通りにやってきたぞ！」

　上方から、要はコーメイのもとに降りてきた。

「やあ、遅おそかったじゃないか」

　笑え顔がおを、コーメイは要に向けた。

「雲の中で迷ったんだよ」対照的に、要はコーメイを睨にらむ。「おまえらがここまで後退しているとは思わなかった」

「すまないね。ガウルバッフを釣つるには、真しん剣けんに逃げなきゃならなかったんで」

　コーメイが仕し掛かけた策は、二段構えだった。

　雲の上にまとめていた無人島群は、いわば囮おとり。もう一つ、雲の中にも無人島群を仕込んでいたのである。雲上の無人島群をわざと見破らせて、ガウルバッフに勢いづかせ、調子に乗って突とつ撃げきしてきたところに本命、雲中の無人島群をぶつける──これがコーメイの策の全容だった。

　ものの見事に、図に当たった。

「こんな作戦を仕掛けているんなら、最初から説明しておけってんだ」

「時間がなかったものでね。さあ、約束通り、混乱状じよう況きようを作って差し上げた。ここからは君達の仕事だ」

　す、とコーメイは横を示す。アッシュとライセが、要達の方に向かって来ていた。

「おうとも。アバンの私し邸ていに乗り込んで、羽は佐ざ間ま彰あき彦ひこを救い出してくるぜ！」

　ソールドを引き連れ、要は真横に墜おちた。アッシュとライセに対して手を振ふり、しかる後前方──アバンの私邸があるであろう方向を指さす。

　それを受けて、アッシュとライセはカーブした。大きく旋せん回かいして進路を百八十度反転、弧こを描えがきつつ要に合流する。

「この時を待っていました！」

　意気込みを、ライセは語った。

「彰彦君、絶対助けますからね！　待っていて下さいよ……！」

　更さらなる加速を自分に課して、一人で先頭に出る。

「逸はやるなよ！　って言っても、無む駄だかねえ」

　ライセの後こう塵じんを拝しながら、要は言った。

「何を先せん輩ぱい面づらしてるのよ」

　空中で、アッシュは要をどついた。







「こいつは……何が起きているんだ!?」

　雲を抜ぬけ、ブレーベンブルクの後背に回り込んだ周人は、戦せん況きようが予想外の方向に傾いていることを瞬しゆん時じに悟さとった。

　予想が正しければ、ガウルバッフの大攻勢がブレーベンブルクの防ぼう御ぎよ態勢を今にも押し潰つぶそうとしている──はずだった。ところが実際はどうだ。逆に、ブレーベンブルクが勢いに乗り、敗走するガウルバッフに追い打ちをかけている。

「……まずいぞ」

　気配を、周人はかぎ取った。

　原因はよく分からないが、戦いの大勢は既すでに決している。もはやガウルバッフ敗北の流れは押し戻もどしようがなく、今いま更さら周人が分隊を率いて後背からの攻こう撃げきを仕掛けたところで、焼け石に水を注ぐ程度の効果しか得られまい。

「これは……どうします」

　隊員が、周人の判断を仰あおぐ。

「考えるまでもない」周人は即そく断だんした。「おまえら、負け戦いくさに命を賭かけなきゃならないほど、ガウルバッフに義理を感じてるか？」

　問いかけに、答える者は誰だれ一人ひとりとしていない。

「なら話は決まりだ。俺達は何も見なかったかのように雲の上に戻り、そしてそのまま逃にげる。……いや、すぐ逃げるわけにもいかんか」

　おのおの、ガウルバッフに残している財産、あるいは家族がいる。周人自身も、できればアリメルドと合流したい。

「元来た道を引き返して、ガウルバッフに戻るぞ！　ガウルバッフに戻ったらそれぞれ自由にしろ！」

　呼びかけるが早いか、周人は空へと墜ちた。引き続いて、隊員達も雲へと突つっ込んでいく。







「……彰彦君！」

　名を呼びながら、ライセは地ち下か牢ろうへと転がり込んだ。

　幻げん聴ちようか、と疑いながら彰彦は頭を上げて──そこにライセと、ライセに引き連れられた男女──要とアッシュの姿を見み出いだす。

「ラ……ライセか……!?」

「私だよ、彰彦君！　助けに来たよ！」

　ライセはソールドを墜おとし、彰彦の腕うでを拘こう束そくする二本の鎖くさりを同時に断たち切った。

　縛いましめが解けて、彰彦はふらりと前方に崩くずれかける。ライセが素す早ばやく滑すべり込んで、抱だき留めた。

「良かった……生きてたんだね！」

「ああ……俺が、この程度でくたばるものかよ……」

　しばし、ライセのぬくもりを感じた後、視線を上げて──

「こちらの方々は？」

「彰彦君を助けるのに手を貸してくれた人！」

　ライセの言葉を受けて、要とアッシュは進み出た。

「俺は八やつ浦うら要」

「私はアシュラータ・アムルー」

　二人は手短に自己紹しよう介かいして、握あく手しゆを求めた。

「あんた方には、どれだけ礼を言っても言い足りないな」

　手を握にぎり返して、彰彦は軽く頭を下げた。

　要はざっと彰彦の姿を観察する。そこそこ背も高く、上半身は筋肉が盛り上がっている。細身ながら、運動で鍛きたえているという風。何日もつながれて、かつ外傷も多く、かなり体力を消しよう耗もうしているはずだが、案外足あし下もとはしっかりしている。

「感謝の気持ちは、あとでたっぷり表してくれ」要は手招きした。「さっさとここを出るぜ」

「そうしよう」

　四人は脱だつ出しゆつを開始した。地下牢を抜け、アバンの私し邸てい内の廊ろう下かを駆かける。幅はばの広い廊下の壁かべには、複数のソールドが立てかけられていた。

「こいつを土産みやげにもらっていくか」

　そのうち二枚を彰彦は摑つかんで、自分のそばに引き寄せた。

　侵しん入にゆう時にソールドで粉ふん砕さいした玄げん関かん扉とびらから、四人は飛び出した。ブレーベンブルクはどっちだ、と要は周囲を見み渡わたし──

「危ない！」

　唐とう突とつに降ってきたソールドに気がついた。

　四人は四方に飛び退のいて、攻撃を回かい避ひ。ソールドはついさっきまで四人がいた場所、玄げん関かん前の庭に突き刺ささった。

「貴様ら……！　人の家で何をしている!?」

　遅おくれて、低い、しかし怒いかりのこもった声が、降ってくる。

　一同は空を見上げ──そこに、憤ふん怒ぬに身体からだを震ふるわせているアバンの姿を見出した。

「貴様らだけでも、ブチ殺してやらなければ気が済まん！」

　地面に突き刺したソールドを引き寄せつつ、アバンは手元のソールドを彰彦へ投じた。

「ハン！」

　ソールドをさっそく使用し、彰彦はおのれの身を隠かくした。アバンの攻こう撃げきは、空むなしく弾はじかれる。

「それはこっちの台詞せりふだ！　おまえこそ覚かく悟ごしろ！　ソーセージになるのはどっちだろうな！」

　タンカを切るとともに、彰彦は逆ぎやく襲しゆうに転じた。

「ライセ！　二人でやるぞ！　いつも通りにな！」

「はい！　一いつ緒しよに行きましょう！」

　息を合わせて、二人で真横に飛んだ。彰彦はソールドを二枚ともアバンのもとへ投じる。

「クソがッ！」

　ソールド一枚を器用に操あやつり、アバンは二枚のソールドを器用に外へと弾き飛ばした。それと同時に攻撃ソールドを投じる。大きく迂う回かいして、彰彦の死角から迫せまらせ──

「やらせませんよ！」

　ライセのソールドが、アバンのソールドと激げき突とつした。アバンのソールドはあらぬ方向へと流れていく。

　彰彦が攻撃に専念し、ライセが防ぼう御ぎよに専念する。ブレーベンブルク兵に対して無類の強さを誇ほこった、必殺戦術だった。そもそもそう簡単に崩せるものではない上──

「背中ががら空きね！」

　彰彦達に気を取られた隙すきをついて、アッシュがアバンの背にソールドを投じる。

「！　しまっ……！」

　完全に不意をついた。アバンは振ふり向くのがやっとで──

「……そうは問屋がおろさんよ！」

　寸前、ソールドが一枚割り込んで、アバンを守った。

　間を置かず、アッシュの頭上をソールドが襲おそう。

「ム……!?」

　ロールして逃にげるアッシュ。逃げながら、ソールドの投じられた方向を見やり、

「──アリメルド!!」

　宿敵の名を呼んだ。

「その方は私の雇やとい主だ」アリメルドは叫さけんだ。「そう簡単に殺させるわけにはいかないな！」

「よくやったアリメルド！　あとでボーナスを用意してやる！」

　冷や汗あせをかきながら、アバンは叫んだ。

「そいつは恐きよう悦えつ至し極ごく……っと！」

　アリメルドの返事は、語ご尾びがかき消された。アッシュが反はん撃げきのソールドを投じたためである。

「アリメルド！　ちょうどいいところに出てきてくれたわね……！」

　アッシュはアリメルドに突とつ進しんを仕し掛かけた。

「私としては、君とこんな所で会いたくはなかったよ！」

　アリメルドは正面切って迎げい撃げきはせず、アッシュの攻撃をかわしにかかる。

「おいこらアッシュ！　目的を見失うんじゃねーよ！」

　要の声も、今のアッシュには届かない。

　まあいい、と要は前向きに解かい釈しやくする。少なくとも、アッシュが動くことによってアリメルドの助力を封ふうじることができているし、そしてこっちは三対一だ。折を見てアバンの後背からソールドを投げ込めば、ケリはつく──

「……させるかよォォ──ッ!!」

　──が、前方からの怒ど声せいが、要の打算をパーにした。

「……兎々木周人！」

　異邦人オーバージーが、ソールド二枚とともに、要目がけてまっしぐらに墜おちてくる。

「うっとうしい！」

　真横に滑すべるように移動して、要は周人のチャージを回避した。

「しつこいんだよ！　このクソ野や郎ろう！」

　すぐさま進路を転じ、ソールドを投げ返す。

「どうやらさっきはおまえに一本取られたみたいだからな！　取り返しにきたのさ！」

　周人は防御ソールドを立て、あっさりと攻撃を跳はね返した。逆にソールドを放り込み、反撃に出る。

「ム……！」

　要は思わず唸うなる。さして厳しい攻撃ではなかったが、要とアバンの間を分かつような攻撃だった。必然的に、彰彦達の戦いの場から離はなれることになる。

　無理をしてでもアバンの側そばに食いつくか、と要は一いつ瞬しゆん思ったが、すぐに諦あきらめた。

「迷めい惑わくだ！　とっとと失うせろ！」

　ここは周人に百パーセント集中すべきだ、と心を決め、周人の攻撃ソールドを回かい避ひする。

　彰彦、ライセとアバンの戦いから周人を排はい除じよしてやるんだ──そう考えることにして、要は体勢を立て直し、敵てき影えいを視界に収めた。
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「クソッ！　この卑ひ怯きよう者どもが！」

　彰彦とライセのタッグに、アバンは手を焼いていた。

　一対二の戦いを強しいられているのだから、当然ではある。アバンの一枚の攻撃ソールドはライセの二枚の防ぼう御ぎよソールドに弾はじかれ、彰彦の二枚の攻こう撃げきソールドがアバンの一枚しかない防御ソールドを翻ほん弄ろうする。かろうじて五分五分の戦いに持ち込めているのは、アバンの長い経験に裏打ちされた引導術技術と、長らく幽ゆう閉へいされていた彰彦の不調故ゆえである。

「何が卑怯者だ！」声を振り絞しぼって、彰彦は叫ぶ。「この数日、牢ろう屋やに閉じこめられて、俺がどんな思いをしたか、おまえにもわからせてやるよ！」

　彰彦は二方向からソールドを放り込む。一方はアバンを真っ向から追いかけ、もう一方は反対方向からやや遠回りに迫せまる。正面の攻撃から逃げるアバンを刺さす構えだ。

「おのれッ」

　両者のソールドの動きを見て、アバンは毒づく。彰彦の意図が理解できるだけに、恐きよう怖ふを覚えざるを得ない。この戦法、たとえ異邦人といえど、イセス・メリアに来て一ヶ月やそこらで容易にできる技わざではない。

　逃げるばかりでは術中にはまる、とアバンは真っ向から迫るソールドに対し、突進した。防御ソールドを前面に押し、彰彦のソールドを弾く。一気に距きよ離りを詰つめながらソールドを放つが、

「させませんよッ！」

　ライセの防御は鉄てつ壁ぺきだった。アバンのソールドはあっさりと跳ね返され──その間に迫っている彰彦のソールドが、アバンの背面を覆おおう。

「クソッ！　クソッ！」

　逃にげるしかなかった。ロールしながら空へと墜ちて、大きく間合いを取る。

　逃げながら、アバンは思し索さくを巡めぐらせる。結局、一対二では埒らちが明かない。一対一という状じよう況きようを作れば、どちらも敵ではないが──その状況をどうやって作ればいいのか？

　疑問を抱いだいたちょうどその時、砕くだけたガウルバッフの破は片へんが目に入った。いくつもの小さな島に分かれ、しかしいまだに密集して浮ういている。

　あれだ、とアバンは目を付け──

「……フフッ！　フハハハ！」

　大きな笑い声を立て、彰彦達の気を惹ひいた。

「よく考えてみれば、まともにおまえらの相手をする理由はないんだったな！　あばよ！」

　捨て台詞ぜりふめいた声を投げつけて、そのまま下降。ガウルバッフの破片群へと飛んでいく。

「あ！　この野郎、待て！」

　反射的に追いかけようとする彰彦を、

「待って！」ライセが止める。「あの人が逃げるなんて……罠わなじゃないの!?」

「そうかもな！　だが、あいつを逃がすわけにはいかない！　罠なら踏ふみ破るまでだ！」

　と主張しつつも、彰彦は足を止め、ライセの同意を求める。

　真しん摯しな視線を真っ正面から受け止めて──

「わ……わかりました」ライセは頷うなずいた。「一いつ緒しよに行きます。気を付けて！」

「言われるまでもない！」

　頷き返して、彰彦はアバンを追いかけた。

　警けい戒かいしながら、ガウルバッフの破片の中へと潜もぐり込む。

　いざ近づいてみると、島は遠目で見ていたより密集していた。案外、原形を保ったままの建物、家屋類も多く、それらが視界を著いちじるしく遮さえぎっている。

　死角のうちに隠かくれているのであろう、アバンの姿は見えない。

「あいつ、どこへ行きやがった……!?」

　慎しん重ちように、風に流される程度の速度で移動しながら、彰彦はあちこちに顔を向ける。

「これ、ちょっとまずくないですか……」

　ライセが言う。どこから奇き襲しゆうをかけられても不思議ではない。一瞬でも隙すきを見せれば、死に至る恐おそれがある。

「条件は向こうだって同じだ」

　小声で、彰彦は言い返した。

「むしろ、向こうに先に動いてもらった方が好都合だろ……」

　周囲に注意を配りながら、ひたすらに待ち──

　頭上で、何かが動いた。

「！」

　飛んできたソールドが、頭上に浮く破片に突つき刺さった。

　破片は砕け、無数の岩がん塊かいとなり──上に載のっていた建物とともに、彰彦達に降り注いでくる。

「私に任せて！」

　ライセが頭上にソールドを墜おとした。うち一方は面を上方に向け、落石類を防ぐ盾たてとし、うち一方は建物に突っ込ませ、粉ふん砕さいする。

「野や郎ろう、どこに──」

　そのソールドの隙すき間まから、彰彦はアバンの姿を捜さがし求める。が、それらしい姿は見あたらない。落石を避よけつつ、上方へ向かい──

「……ハッハア──ッ！」

　笑い声は、真下から飛んできた。

　真下から伸のびてきたアバンの腕うでが、ライセの首を捕つかまえる。

「……うううッ!?」

　気づいた時には、ライセは絞しめ上げられていた。首にかかる手を引きはがそうと試みるも、ライセの腕わん力りよくではいかんともしがたい。

「これで逆転だな！　羽佐間彰彦！」

　勝ち誇ほこった笑え顔がおを、アバンは彰彦に向けた。

「……貴様ッ！」

　引っかけられた、と彰彦は奥歯を嚙かみしめる。頭上に注意を向けておいて、足あし下もとから襲おそいかかる──見え透すいた手に引っかかった己おのれを、そしてライセを巻き込んでしまった己を呪のろった。

　なんとしても、ライセだけは救わなくてはならない。

「さあ、この娘むすめが縊くびり殺されるところを見たくなかったら、ソールドを捨てて、──」

　アバンは呼びかけたが──彰彦は聞いていなかった。

「……うおああああああァァ──ッ!!」

　言い終わるのを待たず、ソールドを伴ともなって、無む謀ぼうな突とつ撃げきを敢かん行こうする。

「な……正気か貴様!?」

　咄とつ嗟さに、アバンはソールドで彰彦を迎げい撃げきする。

　一枚目は、彰彦のソールドによって遮られた。が、その衝しよう撃げきは防ぼう御ぎよソールドを介かいして彰彦に伝わって、外に弾はじき飛ばし──

「死ねィ!!」

　アバンの二枚目のソールドが、彰彦の胴どうを裂さいた。




「…………!!」

　ライセは自分の目を疑った。

　完全な真っ二つとまではいかなかった──が、脇わき腹ばらから鳩尾みぞおちのあたりまで、彰彦は大きく裂かれた。

　致ち命めい傷しようだ。

「ハン！　この俺に逆らうから、こうなるんだよ！」

　敗者への言葉を、アバンは彰彦に叩たたきつける。

　鮮せん血けつが飛び散って、彰彦は己の運命を悟さとった──

　──が。

　その瞳ひとみの輝かがやきは、まだ失われていなかった。

「まだだッ!!」

　姿勢を制せい御ぎよして、自分の身体からだでアバンの頭上を覆おおい──

「……なんだと!?」

　完全に油断していたアバンに、取りついた。

「冥めい土どの土産みやげに──」

　人差し指と中指を揃そろえて、

「こいつをもらっていく！」

　アバンの右目に、全力で突っ込んだ。

「ぬぐあッ!?」

　短い、しかし凄すさまじい悲鳴を、アバンは上げた。

　彰彦が手を引き抜ぬく。

　眼球が、少量の血とともに飛び出した。

　激痛に、アバンは身をよじって、彰彦を振ふり落とした。

　アバンの首裏に回していた手がずるりと滑すべり、彰彦は空中へ放ほうり出される。

　もはや引導術を操あやつるだけの余力もなく、そのまま自由落下を開始する。

　けれども、その顔には、勝利の笑みが張り付いていた。

　笑顔のまま、彰彦は大地を覆う霞かすみの中に消えていく。

「おあああ──ッ!!」

　顔を押さえて痛がるアバンに、彰彦の笑みを視し認にんする余よ裕ゆうはない。身をよじりながら、猛たけり狂くるう。

　手の中からライセが抜け出ていることに気づいたのは、ゆうに十秒も過ぎた頃ころだった。

「なんてことを、──」

　怒いかりに燃える左目で、アバンはライセの姿を捜し──

「!!」

　びくり、と震ふるえた。

　手を伸ばせば届きそうな場所に、ライセはいた。

　まるで悪あく霊りようのような黒いオーラを、アバンは幻げん視しした。

　雰ふん囲い気きが一変している。

「うふふふ」

　場ば違ちがいな含ふくみ笑いを漏もらしたかと思うと、

「殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる」

　ぶつぶつと唱え始め──ギッとアバンを射いすくめる。

「……ッ!!」

　防衛本能にかられ、アバンは再びライセの首に手を伸のばし──

「ぎゃあッ!?」

　激痛が、アバンの肘ひじを襲った。

　アバンの肘は、二枚のソールドに左右から挟はさまれていた。

　さながら、鉄の門に腕うでを挟まれたようなものだった。自由落下速度で飛んできたソールドは、容易に人間の骨を粉ふん砕さいする。

「ぬおおおッ」

　激痛に苛さいなまれながら、アバンは内心で驚きよう愕がくする。たとえ至近距きよ離りであろうと、二枚のソールドのヘリをぴたりと一点で合わせるなど、並なみ大たい抵ていの芸当ではない。

「ライセは俺達の中で一番強い」──今いま更さらながら、彰彦の言葉が真実であったと思い知る。

「殺してやる殺してやる殺してやる」

　ライセのソールドが、アバンの視界から消える。ライセ自身は天頂方向へ墜おちる。

　視界が狭せばまった右側から襲おそうつもりか、とアバンは咄とつ嗟さにソールドを自分の右側に動かし、左目でライセを追いかける。

　攻こう撃げきは下方にやって来た。ソールドが二枚、ぴたりとアバンの両足首を挟み込む。

「ぬごおォッ!?」

　またもや激痛。二カ所同時だけに、威い力りよくも二倍増し。

　骨の砕くだける音を聞きながら、アバンは悟った。

　こいつ──俺をいたぶり抜いた上で殺す気だ！

「や……やめろッ！　こんなバカな……ッ！」

　脂あぶら汗あせを流しながら、なりふり構わず、逃にげにかかる。

「うふふふ。殺してやる殺してやる」

　ライセは呟つぶやき続けながら追いかける。上下左右から、ソールドを自在に操り、アバンを攻撃する。どれもこれも、一撃必殺を狙ねらうものではない。アバンにダンスを踊おどらせようとしているのだ。生を求めてあがき続け、しかし最後には死に至る、絶望のダンスを。

　とうとう、アバンの心は砕けた。

「う……うあああ──ッ!!」

　全力で墜ちようとして──ガウルバッフの破は片へんに全力で激げき突とつした。首がねじ曲がるほどの勢いで着地、アバンは一いつ瞬しゆん気を失う。

　次に目覚めた時には、ライセがアバンを見下ろしていた。

「うふふふ」

　その顔に張り付いている薄うすら笑いに、アバンは底知れぬ狂きよう気きを感じた。

　しかし、もはや動けない。全身の激痛だけではない──アバンはすっかりすくみ上がっていた。

　頭上に浮うかせているソールドを、ライセはアバンに墜とし──

「……そこまでだ！」

　横から飛んできたソールドが、ライセのソールドを叩たたいた。

　ライセのソールドは、アバンの顔のすぐ横に突つき立った。

　静かにライセは頭上を見上げて、

「殺してしまっては、いけないね」

　コーメイの姿を見み出いだした。

　コーメイはアバンのもとに着地して、一いち瞥べつする。

「……どうしてですか……」

　静かな声で言ってから──ライセは怒りを爆ばく発はつさせた。

「どうしてですか!!　彰彦君が殺されたのに、……!!」

　コーメイは一瞬びくりとしたものの、気を取り直して答えた。

「大公が捕ほ虜りよになるってのは、戦死を遂とげるよりもなお恥はじさらしになるとは思わないかな？　身み柄がらを押さえておけば、和平条約でこっちに有利な条件をいくらでも飲ませることができるし、一石二鳥だよ。気持ちは分かるけど、ここはこらえてくれないか」

「…………」

　しばらくの間、ライセは微び動どうだにせずアバンを見つめていたが──とうとう、肩かたを落とした。

「……そうですか……」

　まとっていた暗いオーラも、みるみるうちに消えていく。

「ありがとう。済まないね」

　冷や汗あせを拭ぬぐいながら、コーメイはタオルを取り出して、アバンの目元を隠かくすように縛しばり上げた。引導術を封ふうじる、最も簡単な方策だった。




「……周人君！」

　アッシュの攻撃を凌しのぎながら、アリメルドは周人と空中で合流した。

「そろそろ退たい却きやくした方が良さそうだ！」

「なんだと!?　もうちょっとであの変態野や郎ろうを潰つぶせそうだってのに、──」

　周人の反論は、アリメルドがある一点を指さしたことによって終わった。

　ガウルバッフ軍の抵てい抗こうを粉ふん砕さいしたブレーベンブルク兵が、大挙してこの空域に迫せまりつつある。

「──退却のお時間みたいだな」

「理解してくれて幸いだ」

「閣下はどこに行ったんだ？」

　アバン達の戦いの場から、すっかり離はなれてしまったらしかった。ざっと周囲を眺ながめ渡わたすが、それらしい影かげは見あたらない。

「なあに、閣下もバカじゃない、不利と悟さとれば逃げるだけの知ち恵えはあるだろう」

　適当に言って、アリメルドは後方に墜ちはじめる。

「ま、こんな具合だと、どうやらガウルバッフ自体とお別れした方が良さそうだ。大公国が敵に占せん領りようされた場合に関する条じよう項こうは、契けい約やく書にはないし」

「つまり、ここを捨てて逃げるってことか？」

「どさくさに紛まぎれて逃げる。逃げるって言い方がいやなら、転進と呼び替かえてもいいが──」

「気にするものかよ！　逃げようぜ！」

　迫り来る攻撃ソールドを弾はじき返して、周人は全力逃とう走そうにかかった。

「野郎！　てめーから仕し掛かけておいて逃げる気かよ！」

　逃走に気がついて、要はその背に声を投げるが──

「あいつらはほっとけばいい」アッシュが制した。「ライセを助けるのが最重要目的よ」

「そうだった。畜ちく生しよう」

　要は毒づいた。くるりと身を翻ひるがえし、周囲を見み渡わたして、ライセ、あるいは彰彦の姿を捜さがす。

「あ……あれか？」

　要の視力は、はるか向こう、ガウルバッフの破片群が漂ただよう空域に、ライセらしき姿を見出した。

「行きましょ」

　アッシュとともに、そちらへ向かう。

　近づくにつれ、ライセのそばに倒たおれているアバン、そしてコーメイの姿が見えてくる。

「おっと、どうやら俺達の助すけ太刀だちはいらなかったみてーだぜ」

　アバンを捕つかまえることに成功したらしい、と見て、要は喜ぶ。

「本当？　それは良かったわね」

　応じて、アッシュも笑え顔がおを見せるが──

「……いや、前言撤てつ回かいだ……」

　彰彦の姿がないこと、ライセが悄しよう然ぜんと立ちすくんでいることに気づいて、要は悟った。悟らざるを得なかった。

「…………」

　アッシュも、短く、強く、ため息をついた。










　ベタイゴイツェ王国、王宮──

　その最上階にある国王の執しつ務む室は、摂せつ政しようである王太女ヘイルメリーの座する部屋となって久しい。

　イセス・メリアの最高権力者の部屋ながら、意外に狭せまく、書類棚だながみっしりと並んでいる。ただ機能性を追求した、殺風景な室内だ。

　このような部屋に改造したのは、ヘイルメリーの意思によるものである。かつては無む駄だに豪ごう奢しやな部屋であり、その名残なごりは窓まど枠わくに見て取れる。唯ゆい一いつ、華か美びな装そう飾しよくがそのまま残り、事務的な部屋の中で異い彩さいを放っていた。

　麾き下かの大公国宛あての親書を書いている最中、ヘイルメリーはふと気き疲づかれを覚え、その窓から外を見下ろす。よく整備された庭園、色とりどりに咲さく花に、ほんのわずかの間心を奪うばわれるが──

「ヘイルメリーお嬢じよう様さま！」

　ノックもそこそこに、筆頭秘書官マクファーデンが飛び込んできた。

「……なんですか。騒そう々ぞうしい」

　静かな声で、無表情にヘイルメリーは秘書官を見やった。

「今は執務中です。お嬢様と呼ぶのはやめなさい。公私混同ですよ」

「は……申し訳ありません」

　マクファーデンはかしこまって頭を下げた。

「で、どうしたのですか。あなたほどの方がそうも慌あわてるとは」

「ガウルバッフがブレーベンブルクに敗北しました。アバン様は捕ほ虜りよになったそうです」

　ぴくり、とヘイルメリーは片眉まゆを吊つり上げた。

「……詳くわしい話を、聞かせて頂きましょうか」

　乞こわれて、マクファーデンは上がってきた情報をヘイルメリーに克こく明めいに説明した。現在両大公国間で和平交こう渉しようが行われているが、ガウルバッフにはかなり不利な条約が締てい結けつされることになりそうだ、とも。

「…………」

　報告を聞き終えると、束つかの間、ヘイルメリーは口元に手を当てて考え込んだ。

「……そうですか、わかりました。アバンが解放されるのはいつになりそうですか？」

「まだ数日はかかるものかと思われますが」

「イングリッドを呼びなさい。彼女にアバンを出で迎むかえてもらいましょう。それから……一つ頼たのまれてくれますか」

　と言って、ヘイルメリーはある指示を出した。

　その内容を理解すると、マクファーデンは顔色を失った。

「そ……それで、よろしいのですか」

「ええ、それで良いのです。それとなく情報を流して下さい」

　表情を毛ほども動かさず、ヘイルメリーは答えた。

「了りよう解かいしました。では、そのように取りはからいます……」

　一礼して、マクファーデンは去っていった。

「…………」

　息を吐はき出して、ヘイルメリーは庭園に視線を落とした。

「何の役にも立たないゴミは、焚たき付けにするしかないでしょう」

　誰だれに聞かせるでもなく呟つぶやくと、ヘイルメリーは長い髪かみをかき上げた。姿勢を正して、再び親書の執しつ筆ぴつに没ぼつ頭とうする。







「素す晴ばらしい。君達は素晴らしい仕事をやってくれた」

　神護と可憐が隠かくれ家に戻もどると、入口にてフラットランドが待ち受けていた。拍はく手しゆでもって、二人は迎むかえ入れられる。

「無数の罪なき貧乳達の命が救われ、代わりに悪あしき者どもが地じ獄ごくの門をくぐった。最高の結果と言えるな、これは」

「前者はともかく、後者に関しては俺達のあずかり知らぬところでしたがね」

　神護は謙けん虚きよにそう語り、

「俺もチャンスさえあれば、ガウルバッフの連中を片っ端ぱしからブチ殺したかったんだけどね！」

　可憐はそう言い切った。

「君達自身も怪け我が一つ無いようで、安心した」とフラットランド。「誠まことに申し訳ないが、もう一件ほど仕事をしてもらいたいのだがね」

「ガウルバッフの奴やつらを殺す仕事？」

　期待を滲にじませ、可憐は飛びついた。

「その通りだ。ちょっと面おも白しろい情報を手に入れてね。詳しよう細さいは中で話そうじゃないか」

「いいねいいねー。その手の仕事なら大だい歓かん迎げいだぜ」

　フラットランドと可憐は、連れだって隠れ家へと向かう。

　そのすぐ後方を、神護はついていった。可憐の背を、じっと見つめながら。

　可憐はもはや、神護の庇ひ護ごを必要とはしていない。そのこと自体は喜ばしいことだ──が、この人格ごとの変化を喜ぶべきなのだろうか？　何度も繰くり返し抱いだいてきた疑問を、神護は再び覚えた。

　可憐はどこかに行ってしまったのか？

　それとも、今の可憐も可憐なのか？

　今の可憐は、俺が好きだった可憐だと言えるのか？

　いくら考えても、答えは見つからない。







「結論から言うと」要はコーメイに言った。「アバンの野や郎ろうを野放しにするってことなんだな」

「人聞きの悪い」コーメイは反論した。「二国間の和平条約に基もとづき、互たがいの捕虜を交こう換かんする。その捕虜の中に大公閣下も混ざっているというだけさ」

「ふざけんなよ。俺達のやったことは……あと、彰彦の犠ぎ牲せいはどうなっちまうんだ」

　怒いかりを隠そうともせず、要はコーメイを睨にらみつける。

　しかし、コーメイは涼すずしい顔だった。

「君達は立派にやってくれたじゃないか。大公閣下を捕虜にしたおかげで、ブレーベンブルクに無む茶ちや苦茶有利な条件をガウルバッフに吞のませることができたんだから。地上領と空中領の割かつ譲じよう、賠ばい償しよう金きんたんまり、向こう十年間にわたる不戦の約束、その他諸もろ々もろ。まさしく、君達のおかげによる大勝利と言っていい。もちろん、羽佐間彰彦の捨て身の行こう為いがあってこその話だ」

「…………」

　そう言われると、要としても反論のしようがない。

　実際のところ、要も理解してはいる。現在、ブレーベンブルクの法院宿しゆく泊はく館かんに留め置かれているアバンを怒りに任せて殺したところで、何も生み出しはしないことを。和平条約のためのダシとして利用するというコーメイのやり方は、この上なく正しい。

　だが、頭で理解できても、感情が理解できないということはある。

「賠償金で彰彦の命を買い戻せるわけじゃねーんだぞ」

　羽佐間彰彦を救うことができなかった。その事実は、大きな悔かい恨こんとして要の胸の内に留とどまり続けていた。一体どんな人間だったのか、言葉を交かわしてみたかった。メドラニカに対して怒り、ガウルバッフからの脱だつ出しゆつを決意した、などといった話から察するに、意気投合することができたのではないかと思うのだが──その機会は、永遠に失われた。

「アッシュも何とか言ってやれ」

　隣となりにいるアッシュを、要は焚きつけた。

　アッシュはものすごい険悪な表情を浮うかべていたが──

「本当に不ふ愉ゆ快かい極きわまりないけれど、こればかりはコーメイの言ってることが正しいわ」

　と言った。

「ええええええ」

「こればかりは、じゃないよ。僕の言うことは大たい抵ていの場合において正しい」

　フッと笑って、コーメイは肩かたをすくめた。

「正論ばかり言う人間は嫌きらわれるものよ。アリメルドみたいにね」

　しかしながら、アッシュの舌ぜつ鋒ぽうは鋭するどい。コーメイは苦く笑しようせざるを得なかった。

「許してくれよ。たとえ僕のような天才軍師とて、限界はある。死者を蘇よみがえらせるなんて不可能だよ。僕らにできることは、死者の功を讃たたえることだけさ。一応、羽佐間彰彦の遺体を回収するよう命令は出している。それで我が慢まんしてくれ」

　何も答えない要に、コーメイは更さらに言う。

「大公自らが敵の捕ほ虜りよになるなんて、これ以上ない恥ち辱じよくだよ。おかげで、ガウルバッフが向こう十年は立ち直れない身体からだになる条約を取り交わすことができたし。国に帰った後、アバンは身内からどう見られるだろうねえ。大公の座を狙ねらっている人間もいるだろうし、そしてなにより、君のお姉さんが黙だまっていないんじゃないのかな」

「私にとって、慰なぐさめはその一点だけよ」

　アッシュは腕うでを組み、ぷいとあさっての方向を向いた。

「……おまえの言ってることが正しいのは理解した」

　要はコーメイに言った。

「理解してくれてうれしいよ。君に敵意を向けられるのは、僕としても心苦しいからね」

　コーメイはさりげなく要の尻しりに手を回そうとした──が、要はその手を叩たたき落とす。

「だから、その正論でライセを慰めてやれ」

「えっ」目を丸くするコーメイ。「それは僕の専門とする所じゃないよ」

「おまえの言ってることが常に正しいんなら、ライセも納なつ得とくしてくれるだろうさ」

　要はコーメイの襟えり首くびを摑つかみ、ライセのもとに引き連れていこうと試みる。

「いやいや、冗じよう談だんじゃないって、要」

　抵てい抗こうしようとコーメイが身をよじった時──

「…………」

　会議室に、ライセがふらりとやってきた。要もコーメイも、動きを止める。

　ライセは目を泣き腫はらしていた──今は泣いていないが。すぐにアッシュが歩み寄り、その肩を抱く。

「部屋の外で、話聞いてました」

　まず、ライセはそう言った。

「また立ち聞きされてるじゃねーか」

　要はコーメイを睨んだ。

「ごめんなさい」ライセはすぐに謝った。「でも……とにかく、コーメイさんの判断を支持します。今いま更さら大公を殺したところで、彰彦君は帰ってこないですし……」

「いい子ね」

　アッシュはライセの頭を撫なでた。

「ほら見たまえ」コーメイは要を見上げた。「彼女、おっぱいが大きい割には賢けん明めいじゃないか」

「おめーなあ」もう一度、要はコーメイを絞しめ上げた。「ものには言い方ってもんがあるだろうが！」

「ぬぐあ！　ちょっと、何してるの！　今のはどう考えても褒ほめ言葉でしょ！」

「いいえ」アッシュが口を挟はさんだ。「私はそうは思わない」

　アッシュはコーメイを睨にらんだが──すぐに、何かを閃ひらめいたような顔を見せる。そして、ライセに耳打ちする。

「えっ」ライセは顔を赤くした。「そんなことするんですか」

「あのバカをこらしめてやるのよ」

「……ま、まあ、ちょっと面おも白しろそうですよね」

　前向きな返事をライセから引き出したところで、

「要、そのバカをがっちり押さえておきなさい」

　とアッシュは命令した。

　意図を理解して、要は無言で命令に従う。

　コーメイも、気づいてしまった。

「うわッ！　やめろ！　僕を殺すつもりか！」

「死にはしないわ。ただ、ちょっとつらい思いをするだけ──」

　ライセの肩を抱だいたまま、アッシュは前進し──ライセの胸を、コーメイの顔に押しつけた。

「グモォォォォ──ッ!!」

　悲鳴は、おっぱいという防ぼう音おん壁へきによって、半ばかき消された。

　コーメイは全力で脱だつ出しゆつを試みるものの、要の腕わん力りよくから逃のがれ出ることはできなかった。じたばたとした動きは、やがて小刻みな震ふるえに変わり──

「…………」

　しまいには、ガクリと全身の力が抜ぬけた。ぽとり、と白はく扇せんが手から落ちる。

　ライセと要が同時に離はなれると、コーメイはその場にばたりと倒たおれた。白目を剝むき、口から泡あわを吹ふいて、完全に気絶していた。

「なんたる拒きよ絶ぜつ反応」要は呆あきれた。「一体どういう風に教育すれば、ここまでおっぱいを嫌いになれるんだ」

「母親が、授乳の時にアレルギー物質をおっぱいに塗ぬったんじゃないの」

　極きわめて投げやりな口調で、アッシュは言った。

「これって、死なないですよねえ」

　ただ一人、ライセだけがコーメイの心配をしていた。







　ガウルバッフとブレーベンブルクの和平条約は無事に締てい結けつされて、数日後、捕ほ虜りよ交こう換かんの日がやってきた。

　一いつ般ぱん兵達が武装したブレーベンブルク兵に囲まれて帰き還かんする中、ただ一人、アバンだけは特別なメンバーの迎むかえを受けていた。

「ベタイゴイツェ王国ベラトリクス所属、イングリッド・マズマルダです」

　数人からなる一団のリーダーとおぼしき女性が、自己紹しよう介かいしてシルヴァ大公、コーメイらと握あく手しゆする。

「ベラトリクスって？」

　遠目からその様子を眺ながめていた要が、アッシュに問う。

「国王親衛隊のことよ」アッシュは答えた。「今は事実上、ヘイルメリーの親衛隊ね」

「ふーん」

　イングリッドは事務手続きを終えると、数語コーメイと言葉を交かわし──せわしなく周囲を見み渡わたした。

「……どうやら、私を捜さがしているみたいね」

　短く息をついて、アッシュは引導術を発動。イングリッドのもとへ向かった。

　少しためらったが、要もその後を追う。

「……アシュラータ様！」

　アッシュの姿を見つけると、イングリッドはうれしそうな表情を浮うかべ、接近してきた。

「久しぶりね、イングリッド」

　アッシュも、安あん堵どの表情でもって応じ、イングリッドの手を取った。

「お久しぶりです、アシュラータ様」

　イングリッドはアッシュの手を両手で取り、額に近づけた。

「やめなさい、イングリッド。いまや私はあなたの主人ではないのよ」

「いいえ、貴女あなたは今でも私の主人です」

　強い光の宿る瞳ひとみを、イングリッドはアッシュに向けた。

　アッシュは、この女性との再会を懐なつかしがる一方で、困こん惑わくしているようにも見えた──要の目には。

「その……あの男にレイプされかけたと聞きましたが」

　言いにくそうに、イングリッドは問うた。

「大したことじゃないわ。あいつに眠ねむり薬を飲まされはしたけれど、何もなかったから」

「それは良かった」

　ほっと胸をなで下ろした後、イングリッドは改めてアッシュを見つめた。

「帰ってくる気はないのですか」

「それだけはできないわ」

　柔やわらかい声で、しかしアッシュはきっぱりと言う。

　しばしの間、二人は見つめ合って──

「……そうですか」イングリッドが折れた。「とても残念です」

「悪いわね、イングリッド」

「けれども、ならば、同盟から離れて頂けませんか」

「それも、──」

　アッシュはもう一度ノーを言おうとしたが、イングリッドが物思わしげな様子で顔を近づけてきたため、黙だまる。

「すぐに、王国は同盟に戦争を仕し掛かけます。大戦争になりますよ」

　小声で、イングリッドは言った。

「…………」

　アッシュは息を吞のんだ──が、すぐに落ち着きを取り戻もどし、

「それは……来るべき時が来たということよ。私は、同盟の一員として戦うわ」

　強い決意をたたえて、イングリッドを見返した。

「警告はしました」

　深く頭を下げると、イングリッドはコーメイのもとに戻っていった。

「……どういうご関係で？」

「一いつ緒しよに学んだお友達」アッシュは短く答えた。

「ふーん。しかし、大公の迎えとしてはちょっと人数少なくねーか？」

「人数が多かったら、『敗軍の将がここにいますよ』って喧けん伝でんするようなものでしょ。……折角だから、アバンの見送りに行きましょ」

　イングリッドの後を追って、アッシュと要は地面に降り立った。

　ブレーベンブルクの縁ふちに据すえられた椅い子すに、アバンは着席していた。腕うでを折られ、足首を砕くだかれていながらも、せめて威い厳げんは保とうという気持ちが見て取れる。アッシュらのアプローチに気づいて、くるりと身を翻ひるがえした。

　その右目は、眼帯で隠かくされている。

「よくもたばかってくれたな……！」

　アバンは左目を大きく歪ゆがめて、低い声で凄すごんだ。

「それはお互たがい様じゃないかしら」

　怯ひるむことなく、アッシュは言い返した。

「ヘイルメリーがあなたをどうするのか、楽しみにしてるわよ」

　ヘイルメリーの名を聞くと、アバンは言葉に詰つまった。今度は目を要に向け、

「おまえもだ！　あと、あの巨きよ乳にゆう女にも伝えておけ！　俺は必ず戻ってくる……そして必ず貴様らを八つ裂ざきにしてくれるわ！」

「そいつはどうも」要は答えた。「お目々を潰つぶされたのに、随ずい分ぶん強気だな」

　隻せき眼がんでは、距きよ離り感かんを測れない。引導士ハイダイバーとしては、致ち命めい的てきな損傷のはずだ。

「やり方はいくらでもある。俺は執しゆう念ねん深ぶかい人間なんだよ」

　アバンはまだ言い足りないようだったが、イングリッドをはじめとした護送班に囲まれて、言葉を切った。

「参りましょう」

　促うながされて、アバンはアッシュと要に最後の一いち瞥べつを投げ──引導術を発動した。護送班とともに、空へと墜おちていく。

「最後までクソムカツク野や郎ろうだったな」

　その姿を見送りながら、要は吐はき捨て──シルヴァ大公がいることを思い出した。

「おっと。これはすいません」

「気にしないで」シルヴァは笑った。「私も同感ですよ──アバン大公は、残念ですけど、クソムカツク野郎としかいいようがありませんね」

「はあ……」

　あまりに気さくな態度は、むしろ要を混乱させた。

「それでは、私は先に公宮に戻っていますよ。みんな、このたびはご苦労様でした」

　シルヴァはコーメイ達にそう言い残し、お付きの人間達とともにその場を歩み去っていった。要らは一礼し、その背を見送る。

「しかしありゃ、何がなんでも復ふく讐しゆうしに戻ってくるって感じだな。やっぱり殺した方が良かったんじゃねーの」

　シルヴァ達の姿が消えた後、要はアバンの最後の態度について論評した。

「無理を言ってはいけないね」とコーメイ。「今いま更さらそんなことされても困るよ。彼には無事にガウルバッフに戻ってもらわなくちゃ」

「ガウルバッフに戻ったら、殺してもいいかしら」

　しれっとした顔で、アッシュは聞いた。

「ばれなければ、構わない。しかし君も、未来の義理の兄に対して無む茶ちや苦茶言うね」

　コーメイにそう指し摘てきされると、アッシュはわずかに黙り込んだ。

「一族によって決められた婚こん約やくとはいえ、あんなのが結婚相手なんて罰ばつゲーム以外の何物でもないわね。どうするのかしら、ヘイルメリー……」







　引導術の良いところは、たとえ大おお怪け我がをしていようと、比ひ較かく的てき自在に移動ができるという点にある。もちろん、長時間の落下は、怪我人にとっては無視しえない負担を身体からだにかけるが、自他共に認めるタフガイ、アバンはその苦しみを顔には出さない。腹の中で煮にえくりかえるような怒いかりが、苦しみを一時的に忘れさせていた。

「閣下……」

　復讐の手段を算段するアバンのそばに、イングリッドが寄せてくる。

「一つ、お伺うかがいしたいことがあるのですが」

「なんだ。言ってみろ」

「アシュラータ様に眠ねむり薬を飲ませたというのは本当ですか」

「答える必要があるのか？」

　アバンは質問を質問で返した。

　イングリッドは答えず、

「そうですか。わかりました」

　それだけ言って、すっとそばを離はなれる。

「おい、まさかその話、ヘイルメリーにするつもりじゃ──」

　とアバンが言った、その時。

「敵です！」

　護送班の一人が、叫さけんだ。

　その声にアバンは首を回し──迫せまり来る影かげを見つける。

「……敵てき影えいだと？」

　何故なぜいきなり敵呼ばわりなんだ、とアバンはまず思った。たしかに敵のようにも見えるが、この距きよ離りでは判断がつかないはずである。

　ともかく、ソールドを持たない身としては、護送班に守ってもらうより他ほかにない。アバンはイングリッドを見上げて──

　イングリッドが、虫ケラでも見下すかのような視線を向けていることに気づいた。

「おい！　おまえ……！」

　本能が、危機をかぎ取った。切せつ羽ぱ詰つまって手を伸のばすが、

「この命令、少々良心がとがめていたのですが──あなたがアシュラータ様をレイプしかけたと聞いて、最後の同情心まで消え失うせました。おさらばです」

　イングリッドはアバンにそう言い捨て、護送班に声を掛かける。

「散開！」

　その合図で、護送班は四方八方に飛び散り──そのままいなくなった。

「な……なんだと!?」

　あまりのことに、アバンはその場に立ち尽つくしてしまう。

「……ハッハア──ッ！　情報通りだ！　ターゲット発見したぜェ！」

　その間に敵影は大きくなり──あっという間にアバンを捕ほ捉そく。

　一人の少女──可憐が、ソールドを伴ともなって迫り来る。

「じょ……冗じよう談だんだろ!?」

　咄とつ嗟さに周囲を見み渡わたして、アバンはソールドになりそうなものを探す。

　何もない。

　身を隠かくす場所も、何もなかった。

　全身から血の気が引いた。

　それでもアバンは、全力で逃にげにかかる。反対方向に墜おちるが──

「……ヒィ!?」

　途と端たん、すぐ鼻先をソールドがかすめた。

「逃がしはしないぞ……！」

　反対側から、神護が距離を詰つめてきている。

　ならば横へ、とアバンは視線を振ふり向けたが──こちらには、マリアがいる。

　三方から、アバンは囲まれていた。

「さあて……」

　一定距離に静止して、可憐が声を掛けた。

「言っておくが、命いのち乞ごいしても無む駄だだからな？　アバン・クロムリーズ。あんたの悪名はよく知ってる。貧乳女性に対する虐ぎやく待たいの数々もなあ！　おまえはゴミだ！　この世にいてはいけない最悪のクズだ！　冥めい土どの土産みやげに、一方的に殴なぐられる痛さと怖こわさを存分に理解してもらってから地じ獄ごくに落ちてもらおうか！」

　可憐の放つオーラにぞくりと震ふるえながら、アバンは事態の把は握あくに努めた。飛び散った護送班、そして待ちかまえていた平原の民たみ。この二つの事実が意味するところはただ一つ。

「ヘイルメリー！　俺を処しよ刑けいする気か!?」

「俺の名前はヘイルメリーなんかじゃないっての」可憐は言った。「恐きよう怖ふにもうトチ狂くるったか？　このビビリが！」

　ソールドを、アバン目がけて墜おとす。一枚はアバンの左側に、一枚はアバンの右側に。

「おのれッ！」

　左から飛んでくるソールドだけなら、アバンにもよく見える。問題は、右からのソールドだ。すぐに視界の外へ消えてしまった。左目で右のソールドを見ようとすれば、今度は左のソールドが消える。

　逃げるしかなかった。アバンは高度を上げて、どうにかソールドを二枚とも視界の中に収めようと試みる。

「どこだ──どこだ!?」

　無論そのことは可憐も承知の上、変則的な動きでアバンを惑まどわす。ソールドが想定外の動きをするたびに、アバンは逃げながら身体からだをよじり、あるいは向きを変え、視し認にんを試みる。

「──あそこか！」

　ついに、視界内にソールドを二枚とも捉とらえた。あとは反対方向に全力で逃げればいい、とアバンは加速をかけ──

「──何が？」

　両りよう肩かたに、衝しよう撃げきを受けた。

　咄嗟に頭上を見上げ──可憐が、アバンの頭を膝ひざで挟はさみ込んでいることに気づく。

　可憐は右手にナイフを握にぎっていた。腕うでを真下に振り下ろし──

　アバンの左目を抉えぐった。

「ギャアア!?」

　悲鳴を上げるアバン。

　可憐は膝に力を込めて、アバンをねじり投げた。アバンはスクリュー回転しながら、どうにか逃げようとするものの──待ちかまえていたソールドに激げき突とつする。

「ヒィ！」

　激突したが、大して痛くない。ソールドは動的エネルギーを持たず、ただ宙に浮ういていた。アバンの方から自らぶつかりに行ったようなものだ。

「ハハハッ！　これで全方位ブラインドサイドだな！」

　嘲あざけりの声を投げる可憐。

「うおおおッ」

　その声の反対方向へと、アバンは全力で墜ちる。が、そこにもソールドが待ちかまえている。頭から激突し、身体がぐるりと回転。

　回転している最中にソールドが飛んできて、アバンの身体をはね飛ばす。

「うおおおッ！　おおおおお──ッ!?」

　アバンの悲鳴が裏返った。恐きよう慌こうにとらわれて、もはや恥はじも外聞もない声を上げることしかできなかった。

「たーのしーい！」

　離はなれた場所で、可憐は腹を抱かかえて笑っていた。

「さしずめ三次元ピンボールってところかなあ!?　ハイスコアが出るまで、パドルでボール叩たたきまくるよ！」

　泣きわめくアバンの進路へ、更さらにソールドを放り込む。

「助けて！　助けてくれッ!!」

　救いを求めて伸のばす腕にも、ソールドは激突する。骨折している部分にも容よう赦しやなくぶつかる。抵てい抗こうする気力を失うまで、大した時間はかからなかった。

「あれ？　もうやる気無し？　つまんねえなあ。それじゃ次は、手足を刻んでみようか。それとも三枚おろしとか？」

　脱だつ力りよくしたきり動かなくなったアバンに、可憐は更にソールドを投げ込もうとして──

「そこまでだ！」

　神護のソールドが、アバンを一刀両断にした。

「…………!!」

　正面からの攻こう撃げきをもらい、アバンは胴どうを裂さかれた。

　慈じ悲ひの一撃だった。アバンは瞬しゆん時じに絶命、血を噴ふきながら落ちていく。

「あ！　何すんだよ、神護！」

　可憐は失望の声を上げる。

　神護は可憐のそばまでまっすぐに墜おち──右手を振ふり上げ、可憐の頰ほおを張った。

　バチン、といい音が響ひびいた。

　いきなりのことに、可憐は完全に放心した。

「今のはなんだ！　不必要に人をいたぶるんじゃない！　オモチャじゃないんだぞ!!」

　さすがに、黙だまってはいられなかった。怒いかりを、神護はストレートにぶつける。

　怒ど声せいに、可憐はすくみ上がった。がたがたと震ふるえ始め──

「……そんなつもりじゃ……私……今……」

　不意に、可憐の雰ふん囲い気きが変わった。

　異状を、神護は感知した。

　エレナのオーラが消え──可憐の人格が戻もどっている!?

「──うああ──」

　可憐の身体が、沈しずみ始めた。

　これは引導術ではない──単なる自由落下だ！

　素す早ばやく腕を伸ばして、神護は可憐を捕つかまえる。ぐっと抱だき寄せると、可憐の全体重が神護にのしかかってくる。

「エレナ！　エレナ！　しっかりしろ！」

　大きな声で、神護は何度も呼びかけた。

　すると、またもや可憐の気配が変わり──エレナのオーラが戻ってくる。

「ああ……ん……俺は……」

　神護の腕の中で、可憐はみるみるうちに軽くなっていった。引導術の制せい御ぎよを取り戻したのだ。

「……痛いってえなあ……」

　頰を撫なでながら、神護の顔色をうかがうような目を向ける。

「……悪かったよ、神護。お……怒おこらないで……」
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「わ……わかればいいんだ」

　エレナ人格がおびえる子犬のような態度を見せたのも意外だったが──たった今、可憐は元の人格に戻りかけた。その事実に、神護はこの上ない驚おどろきを覚えていた。スキントン村での一件以来、その気配すら見せなかった「可憐」が姿を現したのだ。

　可憐人格が戻ってくる可能性はあるんだ！

　だが──「可憐」は、相変わらず引導術を使うことができないのか？　と神護は考える。たった今可憐が落ちかけたのは、つまりそういうことではないのか。

　これはどう受け止めたものか──

「……神護さん！」

　神護の思し索さくを、マリアの声が断たち切った。

「……なんだ？」

「アバンをキャッチできました」

　マリアのはるか下方、マリアの操あやつるソールドの上に、アバンの上半身と下半身が乗っかっていた。

「さすがだな」

　と褒ほめつつ、神護はため息をついた。これから、目立つ場所にアバンの遺い骸がいを晒さらすという気の重い作業が待っている。

「さっさとどっかに晒して来ようぜ。死骸を抱かかえてうろうろするなんて、冗じよう談だんじゃない」

　可憐は軽く身を震わせた。

「そうだな……」

　手を挙げて可憐とマリアの気を惹ひき、神護は墜ち始めた。可憐の見せた変化に、いまだ動どう揺ようしながら。







　ベタイゴイツェ王国では、必要に応じて、麾き下かの大公国の大公、あるいはその名代を集めた、御ご前ぜん会議が開かい催さいされる。久しく開催されないままであったが、ヘイルメリーが摂せつ政しように就任して以降、たびたび召集が行われ、王国の大方針についての議論が戦わされてきた。

　本日の会議の議題は、まだ参列者には伝えられていなかった。が、ベタイゴイツェを支える大きな柱の一本たるガウルバッフ大公国の敗北に関かかわる問題であろうことは、明白だった。

　ヘイルメリーの登場を待つ間、会議室の各席についた代表者達は、隣りん席せきの者達とひそひそ話を繰くり返していた。ヘイルメリーがシュマルカルデン同盟との戦いに踏ふみ切るか否いなか、互たがいに予想を言い交かわしている。近年の同盟の勢力伸しん張ちようは目に余るものがあるが、彼らとの正面衝しよう突とつに至った場合、勝てるのか。どれほどの犠ぎ牲せいを払はらわなければならなくなるか──先行きがまったく見えないだけに、誰もが戦争には二の足を踏む。

　全すべては摂政閣下の胸の内一つだろう──というまるで結論になっていない結論に至り始めた頃ころ、

「ヘイルメリー・ヴァンドーム・デス・ベタイゴイツェ摂政閣下、御ご入来！」

　親衛隊の声が響ひびき、一同は一いつ斉せいに起立した。

　ほどなくしてヘイルメリーが姿を現し──その姿に、列席者一同は低い声でどよめいた。

　かのヘイルメリーが、目を腫はらした状態で姿を現したのだ。

　加えて、どういうわけだか男性を一人連れている。列席者のうち何人かは、それがアバンの秘書官、マルドナードであることに気づいた。こちらは、外聞もなく涙なみだをボロボロと流していた。

「皆みな様さま──まずは定刻に遅おくれたことを、お詫わびいたします」

　議長席につくと、すぐには腰こしを下ろさず、ヘイルメリーは語り始めた。

「というのも、緊きん急きゆうの一報を受けていたからなのです。ガウルバッフからの報告で──アバン・クロムリーズ・デス・ガウルバッフはベタイゴイツェへの帰き還かん途と上じようにて襲しゆう撃げきを受け、殺害されたとのことです」

　列席者全員が、一斉に息を吞のんだ。

「これは、はっきりとした条約違い反はんです」

　低い、感情を押し殺した声が、静まりかえった会議室によく響いた。

　ヘイルメリーはマルドナードを促うながした。それを受けて、マルドナードは一歩進み出て、

「皆様！　我が主アバン・クロムリーズは、ボロ雑ぞう巾きんのように殺されたのです！」

　涙やら鼻水を流しながら、訴うつたえかけた。

「むごたらしく惨ざん殺さつされた上、遺骸はカカシのように晒されておりました。両目を抉えぐられ、内臓は飛び出し──それは悲ひ惨さんな姿でありました。こんな仕打ちが許されていいのでしょうか!?」

　その姿を想像して、列席者達はざわざわと動揺し始めた。

「私は、自分の過あやまちを認めなければなりません」

　そんな中、ヘイルメリーの低い声が響く。

「これまで、シュマルカルデン同盟を放置し続けたという大いなる過ちを。今回の件ではっきりと確信しました──同盟は、我が一族の守護神たる、くろがねの悪あく竜りゆうのあぎとにて嚙かみ砕くだくべき、鬼き畜ちくの群れであると！」

　不意に、ヘイルメリーは怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「これより、ベタイゴイツェ王国はブレーベンブルク大公国に宣戦布告を行います！　ここに列席の諸しよ卿けいには、是ぜ非ひともご助力いただきたい──王国の豊ほう饒じようなる未来のために、そしてなにより、我が婚こん約やく者アバンの無念を鎮しずめるために！」

　王国が、同盟内の一大公国に宣戦する──それは、間ま違ちがいなく同盟そのものの介かい入にゆうを招くことだろう。

　ヘイルメリーは、同盟と全面対決する──そう言い切ったのだ。

　その言葉が持つ意味の重さに、一いつ瞬しゆん誰だれもが黙だまり込んでしまったが、

「そうだ！　その通りだ！」

　誰かがそう気勢を上げると、あとは雪崩なだれを打つように全員が叫さけび始めた。

「ガウルバッフ大公の仇かたきを討うつんだ！」

「シュマルカルデン同盟を潰つぶせ！」

「反メドラニカ指導者どもを皆みな殺ごろしにしろ！」

　ヘイルメリー登場前にくすぶっていた不安感はどこかに消え去り、会議室は主戦論一色で満たされた。

　その間、ヘイルメリーは、神しん妙みような顔つきを保ったまま、一同を見つめ続けていた。この態度が演技であると知られてしまったら、盛り上がった士気がブチ壊こわしになるからだ。







「なんたる不ふ愉ゆ快かいな事態だ！」

　宣戦布告の報を受けると、珍めずらしく、コーメイは声を荒あららげた。

「どうしてこうなる！　王国との全面戦争はまだ先のつもりでいたんだけどなあ」

「俺の方が聞きてーぜ」要が言う。「アバンを殺したのはブレーベンブルクじゃねーぞ。多分平原の民たみの連中だ。なのになんでこっちが殺したことになってんだ」

「王国側は、平原の民は同盟と手を組んでいると信じているもの」アッシュが言った。「それに──この状じよう況きよう、おそらく平原の民側も歓かん迎げいしていると思うわ。彼らからすれば、私達の万ばん人にん平等という考え方も敵でしょうから。王国と同盟、両者を戦わせて消しよう耗もうさせるつもりなんでしょうよ」

「厄やつ介かい極きわまりない」要は言った。「つまるところ、戦うことは避さけて通れないってことかよ」

「仕方ないね」コーメイは肩かたをすくめた。「平和ってやつは、戦わなければ勝ち取れないものだからね。……君達は一いつ旦たんシュマルカルデンに帰るといい。大公閣下は、君達の更さらなる活かつ躍やくを期待しているだろう」

「聞きたいことがあるんですけど」

　おずおずと、ライセが挙手した。

「私はこれからどうなるんでしょう……」

「君のところに預けていいかな」

　コーメイは、アッシュに言った。

「構わない」アッシュは即そく答とうした。「一応、ガウルバッフからの投降者だものね。疑われないとも限らない。……いいわよね」

　ライセに確かく認にんする。

「こちらからお願いしますよ」

　ライセはアッシュの手を取った。

「私……彰彦君に何度も救われたのに、恩返しすることもできなくて……。だから私、彰彦君の代わりになって戦います。彰彦君なら、メドラニカを潰すために戦うと思うから」

「歓迎するぜ、ライセ」

　要も手を伸のばし、握あく手しゆを求めた。

「ありがとうございます」

　ライセは要の手を握にぎり返し、そしてコーメイと向かい合った。

「コーメイさんも、お世話になりました」

「大したことじゃない。もし君が恩に感じてくれているのなら、いつか僕に美少年を紹しよう介かいしてくれ」

　目をしばたたかせて、ライセはしばし考え込み──要を突つき出した。

「おいコラ！」

　要がツッコミを入れた時には、既すでにコーメイは要の正面に立ち、抱だきついていた。

「君と離はなれなければならないのが本当に残念だよ。できることならば一いつ緒しよにシュマルカルデンに戻もどりたいところだけど、色々残務処理があるから動けないんだよね」

「ぬおあ！　離せよ！」

　意外にコーメイの腕わん力りよくは強く、要単身では引きはがせなかった。

「…………」

　無言でアッシュが介入、力を合わせて強ごう引いんにコーメイをはぎ取った後──胸を思い切り押しつけた。

「ギャオアア──ッ!!」

　感電したかのようにコーメイはぶるぶると震ふるえ──アッシュが手を離すと、ばたりと倒たおれた。

「少なくとも、あなたに要を渡わたすわけにはいかない」

　冷たい目で、アッシュはコーメイを見下ろした。

「さっすがアッシュ、頼たよりになるぜ」

　要はアッシュの肩を叩たたいた。

「ほんと、これからもよろしく頼たのむわ……」

　言いながら、自分の声が弱々しいことに、要は驚おどろいた。

　これから、大戦争が始まるのだ。要も、その戦いに参加することになる。それを思うと、気が重くなる。なにしろ、体験したことのない重大な事態に突とつ入にゆうするのだから。

「……こちらこそ、よ」

　気配を悟さとってか、アッシュは要の手に手を重ね、優やさしい声を掛かけた。

「私もあなたを頼りにしている。だから、絶対に死なないで。あなたには、人を救うために犠ぎ牲せいになるなんてかっこいい最さい期ごは似合わないんだからね」

　要にとっては、意外な言葉だった。

　アッシュから頼られている──そう思うと、悪い気はしない。それどころか、言いしれぬ不安に押し潰つぶされている場合ではない、とすら思えてくる。

「……おうとも」

　声に力を込めて、要はアッシュを見返した。

　イセス・メリアという世界の歪ゆがみ、メドラニカという歪みを正すため、アッシュとともに戦う、と決めたのだ。要は思いを新たにした──今いま更さら尻しり込ごみしている場合ではない、と。

　アッシュと一緒なら、どこにだって行けるはずだ。







　　　あとがき




　六むつ塚づかです。

『墜落世界のハイダイバー』三巻をお送りします。







「ワンス・アポン・ア・タイム」というカードゲームがあります。

　同名の映画シリーズとはまったく関係ありません。

　西洋式のおとぎ話を勝手に紡つむぎ、結末に至らしめる、というゲームです。

　最初に配られるカードには、それぞれ、おとぎ話に頻ひん出しゆつする単語が記されています。王様や王子様、魔ま女じよや妖よう精せいといった登場人物カード、城や森、廃はい墟きよといった場所カード、武器、本、鍵かぎ、宝石といった道具カード、等々です。

　これらの要素を繰くり込みつつアドリブで話を作り上げ、別に与あたえられている「ハッピーエンドカード」に記されている結末につなげる、というのがゲームの目的です。







　この、プレイヤーの創作能力、あるいは出任せをできるだけ矛む盾じゆんなくしゃべり立てる能力を試ためすゲームは、人の性向を浮うき彫ぼりにしてしまうという副産物があるようです。

　ゲーム開始時に与えられる手札の内容がランダムである以上、作り上げられる物語もその時々によってバラバラになるはずなのですが──不思議なことに、ある個人が作る話は、その人なりの一定の傾けい向こうを持つんです。その場で話を考えるというアドリブが必要なだけに、その人のものの考え方、人生に対する態度等、本性が出てしまうのかもしれません。







　十年くらい前から、僕は友人の方々と一いつ緒しよにちょくちょくこのゲームをプレイしています。

　で、僕が話を作ると、不思議なことに、すぐに凄せい惨さん極きわまりないすさみきった話になるんですね。

「王」「女王」といったカードを与えられれば、王宮を舞ぶ台たいにした権けん謀ぼう術じゆつ数すう、リンゴを食わせて毒殺するかされるかという話になり──

「巨きよ人じん」「妖精」といったカードを与えられれば、異種族間での戦争が起きて、互たがいの種族に伝わる魔ま法ほうのぶつけ合いが発生、絶ぜつ滅めつするかさせられるかという話になり──

「塔とう」「宝石」といったカードが与えられれば、塔に残されている古代文明の宝物を巡めぐって、冒ぼう険けん者達が塔内で殺し合いを繰り広げるといった話になる。

　ふと気がつくと、そんなノリの話になっているんです。血を見ずには収まらない話のオンパレードで、身内からは「皆みな殺ごろしのアレクセイ」（アレクセイは僕のハンドルネーム、通つう称しようです）などと言われたものです。まあ、否定できない二つ名ですね。







　その後、僕はスニーカー大賞に応おう募ぼして優ゆうし秀ゆう賞を受賞し、話を作って食い扶ぶ持ちを稼かせぐという職業についたわけですが──「ワンス・アポン・ア・タイム」を介かいして露あらわとなった性向が、如によ実じつに表れているよなあ──と、今いま更さらながら思うわけです。

　ゲームもこの仕事も、やっていることの本質はさほど変わりないので、当然といえば当然ですが。







　現在のライトノベル市場において、僕のようなカラーはメインストリームにはなりえない──というか明らかに異い彩さいを放っているような気がするのですが、メインストリームに潜もぐり込むべくカラーを隠かくそうとしたところで無む駄だだよなあとも思うのです。今更隠そうとして隠せるものでもないしね！

　……とまあ、『墜落世界のハイダイバー』はある種の開き直りによって書かれています。人がモリモリ死ぬのは仕様のようなものなんです。しかし、途と中ちゆう経過でどんなに人が死んでも、凄惨な事態が起きても、最終的にたどり着くべき場所は「ハッピーエンドカード」なのです。

　この言葉が噓うそくさく響ひびくことは百も承知ですが、是ぜ非ひとも信じて頂きたい。『レンズと悪魔』もちゃんとハッピーエンドで終わらせたでしょ？







　次巻以降も、要とアッシュの冒険は続きます。

　諸事情により四巻はこれまでより遅おくれるかもしれませんけど──というか、三巻まで三ヶ月おきで出せたという順調さに我ながら驚おどろいた──できるだけ早く、皆みな様さまの手元にお届けしたいと思います。

　それではまたお会いしましょう。
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